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プロローグ　借金が増加する







　村が一つ滅ほろんだと、ひょろりとそんな噂うわさが立った。

　なんだか前にも似たような話を聞いたような気がするなと、冒ぼう険けん者しやギルドに併へい設せつされている酒場で一人、グラスを傾かたむけていたロレンはそんな風に思う。

　要はそれだけ珍めずらしくない話なのだ。

　冒険者ギルドで時間を潰つぶしていれば、それとなく耳に入ってくる程度の話。

　農地の拡大はどこの国や貴族にとっても常時抱かかえ続けている持病のような話だ。

　農地が広がれば、そこから生産されるものが増える。

　ものが増えれば税収が上がり、上がった分だけ国や貴族の懐ふところが潤うるおう。

　農民など、いずれどこからか湧わいてくるものくらいにしか考えていないのだろう国や貴族は、開かい拓たく者しやの村の一つや二つが滅んだくらいではその手を休めることはない。

　それでも舌打ちの一つくらいはするのであろうが、すぐにまた次の開拓計画を実行するべく、用意された書類に判子を押おすのだ。

　失った分の金を取とり戻もどそうとして。

　結局どこまでいってもそれらは金の話で、人は誰だれしもがそこから逃のがれることができない。

　当然、その人というものの中には自分も含ふくまれているのだと、ロレンが嘆たん息そくを漏もらした辺りでそんな暗い思考を吹ふき飛とばすような、明るい声が響ひびき渡わたった。

「あれ？　ロレンさん、朝から一いつ杯ぱいですか？」

　ぴょんぴょんと跳はね回まわる黒くろ髪かみのポニーテール。

　白を基調とした、神に仕える者であることを示す神官服。

　街ですれ違ちがえば、十人中八、九人くらいはおそらく、その容よう貌ぼうに惹ひかれて振ふり返かえるであろう少女が、酒場の両開きの扉とびらを押し開けて中に入ってくるなり、隅すみっこの方に一人でいるロレンの姿を認めて声をかけてきたのだ。

「でもロレンさん、お酒飲むお金、あったんですか？」

　ロレンが座すわっているテーブルに近寄りつつ、疑問を提示する少女は知識の神に仕える神官のラピスである。

　そのラピスにいかにも不思議そうに問われて、ロレンは自分が文無しであるということに気がつき、顔を顰しかめた。

　元々傭よう兵へいを生業としていたロレンは、それまで所属していた傭兵団が壊かい滅めつし、命からがら逃にげ、たどり着いた街で生きていくために仕方なく、生業として冒険者という道を選せん択たくしている。

　その冒険者として初めて受けた依い頼らいによって、ロレンは傭兵時代から使ってきていた大たい剣けんと、なけなしの所持金のほぼ全てを失っただけではなく、その依頼から生せい還かんするための戦いの最中に傭兵の頃ころから何度か自分の命を救ってきた力の暴走を引き起こし、結果その反動で病院送りになる、という境きよう遇ぐうに落ちていた。

　怪我けがをしたわけではないのだから、すぐに退院できると思っていたロレンだったのだが、体への負担はかなり大きかったらしく、意識を取り戻してからさらに二日間の休養を医師に命じられていたのだ。

　その休養期間が明けて、本日晴れてある程度自由の身となったロレンだったのだが、その間にかかった費用をラピスに肩かた代がわりしてもらう代わりに、借金を全て返済し終わるまでラピスの行動に付き合うといった約束を交かわす羽目になっている。

　最初、ラピスから借りた金額は病院の治ち療りよう費ひと入院費として銀貨五枚。

　これに最初の依頼の移動時に馬車代として借りた銅貨十枚が加算されて、借金は銀貨五枚と銅貨十枚ということだったのだが、医師から追加で言い渡された休養期間によって借金の金額はさらに膨ふくれ上あがり、現在では銀貨十枚と銅貨十枚ということになってしまっていた。

「まぁ退院されたばかりですから、お酒が飲みたいのも仕方ないですよね」

　ロレンの答えを待たずして、ラピスは通りすがりのウェイトレスに自分のための注文をしながら、銅貨四枚を手て渡わたす。

「こちらの清算も一いつ緒しよにお願いしますね」

　ロレンが手の中で転がしているグラスに入っている安酒は、酒場で提供される酒精の入った飲み物の中で最も安い代しろ物ものだが、それでも値段は銅貨二枚。

　なんとなくクセのような感じで頼たのんでしまっていたのだが、さらに借金の額が増えたことに頭を抱えるロレンの正面の席に座ったラピスは、ウェイトレスが持ってきた果か汁じゆう入りのコップを受け取ると、それを両手で包み込むようにして持ちながらちびりちびりと中身を啜すすり始めた。

「空腹に酒精って、体に良くないですよ？　病やみ上がりならばなおさらです。何かお腹なかに入るものを頼みましょうよ」

「金がねぇのは知ってるだろう？」

　だったら安酒なんて頼んでるんじゃないと自分に自分で突っ込みつつ、ロレンがラピスに答えれば、ラピスは神官服のポケットからさらに何枚かの銅貨を掴つかみだしてにっこりと笑ってみせた。

「もちろん、払はらいは私で」

「借金が増える一方だ」

「いいじゃないですか別に。取立てがあるわけじゃなし。私に付き合うだけでいいんですから楽なものじゃないですか。あ、ウェイトレスさん、私にタマゴサンドください、カラシ抜ぬきで。こちらにはハムサンドを一皿お願いします」

　近くを通りかかったウェイトレスにそんな注文を出しつつ、ラピスは取り出した十枚の銅貨をウェイトレスに握にぎらせた。

　基本的に冒険者ギルド併設の酒場は、注文は前金でしか受けてくれないものである。

　これは荒あらくれ者ものの多い冒険者に後金で注文を受けてしまうと、払わずに逃げようとする者や、踏ふみ倒たおそうとする者が出てくるせいであった。

　もちろんそのような狼ろう藉ぜきを働いた者が、無事で済む可能性は非常に低いのであるが、それでも戦うことを生業としていたり、盗とう賊ぞくのような職業の者がいる冒険者のこと。

　そこそこの確率で成功させる者が皆かい無むではなく、それならばということで最初から前金でしか注文を受けないというシステムが確立したのである。

　ならば最初に頼んだ安酒の注文は何故なぜ通ったのかとロレンがウェイトレスの方を見れば、分かっていますよとばかりに微笑ほほえまれた。

　気を遣つかわれたらしいことを知って、むず痒がゆい気持ちになりながら、ロレンは気になっていることを尋たずねる。

「ハムサンドっていくらだよ……」

「銅貨五枚ですね。タマゴサンドと同じ値段ですよ？」

　もしかしてタマゴサンドの方が良かったのだろうかと思うラピスの顔を見ながら、ロレンはまた一つ深い息を吐はいた。

「借金が嵩かさむ一方だ」

「お仕事しないといけないですね。でもロレンさん、武器無くしてしまってましたよね。どうするんです？」

　ロレンが使っていた大剣は、普ふ通つうに店で売っているような代物ではない。

　柄つかまで含めれば身みの丈たけほどの長さと、目の前に座っているラピスの腰こしよりも太い刀身を持った、誰がこんなものを使うんだと尋ねたくなるような重量武器であり、おいそれと代わりのものが見つかるはずもなかった。

　オーダーメイドで注文すれば、一体どれだけの値段がつくのか、ロレンには想像もできない。

　返す返すも失ったことを残念に思うロレンであるが、過ぎ去ったことをいつまでも悔くやんでみたところで、進展するものは何もなく、とりあえず今はなんとか金策を練らなくてはと思いながら、酒場の隣となりにある冒険者ギルドのスペースの、依い頼らい票ひようが貼はり付つけてある掲けい示じ板ばんへと目を向けた。

「得物がなくとも受けられる依頼か……」

「ドブさらいとかは駄だ目めですよ？　匂においが残ります。あ、いい匂い消し知ってるんですけど、融ゆう通ずうしましょうか？　それなら受けてもいいですけど」

　しれっと言ってのけるラピスに、胡う乱ろんげなものを見る目を向けるロレンであるが、ラピスはその視線を真正面から受け止めて、きっぱりと告げた。

「だって、私と行動を共にしてくれるって言ったじゃないですか。そのロレンさんがドブの匂いとかしていたら、嫌いやでしょう」

　その主張はロレンからしても理解のできるものであり、仕方なくロレンは頭の中の選せん択たく肢しからドブさらいの項こう目もくを消去することにした。

　匂い消しを融通してもらって、ドブさらいの依頼を受けるという案もないことはなかったのだが、その場合確実に依頼料では足が出るような匂い消しを押し付けられそうな気がして仕方が無い。

「他に得物が無くても受けられそうな依頼って、何があるよ？」

「そうですねぇ……」

　頬ほおに手を当てて考え出すラピスの横からウェイトレスが注文されたタマゴサンドの載った皿をそっと差し出す。

　ラピスがそれを受け取れば、続けざまにウェイトレスはロレンの目の前にハムサンドの載った皿を置いた。

「難しい話は後にして、とりあえず食べましょうか？」

「そんな難しい話をしてる気はねぇんだが……」

　疲つかれた口調でそんなことを言いつつも、ロレンは目の前に置かれたハムサンドの匂いにつられて、皿の上から一切れ取り上げると、丸ごと口の中へと放り込んだ。

　なにせ前回の依頼から現在に至るまで、病院で過ごしていたロレンである。

　提供されていた食事は当然ながら病院食であり、体にはいいのかもしれないが味としては非常に物足りなく感じるようなものであった。

　そんな生活を四日も続けていたロレンにとっては、焼いたパンの中にカラシとハムを挟はさんだだけのハムサンドの味が、嫌に美味うまく感じる。

「おい、見ろよあの男。ヒモだぜヒモ」

「かーっ、銅級冒ぼう険けん者しやなんて身分で、女のおごりでメシを食うとはうらやましいねぇ。オレらもおこぼれが欲ほしいもんだ」

　そんなロレンの耳に飛び込んできたのは、近くのテーブルでロレンと同じく朝っぱらから酒を飲んでいた二人の男性冒険者の声であった。

　その胸むな元もとに揺ゆれる認にん識しき票ひようは、黒鉄。

　ロレンよりもいちおうは格上ということになっているその冒険者は、これまでの一連のロレンとラピスのやりとりを聞いて、野や次じを飛ばしてきたらしかった。

　口の中のハムサンドを咀そ嚼しやくし、指についたカラシを舐なめながらロレンは思う。

　端はたから見れば、現在のロレンの立ち位置というものはその冒険者達たちが野次ったように見えても仕方の無いものではある。

　しかしながら、その野次を看過できるかどうかという問題は、そう見えるかどうかという問題とは全くの別問題であった。

「気にしない方がいいんじゃないでしょうか、ロレンさん」

　こちらはタマゴサンドを両手で保持し、端っこの方からもそもそと齧かじっているラピス。

　人を小こ馬ば鹿かにしたような笑い声と視線でもってロレンを見ている冒険者の姿を目の端でちらりと見やってから、すぐに興味を失ったかのように、またもそもそとタマゴサンドを食べ始める。

「こういうのは、舐められたらいつまでも舐められっぱなしになるんだぜ」

「傭兵の流りゆう儀ぎでしょうか？　よく分かりませんが、相手にするのもばかばかしいですよ」

　ゆで卵を薄うすくスライスし、塩と少量の胡こ椒しようで味付けしたものをパンに挟んだだけのシンプルなタマゴサンドに舌した鼓つづみを打ちつつ、ラピスは抑よく揚ようの無い口調でこう言った。

「だってあぁいう手合いは、ヒモにしてくれる女性すらいないんですから」

「なぁんだと、てめぇ！」

「今、なんつったごらぁっ！」

　酷ひどく堪こらえ性しようが無い性格なのか、ラピスの放った毒のある言葉に一気に火がついて、席を蹴け立たてて立ち上がる冒険者。

　それに応じるように立ち上がったロレンは近づいてくる二人の冒険者に立たち塞ふさがるように前へ進みつつ、すれ違いざまに全くの無反応を貫つらぬくラピスの肩かたへ軽くぽんと手を置いた。

「いい挑ちよう発はつだったぜ。ちょいと殺やってくる」

「殺ったら駄目ですよ？　いちおう犯罪になります。九割くらいなら冒険者同士の暗あん黙もくの了りよう解かいということでやられ損で収まりますから。それと、彼かれらの懐とか持ち物を漁あさっちゃ駄目ですからね？　窃せつ盗とうで捕つかまります」

「あいよ」

「ついでに、お店の備品を壊こわすと、当然弁べん償しよう義務が生じます。まぁお支し払はらいは私がしますので、安心して壊してくれてもいいんですけど」

「気が削そがれるねぇ……」

　二対一という数的有利に加えて、ロレンの首からかけられている認識票は銅である。

　格下の冒険者が相手となれば、黒鉄級の冒険者達の顔には余よ裕ゆうの色が見えた。

「こいつ馬ば鹿かだろ。オレら黒鉄級だぞ？」

「今なら床ゆかに額こすりつけて謝あやまりゃ、そこの女の身み柄がらだけで勘かん弁べんしてやるぜ？　そいつ神官だろ？　色々使えそうだしよぉ」

「どうせもう飽あきるくらい楽しんだんだろ、ヒモ野や郎ろう。だったらオレらに……」

　言葉の最後まで言わせてしまうと加減なしに殺してしまう気がして、ロレンは片方の冒険者の顔面を、その言葉が言い終わる前に多少加減しつつ殴なぐり飛ばした。

　ロレンがただの冒険者であったのならば、そこからケンカが始まる合図となる一発だったはずなのだが、ロレンという人物は通常の冒険者や傭兵では扱あつかえないような重量武器を得物とし、軽々と扱っていた人物である。

　当たり前だがその腕わん力りよくは、そんな重量武器を扱えるに足るだけのものを備えており、それが多少加減して殴ったところで、威い力りよくが常識的な範はん囲いに収まるわけがない。

　まして油断しているところに、そんな威力の拳こぶしを受けたその冒険者はひとたまりもなかった。

　きりもみするように回転しつつ後方へと吹き飛んだ冒険者の体は、背後にあったテーブルと椅い子すをワンセット巻き添ぞえにしながら、派手な破は砕さい音おんを立てつつ酒場の壁かべへと突っ込んだ。

「あー……これは、壁の修理費とテーブルワンセットで結構な金額いきますね」

　まだ強すぎたかと起こしてしまった結果に肩を落とすロレンの傍かたわらから、いつの間に立ち上がったのか、ラピスの呆あきれた声がした。

　まだ一人、冒険者が残っていたはずなのにと足下を見れば、砕くだけた椅子の破は片へんと一緒に頭におおきなたんこぶをこしらえた黒鉄級の冒険者の片割れが、白目を剥むいて倒れている姿がそこにある。

「全く、乙女おとめに対してなんてことを言うんでしょうね、この人達たちは」

　手の中に残っていた椅子の破片を、気絶している冒険者の体の上へ投げ捨てながら憤ふん慨がいしたように言うラピス。

　乙女は黒鉄級の冒険者を、椅子で打ち倒したりしないだろうというツッコミを、口にするべきかどうか考えながら、修理費だと言いつつウェイトレスに、にこにこと笑え顔がおでお金を渡すラピスの姿にまた溜ため息いきを吐き出すのであった。







第一章　依頼受理から買物する







「薬草採取ですか。結構無難なとこを選択したんですね」

　酒場でのケンカ、というよりは一方的な蹂じゆう躙りんの後、騒さわぎになってしまったその場から逃げ出すため、でもなかったのだがロレンは冒険者ギルドの掲示板に貼られている依い頼らい票の中から適当な依頼を選び出すと、そそくさとその場を後にしていた。

　その時に受けた依頼というのが、街の近くの森での薬草採取である。

　取り立てて強力な魔ま物ものが生息していない森での仕事ということで、難易度は最も低く、依頼料の方も薬草一株につき銅貨二枚で冒険者ギルドが購こう入にゆうするという、依頼料なんだかただの素材買取なんだかよく分からないものであったが、年がら年中怪我をしている冒険者を多数抱えているギルドとしては、薬草という素材はいくらあっても困るものではないらしく、常時貼り出されている依頼であった。

「危険な魔物がいないってんなら、手ぶらで行っても問題ねぇだろ」

　現在得物を持っていないロレンとしては、依頼を受ける条件として最も適している依頼ではあったが、買取金額の低さを考えるとあまりやる気が起きない。

　酒場でロレンが黒鉄級の冒険者を殴り、壊したテーブルと椅子、それに壁の代金はしめて銀貨四枚となっていた。

　内訳としては壁の修しゆう繕ぜんに銀貨三枚、テーブルがセットで銀貨一枚というものなのだが、これによってロレンが抱える負ふ債さいは銀貨十四枚と銅貨十枚に膨れ上がっている。

「完済するには薬草が七百五株いりますね」

「やる気を削ぐようなこと言うんじゃねぇよ。森の薬草を採り尽つくしたってそんな数あるわけねぇんだし」

　目的地である森はそれほど大きくない。

　危険な魔物が生息していない程度の森なのだから当たり前だったのだが、そんな小さな森にラピスが口にしたような数の薬草があるとは到とう底てい思えなかった。

　街から森までの距きよ離りは、歩いて一刻ほどである。

　一刻というのは一日を十二等分したうちの一区切りであり、どういう理り屈くつになっているのかロレンは知らなかったのだが、大き目な街などではこの一刻毎ごとに街に設置されている鐘かねが鳴らされ、時刻を告げることになっていた。

　その一刻ほどの距離を歩いて森へと到着したロレンは早さつ速そく依頼を果たすべく、薬草を探して森の中を散策し始める。

　薬草については傭兵時代に、何度もお世話になったことがあるのでどのようなものであるのかをロレンは熟知していた。

　特とく徴ちよう的てきに尖とがった葉を持つ植物で、一度見てしまえば他の植物と見み間ま違ちがえるようなものではない。

「地味ですよねぇ」

　森の中の細い道を、薬草を探して歩くロレンの背後からついて歩くラピスがそんな感想を言いながら、無造作に道みち端ばたの草を一株摘つんだ。

　その摘んだ草を目の高さまで持ち上げて、しばらく見ていたラピスはやがてその草を自分が持っている布袋の中へと放り込む。

「なんでラピスまで薬草採取してんだ？」

「私も少しはお金を稼かせいでおきませんと。いざ貸す段になってありませんでは格好がつかなくなってしまいますから」

　貸すほど現金を持っているというのに、わざわざ薬草採取のような実入りの悪い話につきあわなくてもと思うロレンへ、ラピスが返した言葉にロレンはげんなりとした気持ちと表情になって軽く項うな垂だれる。

　貸すことが前提なのかとも思うのだが、お金がないわけではないラピスがロレンと一緒に依頼を受ける理由はそれくらいしか考え付かないのも事実であった。

「そんなことよりロレンさん、結構見み逃のがしてますよ？」

「ぐっ……こういうのは苦手だ」

　ロレンも多少は薬草を摘んで、自分が持っている布袋の中にそれを入れたりはしていたのだが、やはりどうしても見逃しが出てきてしまう。

　その見逃した分をラピスが回収するような形になっているのだが、採取を始めてからずっと二人の布袋の膨らむ速度はほぼ同じくらいであり、いかにロレンが薬草を見逃しているのかが分かる。

「戦の一つもあれば、返済なんかすぐなんだがなぁ」

　ぼやいてはみたロレンではあるが、傭兵に戻れるとして戻る気はあるのかと問われれば、あまり乗り気ではなかった。

　長く続けてきた生業ではあるが、好きで他人の命を飯の種にしてきたわけでもない。

　それまで所属していた傭兵団の壊滅は、ロレンにとっては悲しい出来事ではあったのだが、一方でそれは足を洗うよいきっかけになったのではないか、と思うようになってきている。

「戦があっても装備がないじゃないですか。それとも一いつ般ぱん兵へいの公こう募ぼに応募して、支給された装備で一発でも狙ねらってみますか？」

「それは御ご免めん蒙こうむりてぇな」

　農村から徴ちよう兵へいされたり、あるいは街の募兵所で集められたりした兵士に支給される装備というものはロレンから言わせれば悲ひ惨さんな代物である。

　場合によってはそうでもないこともあることはあるのだが、大体の場合は一般の兵士に支給される装備というものは、それが購入されるまでに用意された資金が何人かの手の上を渡るようになっており、その過程で結構な額がどこか知らないところに消えることになっているものなのだ。

　しかし金額が減ったとしても必要とされる装備の数が減ることはない。

　当然、減った分の金額は装備の質に反映されることになり、突ついたら折れるような槍やりだとか、着ているだけで破けていく革かわ鎧よろいだとかいった一見冗じよう談だんにしか思えない代物が横行するのであった。

　この辺りの話は当然、一般の兵士達には知らされることはなく、ロレンも傭兵団の経理担当のメンバーから教えてもらった話であるが、戦場で出会う兵士がいやに脆もろいことがあるのはそのせいだったかと納なつ得とくした話である。

「しかし、やっぱ大して集まらねぇな」

　薬草採取を開始してからある程度の時間が経たつと、ロレン達は森に入ったところから見て森の反対側まで到とう達たつしてしまっていた。

　つまり、薬草を採取しながらこの小さな森を突っ切ってしまった形になる。

　それだけの距離を探し歩いて、ロレンが摘んだ薬草の数は持ってきた布袋のおよそ半分くらいの量といったところ。

　数にしておよそ二十株あるかないかといったくらいだった。

「仕方ないですよ。常時ある依頼ということは、常に誰か彼かが受けている依頼ということでもありますから」

　そう応じたラピスが持っている布袋も、やはりロレンと同じくらいしか膨らんでいない。

　時間としては日が落ちるまでまだ余裕があったが、帰り道の分を考えるとそろそろ街へ戻らなければならないような時間である。

　いかにロレンとて、武器を持っていない状態で街の外で夜を明かしたいとは毛先ほども思わないし、どうせ寝ねるならば多少硬いとはいっても宿屋のベッドで寝たい。

「帰るか」

「軽く赤字になりそうですけどね」

　突っ込まれてロレンは、なんともいえない表情でラピスを見るが、見られたラピスは涼すずしい顔でもって今の台詞せりふの根こん拠きよを述べた。

「冒険者ギルドおすすめの宿が一泊ぱくで銅貨三十枚。食事はピンキリですけれど、大体銅貨五枚から七枚。これにお酒がつきますと、一杯で銅貨二枚。しめて一日の生活費って銅貨四十五枚から五十三枚くらい必要なんですよね」

　言われた金額を念頭に、手元にある薬草の数を考えれば確かに赤字になっているとロレンは暗い気持ちで考えた。

　つまるところは何かを切り詰つめなくては今回の仕事くらいの稼ぎでは赤字が増え続けるだけであり、切り詰めてみたところで借金の返済に回す分は捻ねん出しゆつできない、というのが現実であるらしい。

「ここは一いち念ねん発ほつ起きして、私からさらにお金を借りて、装備を整えるところから始めてみてはどうかと提案してみますが」

「そいつも考えねぇとなぁ。ってか、同じ銅級の冒険者達ってのはどうやって生活してんだ？　まさかそいつらも……」

　借金塗まみれなのだろうかと考えるロレンに、ラピスは薬草を入れてある布ぬの袋ぶくろの口を軽く縛しばりながら答えた。

「借金塗れですね。だから無理をして稼ぎのいい仕事を請うけようとします。成功すれば儲もうけものですが、失敗するとこの世からさようならすることに。堅けん実じつなルートを考えるなら、冒険者のランクを黒鉄級に上げて、実力のあるパーティに拾ってもらうのが堅実といえば堅実でしょうか」

「世せ知ち辛がらいねぇ……」

　実は傭兵の方が、金銭面に関しては非常に恵めぐまれていたのではないか、とロレンは思い始めている。

　少なくとも金の心配をする必要はなかったし、いくらかではあったが小こ遣づかいのようなものも出ていた。

　装備の方もそれの担当者に預けておけば、補ほ充じゆうから整備までが次の戦までには大体終わっていたものである。

「団長とか経理の奴やつらとか、苦労してたんだろうなぁ」

「規模の大小はあっても、生きていくってそういうものですよ」

　どこか諭さとすような口調でそんなことを言われても、袋の中の薬草が増えるわけではない。

　借金の額が増えることは覚かく悟ごして、何かしら武器を調達し、次はもう少し実入りのいい依頼に挑ちよう戦せんしてみるべきだろうかと考えつつ、帰路につこうとしたロレンだったのだが、ふと周囲の気配を肌はだで感じ取って、口を閉じたばかりの布袋をラピスへと放り投げる。

「私に荷物持ちをやれということです？」

「違う。ちょっと静かにしろ」

　武器のないロレンは拳を握りしめながら、低く声を落としてラピスが文句を言おうとしたのを制する。

　その様子に何かしらただならぬものを感じたのか、ラピスは口をつぐみ、大人しく投げ渡された布袋を自分のものと一緒に胸元に抱だきしめた。

「こっちだ。何かいる」

　大気の中に感じる森の青い匂いの中に、わずかに混じった獣けものの匂い。

　耳に届く低い唸うなり声ごえからロレンはそれらがいる方向を感じ取ると、道を外れて森の中へと踏み込んでいった。

「何かいるなら逃げた方がいいのでは？」

「それもそうなんだが、何か嫌な予感がしやがる」

　後ろから追いかけてくるラピスが言うことはもっともだと思いながらも、ロレンは自分が感じる嫌な予感に従って、森の中を駆かけ抜ける。

　そしてその嫌な予感は、すぐに現実の光景となって二人の目に飛び込んできた。

「ロレンさん！　女の子が倒れています！」

　森の中を駆ける二人の前方に、少しばかり木々の間に空間ができている場所があり、その中心部に金色の長い髪かみを投げ出して、白いワンピース姿の少女が倒れ伏ふしていたのであった。

　ラピスの目はその少女のことばかりを見ていたが、ロレンの目はその周囲の木立に隠かくれるようにして、少女を包囲している唸り声と獣けもの臭しゆうの原因の姿を捉とらえている。

「なんかいやがるぞ！」

「フォレストウルフです！」

　ロレンの警告の声に、すぐさま周囲の獣の姿に気が付いたラピスがその正体の名前を口にした。

　生息域を森とするその狼おおかみは、それほど大きな体をしてはいないのだが、群れで行動し、群れで狩かりを行うやや危険な動物だ。

　単体の危険度はそれほどでもないのだが、群れで行動している場合だとその危険度はいきなり跳ね上がる存在で、何らかの依頼で森に赴おもむいた冒険者達の死因としては、かなりの割合を占しめている。

「あの子を助ける！　異存はねぇな？」

「ないですけれども、ロレンさん武器は!?」

「犬っころ相手ならこれで十分だ」

　握り締しめた拳を軽く振ってみせ、ロレンは突とつ進しんする。

　その突っ込んでくるロレンに気が付いたフォレストウルフの一部がロレン達たちを迎げい撃げきするべく少女の包囲を解いてロレン達めがけて走り出した。

　そのまま森の木々を足場にし、飛び掛かかってくるフォレストウルフの顔面へ、ロレンの拳がカウンターで叩たたき込まれる。

　鼻を潰され、牙きばを折られ、冗談のようにくるくる回転しつつ吹き飛んだ一匹ぴきが木立に激げき突とつして悲鳴を上げることもなく絶命する間に、別の一匹が空中で喉のどを握りつぶされて、地面に投げ捨てられ、痛みに転がる間に頭を潰されてびくりと体を震ふるわせた。

　足下からロレンのブーツに噛かみつこうとした一匹は、分厚い革のブーツに歯が立たず、まごまごしている間に掴みあげられ、振り回されて木立に叩き付けられ、背骨を折られて即そく死し。

　その間にロレンの脇わきを抜けて、ラピスに襲おそい掛かろうとした一匹はぎりぎりのところで尻尾しつぽをつかまれ、体を捻ひねってロレンに噛みつこうとしたところを振り回されて、目を回したところできれいに首を折られて死に至った。
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　ここまでがほんのわずかな間に行われた一連の動作であり、瞬しゆん時じに四匹の仲間を失ったフォレストウルフ達の間に浮うき足あし立だつような雰ふん囲い気きが流れる。

「こいつら食えるか？」

「肉は食用に向きませんが皮なら多少はお金に。でもロレンさん、皮かわ剥はぎとかできるんですか？　私はできませんけど」

「ナイフもねぇから、捨てていくか」

　今回は薬草採取に来たロレン達であり、狼おおかみを四匹も持ち帰るような準備はしていない。

　少しばかり惜おしい気はしていたが、持ち帰る方法がないならば仕方ないと狼達の死体はそのままにしてロレンがさらに前へと足を踏み出せば、敵かなわない相手と悟さとったのか包囲の輪を作っていたフォレストウルフ達は一目散にその場から逃げ出した。

　襲ってこない獣を追いかける趣しゆ味みはロレンにはなく、戻ってこないことを確かく認にんするためにしばらく身構えていたロレンだったが、やがて構えを解くとゆっくりと少女が倒れている場所へと歩を進める。

　倒れている少女は、まだ年の頃ならば十歳さい前後ほどに見えた。

　森の中という場所にそぐわない格好に、何らかの罠わなという可能性も考えてみたロレンであったが、わざわざそのような少女を使ってまで罠を仕し掛かけてくるような相手に心当たりもなく、周囲を観察してみてもそれとわかるようなものを見つけることはできない。

「警けい戒かいしとく。様子を見てやってくれるか」

「はいはい。分かりましたよ」

　相手は少女である。

　ならば同性であるラピスに見てもらうのが間ま違ちがいないだろうとロレンが頼めば、ラピスはすぐさま少女の傍らに跪ひざまずき、倒れている少女の手を取って脈をみたり、衣服や体をしげしげと眺ながめてその状態を確認し始めた。

　その様子を横目で見ながら、ロレンは周囲を警戒し始める。

　一いつ旦たんは引いたフォレストウルフ達であったが、態勢を整えて再度襲しゆう撃げきしてこないとも限らないと考えたからだ。

「でもこの娘こ、運がいいですね」

　土の上に直じかに倒れていた少女は、髪やら顔やらに土や落ち葉がくっついてしまっている。

　そのままにしておくのは可哀かわい想そうだとでも思ったのか、ラピスはその手で少女の体や顔を優やさしくはらってやり始めた。

「運がいい？　狼に襲われてたってのにか？」

「えぇ、だって食べられる前に私達が見つけたわけですし。それにあれだけの数がいたのに、ロレンさんが四匹を迎撃している間、他の狼が手を出してこなかったんですよ？　とても運がいいとしか思えないじゃないですか」

「そりゃ……運が悪ぃ奴がいるんだから、それくらい運がいい奴もいるんだろうな」

「上手うまくできてますねぇ世の中って。ところでその運が悪い人に心当たりがおありですか？」

　どうやら意識を失ったまま、ぴくりとも動かない少女の体を抱かかえ上げてラピスがにっこりとロレンへと笑いかける。

　その笑顔から、ロレンはそそくさと視線を背そむけるのであった。




　時間も適当で、しかも正体不明とはいえ年とし端はのいかぬ少女を抱えたとなればそれ以上森に留とどまっている理由はない。

　もしかしたら周囲に、少女の関係者がいるかもしれないと、ロレンは少女の身柄をラピスに任せて少しだけ周囲を探たん索さくしてみたのだが、それらしき痕こん跡せきを見つけることはできず、まさか少女を森の中に放置していくわけにもいかずということで、ロレンは少女を街まで連れて行くことに決めた。

「気は進まねぇがな」

「じゃあ置いていきます？」

「そっちはもっと気が進まねぇよ」

　十歳ほどの少女といっても、ラピスに運ばせるには少々きつい相手だろうと考えたロレンは、薬草の入った布袋をラピスに預けたままにして、少女を背負うことにした。

　意識の無いぐったりとした少女の体を背負ってみると、ロレンはその軽さにやや驚おどろきを覚える。

「軽いですよね。やせているわけじゃないんですよ。むしろ肉付きはいい方です。たぶん、結構いいとこのお嬢じよう様さま、みたいな子ですよ、この子」

　ロレンの表情から、驚いているということを読み取ったらしいラピスがロレンの隣に並んで歩き始めながら意識の無い少女の足に触ふれる。

　森の中に倒れていたというのに、少女は裸足はだしであったのだ。

「筋肉があまりついていないですし、手の平や足の裏の皮ひ膚ふが固くなっていません。あまり歩き回らないのか、よほど手入れされているのか」

「それより、こんな森の中だってのに裸足で歩くとか正気じゃねぇだろ」

「そうですねぇ。普通なら足の裏が傷だらけになってしまいますね」

　多少整備されていても、地面を裸足で歩けば足の裏に傷が入ったり、皮が破けて傷になったりしてしまうはずであった。

　しかしながら少女の足はつるりと綺き麗れいな皮膚をしたまま、傷一つ見ることができなかったのだ。

　それも気にはなっているロレンだったが、さらに気になっているのは少女が身につけているワンピースであった。

　白という汚よごれが目立つ色のものを着ていながら、少女の衣服には汚れた様子がほとんどなかったのである。

　これもまた、森の中を歩いていたのだとすれば腑ふに落ちない点であった。

「まぁ、本人が起きりゃ、聞いてみりゃいいことだがな」

「私としてはなんとなく、誘ゆう拐かいと間違われないかが心配です」

「人相の悪ぃのが二人、いたいけな少女を連れてるわけだしなぁ」

「自然に私を含ふくめるの、止めてもらえませんか？」

　そんな会話を交かわしながら、街へと戻もどった二人は街へ到着するとすぐにラピスの勧すすめでもって冒ぼう険けん者しやギルドへ少女を連れて行くことにした。

　普通に考えると街の入り口などで止められそうな格好なのだが、不思議とこのカッファの街の衛兵は、出入りする者達をほとんど止めることがない。

「あからさまに犯罪者だと分かれば別らしいんですけど、基本的に緩ゆるいんですよね」

「人ひと攫さらいと間違われても弁解できねぇんだがなぁ」

「神官を同行させてて、堂々と人攫いする人もいないでしょうから」

「神官って凄すげぇんだな」

「社会的信用という点においては、他の追つい随ずいを許さないくらいには凄すごいんですよ」

　威い張ばって胸を張るラピスであったが、その信用がどこから来るのかといえば、実際は神に仕えているからというところから来ており、神官達が何かをしたわけではない。

　二人が冒険者ギルドへと到着すると、最初は女性を二人連れたロレンへ好こう奇きの目が遠えん慮りよなく向けられたのだが、すぐにそれらの視線を感じなくなり、ロレンは少女を背負ったまま首を傾かしげる。

　冷やかしや、森に行く前に絡からんできたような冒険者が何人か出てきてもおかしくないだろうにと考えている間に、ラピスが冒険者ギルドの受付へ駆け寄ると受付の女性職員に何事かを告げ、すぐにその職員を連れてロレンのところまで戻ってきた。

「森で要救助者を確保した、とのことですが相そう違いありませんか？」

「あぁ、間違いねぇよ。確認してくれ」

　ロレンは職員に背中を向けて、背負っている少女の姿を見せる。

　職員はしばらく、ロレンの背中に体を預けたまま微び動どうだにしない少女の顔を覗のぞきこんでいたのだが、やがて何事か思い当たることがあったらしく、受付の向こう側にいる職員達へと指示を出すと、すぐに担たん架かを携たずさえた二人の職員がロレン達のところまで走ってきた。

「身柄をお預かりします。よろしいですか？」

「頼たのむわ。いつまでもこのまんまってわけにもいかねぇだろうし」

　職員の求めに応じてロレンは背中の少女をゆっくりと下ろすと、職員達が持ってきた担架の上へと寝かせてやる。

　それを確認した二人の職員は、タイミングを合わせて担架を持ち上げたのだが、持ち上げた瞬しゆん間かんに二人共が少し驚いたような顔になった。

　やはり軽さに驚いたのだろうなと思うロレンを、最初に対応した女性職員が手招きして呼び寄せ、受付カウンターの向こう側まで同行してくれるように告げてくる。

「いちおう断っておくが、攫ってきたわけじゃねぇぞ」

「人攫いがギルドに攫った人を預けたりしないのは分かっているつもりです。そうではなく、少しばかりお話が」

「二人共ってことでいいんだな？」

「はい、そちらの神官さんもご一いつ緒しよにお願いします」

　詰きつ問もんの類たぐいではなさそうだと感じたロレンは意見を求めるようにラピスを見る。

　そのラピスはといえば、ロレンの視線に気がついてすぐにこくりと頷うなずきを返してよこしたので、どうやら問題無さそうだとロレンは職員に連れられるままに受付のカウンターを越こえて応接室らしき部屋へと通された。

「単刀直入に申し上げますと、お二方の行動にしばらく制限を設けさせて頂きたいんです」

　ロレン達が部屋に入り、勧められた椅子に座すわるなりギルド職員はそう切り出してきた。

　いきなりすぎて意味が分からず、目を白黒させるロレンに代わって、ラピスが職員との対話を開始する。

「それはどのような意味なのでしょうか？　もしや私達に何か問題でも？」

「いえ、そうではないのですが。あの少女のことについて、ギルドで調査を致いたします。その結果と対応が決まるまで、あまり動いて欲しくない、ということです」

「それはあの少女に何かあるということでしょうか？」

「それにつきましては、現時点では何も申し上げられません」

　少しばかり横暴なのではないかと、職員とラピスの会話を見守りながら思うロレンだったが、ギルドのような元もと締じめをやっている組織というものは大体が横暴なことをするものだと思ってしまえばそれほど腹も立たない。

　傭よう兵へい団だんの幹部連中がたまにやるわがままに比べれば可愛かわいいものだと思いながら、ロレンは確認しておかなければならない大事なことをギルド職員へと問いかける。

「そいつはどのくらいの期間で、どのくらいの制限がつくってんだ？」

「具体的な期間は……長くても数日で結果が出るかと。制限としては街の外に出ないで頂きたいのです。できれば、こちらで指定した宿で待機して頂けると助かります」

「そりゃあんまり、穏おだやかじゃねぇな」

　縛りは緩いのかもしれないが、事実上は軟なん禁きん状態といってもおかしくない指示だ。

　従えと言われてはいそうですかと頷けるような話ではない。

　いかに冒険者ギルドが冒険者達の元締めであろうと、聞けない話は聞く気がないとばかりにロレンが声に少しばかりの苛いら立だちを混ぜれば、女性職員はわずかに気け圧おされた様子を見せつつも引く気はないらしく、ぐっと歯を食いしばりロレンの目を見返した後に、声が震えないように注意してなのか、ゆっくりと話し出した。

「宿は、メイン通りの〈極ごく彩さい亭てい〉を用意します」

「宿の名前を言われたって、俺おれにゃ分からねぇよ」

　この街はロレンがよく知っている街ではない。

　それを言い出すと傭よう兵へい稼かぎ業ようであちこちを転々としていたロレンにとっては大体の街がよく知らない街ということになってしまうのだが、現在いるカッファの街についてはその情報を何も持っておらず、よく知らないどころか全く知らないといっていい街だ。

　調べている暇ひまがなかったというのがその原因であるが、だからこそギルド職員が口にしている宿の名前を聞いても、そこがどんなところであるのかロレンには分からない。

「この街で一位二位を争うような宿ですよ。高級な分、お値段も高いです」

「もちろん、宿しゆく泊はく費ひと食費についてはこちらが負担いたします。さらに多少の娯ご楽らくなどであれば冒険者ギルドの名前を出してもらえれば、こちらで清算を」

「至れり尽くせりですね」

「冒険者ってのはそういうエサで釣つれんのか？」

　必要経費は全て冒険者ギルド持ち、といった職員の話。

　ラピスは多少わざとらしさを含めつつ驚いてみせ、ロレンはそれを鼻で笑ってみせた。

「どういうことでしょう？」

「待たい遇ぐうがあからさまに良すぎんだろ。傭兵仲間の間じゃ、高額な報ほう酬しゆうの話から入る仕事は引き受けんなってのは常識だ」

　普ふ通つうの宿の宿代だけを立て替かえる、といった条件であればロレンとしてももう少しばかり様子を見る気でいたのだが、いきなり上宿を用意するだけではなく、宿代から食費、ある程度遊ぶ金まで負担するとなれば、怪あやしむなという方が無理がある。

「ここは素す直なおに気付かないフリをしてあげるのが人情というものでは？」

「お前に人情を説かれたかねぇわ……」

「その扱いには断固抗こう議ぎしたいと思うのですが」

　むすっとした表情で問い詰めようとしてくるラピスを手で制して、ロレンはギルド職員へ声が荒あらくならないように注意しながら、それでも聞かなければならないことを聞いた。

「とにかく、俺らが連れてきたあの少女に、何があるってんだ？」

「それをこれから調査するんです」

　自分の話の持って行き方が失敗であったことを理解しつつも、ギルド職員はロレンの問いかけには明確な答えを返すことはなかった。

　職務に忠実であることは美徳だと思うロレンであるが、隠される方からしてみればたまったものではないと思うロレンの代わりに今度はラピスが言う。

「その答えでは、私達が納得しないこともご理解されていますよね？」

「それは……」

「重要なことだけ教えてください。この件が私達に不利に働く可能性はどのくらいある、とお考えですか？」

　じっと真正面から見つめられ、ラピスに問われたギルド職員はそのラピスの視線から逃のがれるかのように顔を背け、視線を泳がしながらしばらく黙だまり込む。

　ラピスとしてはそれ以上追つい及きゆうする気もないらしく、黙ってギルド職員の次の言葉を待つ。

　ギルド職員は迷いに迷った挙句、それでもこのままではロレン達たちが大人しくギルドの提案に乗ってくれることはないだろうと観念したのか、細く長く息を吐はいてから、改めてラピスとロレンの顔を交こう互ごに見てから話し出す。

「可能性は極きわめて低いと思います。実はあの少女なのですが、ギルド職員の中にその顔に見覚えのある者が何人かいたのですが、それが事実かどうかはご本人が意識を取り戻されるか、あるいは数日経たないと確認することができません」

「ロレンさん、これってたぶん、あの少女がこの街から遠い所の出身で、しかも身分がそこそこ高いということですよ」

　ラピスの注ちゆう釈しやくにギルド職員はその真しん偽ぎを告げようとはしなかった。

　代わりに取り繕つくろったと分かるような笑顔を二人に向けてくるが、その不自然さ極まりない笑顔は暗にラピスの予想が当たっているということを証明している。

「なるほど、つまりはあの娘の正体を確認して、私達が確実に無関係であるということが分かるまでは、ギルドの分かる範はん囲いにいて欲ほしいということですね」

「私からはなんとも、申し上げられません」

「ロレンさん、このお話受けても大だい丈じよう夫ぶそうです。私達があの娘が森に倒たおれていたことと無関係だと分かれば無罪放ほう免めんになる話ですよ。これならギルドのおごりで数日間遊んで暮らせますよ」

　軽い調子のラピスに対して、ギルド職員の方は言葉を失ったのか、張り付いたような笑顔はそのままに頬ほおやらこめかみの辺りやらをぴくぴくと痙けい攣れんさせている。

　妙みようなストレスに、やられてしまわなければいいがと多少ギルド職員のことが心配になりつつも、ロレンはぎこちない仕草で笑顔を自分の方へと向けてくるギルド職員へ、ギルドからの要よう請せいを受けることを伝えた。

「宿の手配と金の話はそっちでやってくれんだよな？」

「すぐに手配をします。〈極彩亭〉の……二人部屋でいいですよね？」

　何故なぜだか一いつ矢し報むくいてやるぞといいたげな顔のギルド職員。

　それに対するラピスの返答は非常に軽い口調であった。

「私は構いませんが？」

「おい神官。ちっとは慎つつしめ。当然個室二つに決まってんだろうが。そうじゃないってんならこの話は無しだ。分かったな？」

　目をやや険しくし、きっぱりと告げられるロレンの言葉。

　その言葉にラピスとギルド職員はそれぞれが違ちがった理由から、同じような溜ため息いきを吐くのであった。




　冒険者ギルドの取り計らいであてがわれた宿は、ラピスが街で一位二位を争う宿だと評しただけあって、かなり質のいい宿屋であった。

　他人の懐ふところで飯を食うということに、ロレンは多少の居い心地ごこちの悪さを感じずにはいられなかったのだが、ラピスなどは全く気にした様子もなく、高級な宿屋というものを心の底から堪たん能のうしたのである。

「肝きもが太ぇな」

「楽しめる時に楽しんでおかないと、色々損しますよ？」

　そんなものだろうかと思うロレンであったが、そんな恵まれた話はあまり長くは続かなかった。

　それは、冒険者ギルドからロレン達のところに、救助してきた少女が意識を取り戻したとの連れん絡らくが入ったせいである。

　ロレン達が冒険者ギルドの用意した宿屋で過ごすようになってから二日目のことであった。

　冒険者ギルドまで来てほしいとの連絡に、ロレンは完全に寛くつろいで根が生えたような状態のラピスを連れていつもの酒場が併へい設せつされた冒険者ギルドの受付まで赴くことになる。

　到着した二人はすぐに受付の女性職員によって奥おくへと通された。

「ご足労ありがとうございます。結果をお知らせします」

　勧めた椅い子すに二人が腰こし掛かけるやいなや、そんな風に話を切り出したのは二日前にロレン達の対応に出た女性職員であった。

　口元をぎゅっと引き締めて、身構えるような雰囲気は下手なことは言わないぞという決意に満みち溢あふれており、そんなにいじめたつもりはないのだがとロレンはきまり悪そうに後頭部のあたりに手を当てる。

　そんなロレンの思いには気付いた様子も無く、ギルドの職員は真ま面じ目めな顔で余計な表情など一いつ切さいおくびにも出さず、おそらくはあらかじめそう伝えるようにと決められていたのであろう言葉を淡たん々たんと述べた。




「お二方には問題が無い、との結論が出ましたので行動の制限を解かせて頂きます。ご協力ありがとうございました。後は今まで通りになさって結構ですよ」




　それで話すことはおしまいですとばかりに纏まとめてしまおうとする女性職員に、ロレンはそんなものかと拍ひよう子し抜ぬけしたのだが、ラピスの反応は違っていた。

　そのまま帰って欲しいという女性職員の雰囲気を完全に無視して、ラピスは女性職員に食い下がってみせたのである。

「それだけでしょうか？　当事者に状じよう況きようの説明とかないのでしょうか？」

「必要ですか？」

「必要です。むしろ何故不要だと思われたんでしょうか？」

　心の底から不思議ですとばかりにラピスが首を傾げれば、女性職員は苦々しい表情になりながら、ラピスの顔を見つつしばらく黙り込む。

　面めん倒どう事ごとならば首を突っ込みたくはないものだと思うロレンではあるが、行動を共にするという約束がある以上はこの場にラピスを置いて、自分だけ退散するということができない。

「ここから先の情報は、冒険者ギルドが選んだ黒鉄級より上の冒険者の方々にのみ通知される情報となるので」

　情報を制限する、ということはあの少女に何かそうせざるを得ない理由があったということなのだろうとロレンは察する。

　傭兵団時代も、一いつ般ぱん的てきな団員には知らされず幹部達にのみ通知される情報というものは多々あり、普通の団員達はそれに気が付かないか、気付いても知らないフリをすることを求められるということはよくあることであった。

　そんな経験があるからこそ、ロレンはその言葉でいちおう納得したのであるが、それだけの情報では引っ込んだりしないのがラピスという少女である。

「でもあの少女をここまで連れてきたのは私達ですよね？　どのような事情があるのか分かりませんが、それなりの説明があって然しかるべきではないでしょうか？」

　にこやかなラピスの視線と、睨にらみつけるような女性職員の視線とが交差する。

　そこにばちばちと飛ぶ火花のようなものを幻げん視しして、ロレンは天てん井じようを仰あおいだ。

　冒険者ギルドの女性職員からしてみれば、黒鉄級以上の冒険者にのみ通知する情報という時点でロレン達にその情報を話す義務はなく、それで納得して早々に立ち去って欲しいと思っているところなのであろうが、ラピスはラピスで折せつ角かく触ふれた秘密めいた情報を、全く知らされないままに蚊帳かやの外へと追いやられることに非常に抵てい抗こうを覚えているらしい。

　これはどこまで粘ねばってみたとしても、おそらくは交わることのない平行線の話であり、どちらかが根負けするまで続きそうだと考えたロレンは、ラピスの背中をぽんぽんと叩き、その注意を自分の方へと向けさせた。

「ロレンさん？」

「悪ぃな職員さん。俺おれの相方は知識の神に仕える神官でな。情報を隠されるとどうしても知りたくなるような性しよう分ぶんなんだ」

「それは……確かに、そういう方が多いとは聞きき及およんでおります。ですがこれはギルドで決定したことですので……」

「あぁ、分かってるよ。話せねぇってんだろ。無理は言わねぇよ」

「ちょっとロレンさん!?」

　どうやらロレンが話を纏めにかかっているのだと知ったラピスは少しばかり声を大きくするが、それを黙らせるようにロレンはラピスの頭の上に手を置くと、少しばかり強めに撫なでてやる。

　頭ばかりか首までもが回るような強さで撫でられて、思わず黙り込むラピスに代わってロレンが職員へと、何気ない口調で尋たずねた。

「ところでその情報ってのは、もう通知されてんのかい？　これくらいは教えてくれてもいいんじゃねぇか？」

「それは……はい、既すでに選定を終しゆう了りようし、一部の方にはお話をさせて頂いております」

　話してはいけないとされている情報についての問いかけではなかったせいなのか、女性職員はロレンの質問にあっさりと答えを返してきた。

　それを聞いたロレンはぐりぐりとラピスの頭を回していた手をその頭の上からどけると、目でも回したのか手が離はなれたというのに、惰だ性せいで頭を回しているラピスの腕うでを掴つかみ、椅子から立ち上がらせる。

「そうかい。じゃあ俺達たちは無罪放免ってことで帰らせてもらうぜ。用意してもらった宿の方も今日中に引き払はらっとく」

「そうして頂けると助かります。ご協力に感謝しますロレンさん」

「こっちもまぁいい目を見させてもらったからな。気にすることはねぇよ」

　空いている方の手を振ふって、ラピスを引きずるようにしながら部屋から外へと出たロレンへ、しばらく引きずられるままになっていたラピスが声を殺して囁ささやきかけた。

「何か考えがあるんですよね？」

「まぁな。あのまま突つついたってあっちにだって守秘義務ってのがあんだろ。むしろあれで口を割ったらそっちの方が問題だ」

　軽く押おされたくらいでしゃべるなと言われている情報を漏もらすような人間が冒険者ギルドの職員をやっているとなれば、安心してギルドを信用することができない。

　そういう観点からすれば、多少ラピスの機き嫌げんが悪くなったとしてもあの職員が頑がんとして情報の漏ろう洩えいを拒こばんだということは、ロレンからしてみればギルドの評価を上げる出来事であった。

「それはそうかもしれませんが……」

「しゃべるなと言われてる奴をしゃべらせるのは面倒くせぇ。だったらしゃべりそうな奴から聞けばいい」

「心当たりがおありですか？」

「あぁ、だからちと人探しに付き合え。名前と顔が分かってんだから、すぐ見つかんだろ」

　ロレンが誰だれを探そうとしているのかはラピスにも分からなかったが、そちらからならば今回知りえなかった情報が聞けるかもしれないとあれば、それ以上あのギルド職員に固こ執しつしなければならない理由もなく、ラピスは自分の腕を掴んでいるロレンの手の中から腕を引き抜ぬくと、そのままロレンの腕を抱え込むようにしがみついた。

「おい、あのなぁ……」

「どこへ行くのか分からないのですから、エスコートしてくださいロレンさん。ささ、早く早く」

　急せかすラピスに、離れろといっても無む駄だなのだろうと諦あきらめると腕にラピスをしがみつかせたままロレンは冒険者ギルドに併設されている酒場にたむろしていた適当な冒険者に声をかけたのである。

　そうやって、何人かの冒険者に声をかけ、何なん軒けんかの店を梯子はしごした結果としてロレン達がたどり着いたのは、街の隅すみの方にある寂さびれた一軒の酒場であった。

　そこに目的の人物がいるらしいという情報を聞いて赴いたロレンは、腕にラピスをしがみつかせたまま店の入り口を潜くぐると店内をぐるりと見回してみる。

　時間は夕刻を過ぎ、日が落ちて暗くなりつつある時間帯。

　明かり取りのための蝋ろう燭そくに火が灯ともされ、店内を照らし始めてはいたのだが、店の広さに比べて蝋燭の本数が足りなすぎるせいなのか、店内は薄うす暗ぐらい状態であまり見晴らしは良くない。

　そんな中、ロレンは店の隅の方のテーブルに探していた人物を見つけるとラピスを伴ともなったままそちらへと近づいていく。

「久しぶりってほど久しぶりでもねぇが。向かいの席、構わねぇか？」

　そんな風に声をかければ、テーブルの上に何切れかのチーズの載った皿と、おそらくはエールなのであろうやや泡あわ立だった液体の入ったコップを目の前にしていたその人物が少しばかり驚いたような表情でロレンのことを見上げる。

「お前めぇらか。よくここが分かったな」

「聞き込みの結果ってやつだな」

「チップに銅貨三十枚ほど使いましたが、これは必要経費ということで私の懐から出しておきます。ややお久しぶりですね、チャックさん」

　ロレンと一緒にその人物の向かい側の席につきながら、ラピスが頭を下げた相手は以前の仕事で知り合った白銀級の冒険者であるチャックという盗とう賊ぞくの男であった。

　ロレン達が席へとつくと、すぐにウェイトレスが注文を取りに来る。

　ロレンはそれを断ろうとしたのだが、それより先にチャックがウェイトレスへエールの追加を二つ頼んでしまう。

「世話んなったからな。一いつ杯ぱいくらい奢おごらせろや」

「それほどのことはしてねぇと思ってるし……むしろ仕事を駄だ目めにしちまったんじゃ……」

「馬ば鹿か言うな。そりゃ稼かせぎは悪くなっちまったが、ありゃどうしようもねぇよ。命を拾えただけでも幸運ってやつだ。恨うらみ言ごとの一つもねぇと言や嘘うそになるが、過ぎたことだしよ。気にすんな」

「悪ぃな」

「俺が構わねぇってんだから俺に関しちゃそれでいいんだよ。んで、わざわざそんなシケた話のために俺を探してたわけじゃねぇだろ？」

　ウェイトレスがエールの入ったコップを二つ、テーブルの上へと置いていく。

　さてどう切り出したものかと考えるロレンとその隣となりで大人しくしているラピスの目の前に、チャックが来たばかりのコップを押しやった。

「とりあえず呑のめ。話はそれからにしようぜ」

　勧められたものを断るのも悪い気がして、ロレンは目の前のコップを手に取ると中の泡立つ液体を喉へと流し込む。

　その隣ではラピスがコップを両手で挟はさみ込み、ちびちびと舐なめるように中身を飲み始めた。

「で、俺に何の用でここへ？」

　チーズの載った皿をロレン達の方へも差し出しながら尋ねるチャックへ、ロレンは彼かれを探していた理由を打ち明ける。

「実は、二日ほど前に近くの森で少女を一人拾ったんだが」

「あ？　ありゃお前らが発ほつ端たんか？　そいつはまた……あぁそういやあの依い頼らいは黒鉄級以上のギルド選出者にだけ通知してるって言ってたな。その件か？」

「うちの相方が、情報だけでも仕入れておきてぇってんでな」

　ちびりちびりとエールを舐めながら、チーズにも手を出し始めているラピスをロレンが視線で指し示せば、納なつ得とくがいったとばかりにチャックが椅子にもたれかかる。

「話は分かったけどよ。俺も白銀級の冒険者だぜ？　そうそう簡単に情報をぺらぺら漏らすように見えっかね？」

「いいや。だが納得できるだけの利益があるなら情報を売ってくれそうだってのは、あんたくらいしか思いつかねぇ」

　チャックは椅子の背もたれにもたれかかったまま腕を組み、しばらくじっとロレンの顔を見た。

　ロレンは、それ以上は自分からは何も言う気がなく、チャックが口を開くまで黙って勧められたエールを口へと運び続ける。

「いちおう念のために言っとくんだがよ。仕事の話を余所よそへ漏らすような冒険者は三流だ。そんな奴やつらは白銀級になんてなれねぇんだぜ」

　それはそうだろうとロレンも思う。

　そんな冒険者には信用が置けるはずもなく、信用されない冒険者が高いランクに昇れるとは到とう底てい思えなかった。

　それが分かった上で、それでも提示する金額によってはなんとか情報を漏らしてもらえるのではないかという希望からチャックのところへと赴おもむいたロレンだったのだが、予想以上にチャックという盗賊は義ぎ理り堅がたい人物であったらしい。

　これは望のぞみ薄うすかと諦めかけたロレンだったのだが、チャックはしばらくしてテーブルの上へと身を乗り出し、ロレン達に顔を近づけるとひそひそと囁いた。

「けどよ。お前にゃニムを助けてもらった恩があるからな。俺から聞いたと言わねぇ約束でなら、囀さえずらなくもねぇ」

　以前チャック達とロレン達が知り合った仕事の中で、ゴブリンに乱暴されかけていたエルフの狩人かりゆうどであるニムという女性をロレンが助けたことをチャックは覚えていた。

　だからこそ、話の出所を漏らさないという条件で、冒険者としての信条を曲げて情報を話してやろうとチャックは言うのだ。

「迷めい惑わくはかけねぇと約束する」

「私も同じくです、チャックさん」

　二人が共に条件を飲むと答えれば、チャックはロレンとラピスの顔を交互に確認してから、一段と声を潜ひそめつつ、これが全てでしかも正しい情報かどうかの判断はお前らに任せるがという前置きをしながら、自分が知っている情報というものを話し出すのであった。

「まずな。お前らが連れてきた少女ってのは、都市国家ハンザのシェーナ＝ロンバルティアらしい」

　チャックが口にした単語は、ロレンには何一つ分からなかった。

　説明を求めるようにラピスの方を向けば、ラピスはすぐに必要だと思われる情報を言葉にしてみせる。

「都市国家ハンザはカッファの街から南に馬車で三日ほどの距きよ離りにある都市ハンザを中心とした小国家です。シェーナという名前は知りませんが、ロンバルティア家ならそのハンザの国家主席を担当している家ですね」

「よく知ってるな」

「ふふふ……もっと褒ほめてくれてもいいんですよ？」

　くいっと胸を張るラピスのことは一旦放置しておいて、チャックに先を続けてくれるようロレンが促うながすと、チャックもラピスのことは視界の外に置いておくことにしたらしく、ロレンの方だけを見て話を続ける。

「そのシェーナってのが国家主席の一人ひとり娘むすめだ。びっくりするほど身分が高たけぇってわけじゃねぇが、だからといって粗そ雑ざつにも扱あつかえないってくらいのもんだな」

　小さいとはいっても一つの国家の頂点に立つ人物の一人娘となれば、確かにそう粗雑に扱っていいものではないなとロレンは思う。

　しかしながら、馬車で三日も離れた場所の小国家ともなれば、カッファの街の冒険者ギルドからしてみれば、恩を売ったとしてもそれほど恩おん恵けいがあるようには思えない相手でもある。

　その結果、酷ひどく微び妙みようという印象だけが残るその話に、ロレンは疑問を呈ていしてみた。

「それを連れて来た俺達が、行動を制限された理由が分からねぇな」

「そいつは簡単だろ。お前らに言いふらされたくねぇってことさ。考えてもみな？　いいとこのお嬢じようさんってやつが、たった一人でそんな離れた森の中に捨てられてたんだぜ？　口さがない奴らが寄ってたかってあることないこと言い出しそうじゃねぇか」

　それらについての機き微びはロレンには分からない話であったが、そういうものなのだろうと納得することにした。

　貴族や王族といった地位にある者達というものは、ロレンのような人間から見て、時折意味の分からないことや、理解のできないことをすることが多々ある。

　一々気にしていたのでは、話がいつまで経たっても前へ進まないとなれば、考えないようにした方が賢かしこいだろうというのがロレンの考えだ。

「普通こういう人助けをした場合ってのは、多少の謝礼なんかが出るもんだが、お前らにそれが出ないのは、一つ、誰もそれを頼んでねぇってこと。二つ、そのシェーナって女が本当に本人かどうか確かく認にんできてねぇってこと」

「二日もかけて本人確認ができてないんですか？」

　呆あきれるラピスにチャックはひょいと肩かたをすくめてみせた。

「俺に言われてもねぇ。ギルド職員に首実検させた限りじゃ本人っぽいってんだが、ハンザに送った使者が帰って来なかったらしいぜ」

　それは妙だとロレンは首を傾げる。

　ロレン達が少女を連れ帰ってきたのは二日前のことで、そこからすぐに使者を出したのだとしても、二日ではまだ道半ばでハンザという都市に到とう着ちやくしているわけがない。

　だというのに使者が帰ってこないというのはどういうことなのかと思えば、ラピスがロレンのそんな疑問に答えを出した。

「冒険者ギルドに限りませんが、ある程度以上の組織が出す使者というのは定期的にその存在を知らせる合図のようなものを出す魔ま術じゆつ道具を持っているんです。おそらくはそれの反応が途と絶だえたんでしょう」

「冒険者ギルドは考えるわけだぁな。それほど関係を重視したい相手じゃないが、かといってぞんざいに扱って怒おこらせるのも不味まずい。つうわけで、黒鉄級以上の冒険者に声をかけて、幾いくつかのパーティでもって彼かの女じよを護送。ハンザに連れて帰るって依い頼らいが出たわけさ」

　白銀級の冒険者は、受けないだろうがなと付け加えてチャックは酒に口をつける。

　相手はそこそこ身分の高い人物でありながら、冒険者ギルドとの関係は非常に微妙。

　とくれば依頼料とてそれほど期待できるような額ではなく、しかも運ぶ相手には気を遣わなければならないという面倒な依頼。

　よしんば成功して都市国家ハンザに顔がつなげたとしても、白銀級くらいの冒険者になるとそれほど美味おいしい話でもないらしい。

「大して、機密っぽい情報じゃねぇんだな」

「まぁな。それでも依頼の話さ。普通は話したりしねぇ。ギルドがお前らに話そうとしなかったのは、銅級の出る幕じゃねぇってことだろな」

「そこに首を突っ込むには、どうしたらいいですかね？」

　そう言ってのけたラピスに、ロレンとチャックは思わずといった感じで顔を見合わせる。

　チャックは呆れてラピスの相方であるロレンを見たのだが、ロレンはなんとなくではあるがラピスがそのような切り出し方をするのではないかと考えて、チャックを見ている。

「なんか、わけでもあんのか？」

「いや、たぶんありゃ、好こう奇き心しんってやつだな」

「そうです。本来なら何不自由なく暮らしていた貴族のお嬢じよう様さまといっていい少女が何故、馬車で三日も離れた場所の、しかも森の中に一人倒れていたのか。知りたくなっても仕方ないじゃないですか」

　力説するラピスではあるが、その話のどこに仕方のない部分があるのかロレンには分かるわけもない。

　だがしかし、一つだけ確かなことがあり、ロレンはそれをラピスに告げる。

「銅級の俺達じゃ、声もかからないだろ」

「そこをなんとか抜け道的なもので」

「そんな抜け道あるわけが……」

「いちおうはあるぜ？」

「あんのかよ」

　チャックの答えに力なく突っ込みを入れるロレン。

「特例としてだがな。白銀級冒ぼう険けん者しやの推すい薦せんがあれば、銅級冒険者を黒鉄級冒険者として扱ってもらうことができんだぜ」

「級をクリアできても、依頼がこっちにゃ回ってきてねぇよ」

「俺らに来てる」

　その言葉には少しばかり自じ慢まんするような響ひびきがあり、ロレンは目を細めてチャックを見る。

　その視線にどんな意味があるのか計りかねつつも、チャックは二人に説明を続けた。

「俺らというかリッツのとこに、この依頼は回ってきてる。リッツが許可してくれりゃ、俺達の推薦ってことでお前らをこの依頼にねじ込むことは可能だ」

「それは素す晴ばらしいですね、是ぜ非ひおねが……」

　即そく座ざにその話に食いつこうとしたラピスの口をロレンが手で塞ふさぐ。

　不満げな視線で抗議の意思を示すラピスを同じく視線で黙らせてから、ロレンはチャックの方を向いた。

　かなり簡単なことであるかのように語ったチャックではあるが、実際推薦を行うということはそれほど簡単な話ではないことはロレンにも分かる。

　なぜなら推薦された者が何らかの失敗を犯おかせば、それは推薦した側の評判をも落とすことになるからだ。

「俺は別に問題ねぇと思ってる。リッツに聞いても同じ答えになるとは思うがね」

「けどよ……」

「別に無理にとは言わねぇさ。受けるも受けねぇも好きにしなよ。俺らは提示しただけだしな。ただ……」

　チャックはそこで言葉を切るとロレンの体のあちこちに視線を走らせる。

　その意味が分からないでいるロレンへチャックは少しだけ申し訳なさそうな口調で言った。

「ただやっぱよ。得物はきちんとそろえてからにして欲しいわな」

　ロレンがその得物を失った出来事にはチャック達も絡からんでいた。

　だからこそロレンが今現在、武器を持っていないということを知っているわけなのだが、ロレンの腕うで前まえについてはある程度の信しん頼らいを置いているチャックとしても、さすがにその武器を失ったままの状態のロレンを推薦するというのは躊躇ためらわれるらしい。

　そこまでを理解したロレンは、もしここで自分が武器を用意することができなければ、そのままこの厄やつ介かい事ごとに見える話から自然に離り脱だつできるのではないかと思いつく。

　ならばここは手持ちの資金がないことを告げて、到底得物を用意できそうにないと告げるべきだろうと口を開きかけたロレンは、隣の席から半眼で自分のことをじっと見つめ続けているラピスの視線に口ごもってしまう。

「え、いや……だってよ、その……」

「……」

「ラピスだって分かんだろ？　俺が今どういう状態にあるかってことは……」

「……」

「チャック、済まねぇが装備は一日でなんとかするんで、その話進めてもらえるか？」

　結局、ロレンはラピスの無言の圧力に負けたのであった。

「弱いね、お前。尻しりに敷しかれまくってんぞ」

「言うな、俺だって分かってんだよ」

「まぁお前のことだから、一日でなんとかするってんならするんだろ。ならこっちは話を進めとく。なに、白銀級なんて一人も参加しねぇんだから、俺らが推薦すりゃ問題なく通るって」

「あぁ頼たのむ。そういうことでラピス」

「ん？」

　話が自分の思う方向に進んだせいなのか、先ほどまでの圧力が嘘であったのかようなラピスへ、ロレンはあまり言いたくは無い言葉を覚かく悟ごを決めて言い放った。

「金、貸してくれ」

　負ふ債さいが増えることは好ましいことではない。

　だが、どうせいずれは装備一式を用意しなければ、いつまで経っても素す手でで殴なぐり倒すような仕事しかできないままである。

　ならば今回のことをきっかけとして、借りられそうなものは借りてしまえ、というのがロレンの考えであった。

「装備？　買うのですか？」

「そうじゃねぇとチャック達に迷惑をかけかねねぇからな」

「うーん……」

　何事か考え出したラピスはしばらくしてチャックにこんな質問を投げかけた。

「チャックさん、そのお仕事。出発は何時頃ごろになるんですか？」

「詳くわしくは聞いてねぇが、シェーナって少女の体調の様子見をしなきゃなんねぇみたいだから、早くとも三日後の出発になるって聞いたぜ」

　チャックの返事を聞いたラピスは何事か指折りながら数え、やがて結論が出たのかロレンの方を向いた。

「すみませんロレンさん、お金をお貸しすることになんら問題はないのですが、一日ほど待っていただくことは可能でしょうか？」

「そりゃ……俺おれは借りる側だから、待てと言われりゃ待つけれど」

「装備ということはあの大たい剣けんのようなものとかを購こう入にゆうされるんですよね？　それですと流石さすがに手持ちのお金ではちょっと足りない気がしますので、現金を用意しますから」

　以前の装備と同じようなものは、すぐには手に入らないだろうなとロレンは少しばかり暗くなる気持ちで考えた。

　あのような巨きよ大だいで質量のある武器が、通常の商品として売っているとは考えにくい。

　なるべくそれに近いような装備を探そうとは考えているのだが、それもまた難しい話であり、妥だ協きようが必要になるはずであった。

「では、私は早さつ速そく動きますので、これにて失礼させて頂きますね」

　ロレンとチャックに対して、ゆっくりと柔やわらかな動きで礼をしたラピスはそそくさとその場から退散するかのように、足早に店を出て行く。

　それを見送ったロレンは自分も店を出ようかと考えたのだが、すぐにチャックに呼び止められて浮うかしかけた腰こしをまた椅子の上へと戻もどした。

「急ぎで何かすることもねぇんだろ？　ちっとは付き合えよ」

「まぁそりゃ構わねぇが……」

　装備を整えようにも、ラピスがいくら貸してくれるのか分からないうちは目め途どの立てようもない。

　ならばここでチャックに付き合うくらいの時間はあると、まだ中身の残っているコップに口をつけたロレンは次のチャックの言葉に危なく中身を噴ふき出しかけた。

「お互たがい大変だな。妙な女を好きになるとよ」

「……どこからそういう話になった？」

　唐とう突とつ過ぎる話題に、思わず感情のこもらない声を出してしまうロレンであったが、チャックは全て分かっているとばかりに何度も頷うなずいてみせる。

「分かってる分かってる。分かってんだよ。俺もなぁ、ニムの奴にゃ色々振り回されっぱなしなんだが、こいつがほれた弱みってぇかよぉ」

　そういう兆候があることは、短い付き合いながらもなんとなく察していたロレンではあるが、改めてはっきりと本人の口から聞くと妙な気き恥はずかしさがあるなと、噴き出しかけた酒を手の甲こうで拭ぬぐいつつ思う。

「けどなぁ。あの薄くて肉付きの悪ぃ尻に敷かれんのも、悪くねぇかなって最近思うようになってきちまってよぉ」

「お前。それ聞かれたらその場でハリネズミにされるぞ」

　誰がどこで聞いているか分からないというのが話というものである。

　十割がた老ろう婆ば心しんからの忠告であったのだが、そんなロレンの気き遣づかいは酒精で脳のタガが外れかかっているチャックにはまるで通じなかったらしい。

「そういうツンケンしたとこもニムの魅み力りよくだかんなぁ」

「この酔よっ払ぱらいが……おまけに惚のろ気け話ばなしとか、どうしろってんだこれ……」

　自分で自分を抱だき締しめるようにして、くねくねと体をくねらしはじめた気持ちの悪い酔っ払いの態度に、これから世話になることも忘れかけてロレンは頭を抱かかえながら延々と続いているチャックの惚気話を意識の外へと追いやりつつ、呑まなきゃやってられないとばかりに通りがかりのウェイトレスへ飲み物の追加注文を行うのであった。




　そして翌日。

　ロレンは昨夜からいる酒場の片かた隅すみで、酒精と眠ねむ気けにぼやけた頭を振りながら目を覚ました。

　テーブルの上に転がる酒さか瓶びんはかなりの数に上っており、その向こう側には完全に沈ちん黙もくしているチャックがテーブルの上に頬をこすりつけるような格好でだらしなく眠ねむりこけている。

　結局あのあとどうしたのだったか、と考えたロレンは唐突に思い起こされたチャックの延々と続く惚気話を思い出して、頭を押さえた。

　恐おそろしいことにチャックは、自分のみならずロレンまでもが酒に潰つぶされるまで、ずっとあのエルフの狩人であるニムとの話をし続けたのである。

　最初はそれを聞かされる代わりにメシと酒をおごってもらっているのだと考えればそれほど苦痛にも感じないだろうと考えていたロレンだったのだが、流石に深夜を越こえてまだ終わらない話には苦痛を感じ始め、やがて酒瓶が山を作り始める頃には段々と何も感じなくなるという状況に追い込まれていった。

　そうやって話を聞き続けていたロレンだったのだが、チャックと自分のどちらが先に潰れたのかまでは覚えていない。

　気がつけば自分は意識を失って椅子に背中をもたせかけさせており、正面の席ではチャックがいぎたなく眠りこけていた、というわけである。

「もしかして……ここで一晩明かしたんですか？」

　酒場の入り口から聞こえた声に寝ねぼけ眼まなこをそちらへと向ければ、朝の光を背にして酒場の中へとラピスが足を踏ふみ入いれてくるところであった。

　昨日別れた時と同じ服装のラピスは、心の底から呆れた顔でもって酒場へ入ってくると、全く意識があるとは思えないチャックの肩をたたいて意識がないことを確認し、それで興味を無くすとロレンの隣へと歩み寄る。

「あぁ……まぁ、そうだな」

「昨日お別れしてから、ふと新しく宿を取るのを忘れていたことを思い出しまして」

「そういやそうだったな。ギルドが用意した宿は引き払わねぇといけねぇんだっけ」

「手続きと荷物の移動は済ませておきましたよ。ロレンさん、荷物が少ないのですぐ終わりました」

　さらっとラピスが口にした言葉は、飲み過ぎたロレンの脳みそでは理解するのにしばらく時間を要したが、やがてその言葉の中身を理解してラピスを睨む。

　宿を引き払う手続きはできたとしても、手荷物を運び出すためにはロレンの部屋に入らなければならない。

「俺の部屋にどうやって入った？」

「仲間だと説明したら、すぐ入れてくれましたけど？」

　それでいいのか、と疑問に思うロレンであったがあの宿は確かに高級な宿でありながらギルドが紹しよう介かいしてきた宿でもあった。

　自分の荷物を引き取りに来られなくなる宿しゆく泊はく客きやくもいるはずで、その時に色々と面倒な手続きをしていたのでは、使い勝手が悪すぎるような気もする。

　どのような判断基準がそこにあるのかまでは分からないが、おそらくなんらかの情報や判断によって、パーティの仲間などでも荷物の移動をさせたりできるように、部屋に入れる方法があるのだろうと考えればラピスの行動はそれほど突とつ飛ぴなものでもない気もしてきた。

「新しい宿も取っておきましたから心配いりませんよ」

「そいつは、悪ぃな」

「お金も用意できましたよ。お買い物に行きましょうといいたいのですが……ここの支し払はらい、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　ロレンとチャックが囲んでいるテーブルの上に積み重なっている酒瓶の数は相当なものになっている。

　さらにそれらを消費するために必要とした肴さかなの量も結構なことになっており、支払いの額はそれなりに高額になるだろうことは想像に難かたくない。

　全てチャックに支払わせる気だったロレンだが、その相手が完全に潰れてしまっている状態では、まさか勝手に任せるわけにもいかず、どうしたものかと考え出したロレンへ、助けの手が差さし伸のべられた。

「チャック、こんな所にいた」

　ラピスと同じように、外の光を背にして酒場に一人の女性が入ってきたのだ。

　その細いラインはロレンもラピスも見覚えがあったが、それを口にしていいものか迷う中、酒場へと入ってきたその人物は寝こけているチャックの背中をいきなり蹴け飛とばす。

　かなり派手な音がして、流石にチャックも目を覚ますだろうと思ったロレンとラピスだったのだが、チャックは蹴られても全く反応せず、そのまま眠り続ける。

「ニムさんですよね。お久しぶりです」

「久しぶりラピス。それほど時間経過してない気はするけど」

「チャックさんを迎むかえに？」

「そう。このロクデナシを迎えに来た」

「あ、いや。これはその俺が付き合わせたような部分も……」

　そもそも、チャックに話を聞きに来たのはロレンであった。

　もっともその前からチャックは飲んでいたので、一晩中飲み続けた理由がロレンにあるわけではなかったが、ここは少しでもチャックが責められるかもしれない可能性を少なくするべきだろうと口を挟むと、ニムにじとっとした目で見つめられて口ごもる。

「ロレンはいい子。ラピスも見習うといい」

「それ、私が悪い子ってことなんでしょうか？」

「判断は任せる。心配いらない。今回は後こう輩はいにいいとこを見せようとした、とリッツには伝えておく。支払いもしておく」

　ぐっと親指を立ててロレンにそう告げるニムの顔は、何を考えているのかいまいち表情からは読み取り辛づらく、このままこの場を去っていいものかどうか迷うロレンだったが、いつまでも出て行こうとしないロレンを立たせると、ニムはその背中を押してロレン達たちを酒場の外へと追い出した。
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「後で詫わびにいくべきかね？」

「大丈夫じゃないでしょうか？　それよりロレンさん、私そんなに悪い子でしょうか？」

「俺に聞かねぇでくれや……」

　ニムにそんな扱いをされたことを、何故なぜだか気にするラピス。

　その問いかけにロレンは答えることを拒きよ否ひして、予定通りである自分の装備を買かい揃そろえるべく、街の商店街へと足を向けて歩き出した。

　商店街と一言でいっても、街の住民が日常生活で使うような場所ではない。

　そこは冒険者のための必ひつ需じゆ品ひんなどを扱う店が集中している区域であり、大体は少し大きめの街であれば、どこにでもある区画であった。

　その場所についてはあらかじめ、ラピスが調べを終えており、しかも良さそうな店まで見み繕つくろってきたというので、ロレンはラピスの案内で、一軒の店へと入ることになる。

「何はともあれ武器と防具ですね。これがなくては冒険者の生業も立ちません」

　そこはラピスが言うような武器と防具を扱う店であった。

　壁かべに所ところ狭せましと様々な武器がかけられており、棚たなには様々なサイズや材質の鎧よろいがこちらもびっしりと詰つまっている光景は、中々に壮そう観かんである。

　それらを物色しながらラピスが語った言葉に、言われたロレンは自分が着ている革鎧を指し示したが、ラピスはすぐさま首を横に振った。

「もうだいぶくたびれてるじゃないですか。買い替かえ時です」

　そんなにボロいだろうかと思うロレンだが、考えてみれば傭よう兵へい団だんにいた頃から使っているその革鎧はたしかにあちこちに綻ほころびのようなものが見え始めていた。

　傭兵団にいた頃ならば、適当に補修してくれるメンバーがいたのだが、一人になってからはそうもいかず、しかもロレンは革鎧の補修方法など知っているわけもない。

「ロレンさんの戦い方は、結構攻こう撃げきを受けるような戦い方ですから、革鎧よりももうちょっと頑がん丈じような鎧を考えるべきですね」

　そうかといって板金鎧のような頑丈で重い鎧を身に着けるわけにもいかないと考えるロレンである。

　そんなものを身に着けていては動きが阻そ害がいされるばかりで、まともに戦える気が全くしない。

　かといって、補強などが多くされている革鎧というものも、少しばかり考え物だとロレンは思ってしまっている。

　なにせそういった代しろ物ものは手入れが面めん倒どうなのだ。

　だからこそ傭兵団では手入れが簡単で、補ほ充じゆうも容易たやすい革鎧が主な装備として団員に配備されているのである。

「私のお薦すすめはこれです。これなんかロレンさんにお似合いだと思うんですよ？」

　そんなことを考えていたロレンの目の前にラピスが持ってきたのは、何故だか鎧ではなく裾すその長いコートであった。

　それを薦められた意味が分からずに眉まゆ根ねを寄せるロレンへ、ラピスがその理由をすらすらと答え始める。

「ただのコートに見えますが、なんとこれ魔術道具です。布自体も黒蜘蛛ブラツクウイドウの糸を幾いく重えにも編み上げた逸いつ品ぴん。めちゃくちゃ掘ほり出し物です。これがなんと驚おどろきの金貨五枚というお値打ち品」

「またとんでもないモン薦めてきやがんな」

「〈防護プロテクシヨン〉と〈自動修復オートリカバリー〉が付ふ与よされてるコートなんて、普ふ通つうこの十倍の値段がしますよ。普通の革鎧の上からこれを着るだけで防ぼう御ぎよ力りよくが格段に上じよう昇しようします。これは買いです」

「十倍ってお前……店員に教えてやったらどうなんだ？」

　ラピスの説明が本当なのだとすれば、店側は大損することになる。

　しかも金貨四十五枚という損害は、ロレンからしてみればとてつもない金額であり、そんな損害を店に与あたえるということについて罪悪感しか覚えなかったのだが、ラピスは器用にそのコートをくるくるとたたんでしまうと、強めにロレンへと押おし付つけた。

「こういうのは分からない店側が悪いので、問題ありません」

「しかしだな……」

　なお言いい募つのろうとしたロレンは、ちらりと店の奥おくのカウンターに座すわっている白しら髪が頭の老人へと目をやった。

　おそらくこの店の主人なのであろうその老人は、じっとロレン達の方を見ており、それほど大きな声で会話しているわけではなかったが、その内容は筒つつ抜ぬけになっているような気がして、ロレンはラピスへ囁ささやく。

「バレてねぇか？」

「バレてませんバレてません。バレてたとしても値段を修正される前に購入してしまえばいいんです。値札だってついてるんですから」

　確かにコートには金貨五枚の値札がついていた。

　妙みように新しく見えるその値札に、本当にいいのだろうかと自問するロレンだったが、それに構わずにラピスは次の品物を探すべく、店内を歩き回る。

「あれ？　おかしいですね。目をつけてたのがあったんですが……ご主人、アレどこに行きました？　まさか買われたわけじゃないですよね？」

「誰だれがあんなもん買うか。馬ば鹿かでかすぎて店頭におけんから、奥にしまっておいとるわい」

「よくあれ、移動できましたね」

「そりゃこっちの台詞せりふ……ごほん。人を数人使ってようやく運び入れたわい」

「そうでしたか、じゃあ出してきてもらえます？」

「待っておれ、そうそうあんなもの簡単に出し入れできるわけないじゃろ」

　そんな会話を交かわしながら、店の奥へと入っていってしまう主人とラピス。

　それを手にたたんだコートを抱えながら見送ったロレンは、置き去りにされたような感じを覚えつつ、二人が戻ってくるまでと店内を適当に歩き回ることにした。

　それほど広くはない店内ではあったが、品しな揃ぞろえの方は驚くほどに豊富で、ロレンの目を楽しませてくれる。

　今は懐ふところに全く金が無く、必要な装備も借金して購入するような身であるロレンだったが、いくらかでも余よ裕ゆうができたのであれば、予備の武器など探しにきてもいいかもしれないと思いつつ、店の位置を覚えておかねばと思ったロレンの目がふと、店内のとある棚の一角で止まった。

　そこに立てかけられていたのは一ひと振ふりの剣である。

　金と銀の細工が施ほどこされた黒くろ塗ぬりの鞘さやが添そえられたその長ちよう剣けんは、同じく黒い革を巻いた柄つかに金銀の装そう飾しよくが施され、そこから伸びる直じか刃ばは薄うす暗ぐらい店内にあってそれ自体がぬらりと濡ぬれた光を放っていた。

　長剣自体あまり使うことの無いロレンだったが、そのあまりに見事な刀身に思わず手に取ってみたくなり、手を差し伸ばしたところで横から割り込むように差し込まれた誰かの手がロレンの目の前でその剣を奪うばい去ってしまう。

「こいつはボクが目をつけていた物だ。お前のような筋肉馬鹿に使いこなせるものじゃない」

　いきなりすぎる罵ば倒とうに近い言葉に、内心驚きを覚えつつ顔には出さないように声のする方を向けば、そこに立っていたのは一人の少年であった。

　おそらくはロレンと比べて、多少年下に見えるその少年は燃え盛るような赤毛と、強い意志が感じられる茶色の瞳ひとみをしており、服装こそ一いつ般ぱん的てきな市民が着ているような服装であったがその胸むな元もとには黒鉄の認にん識しき票ひようが揺ゆれている。

「そもそも銅級の冒険者が支払えるような額の商品じゃない。身みの程ほどを知れ、馬鹿め」

　初対面でしかも年下らしき少年から、何故続けざまにそこまで罵ののしられなければならないのだろうかという疑問を感じつつも、ロレンは無言を貫つらぬいた。

　何か言い返したところで面倒なことにしかならないような気がしたし、気になっただけでその少年が持っている長剣がそれほど見たかったわけでもない。

　そうやって黙だまっているロレンの反応に、言い負かしたとでも思ったのか少年はやはり馬鹿にしたように鼻を鳴らしてみせると、今しがた棚から取り上げたその剣を手に意い気き揚よう々ようと支払いをするべくカウンターへと歩み去っていった。

　ちょうど奥から再び姿を現した店の主人が、少年が持って行った剣の清算を始めるのをなんとなく眺ながめていたロレンの横へ、ラピスが何かしら巨大な包つつみをずりずりと引きずりながら歩み寄ってくる。

「ロレンさん、今何かありました？」

「いや、別になんでもねぇよ」

「おや？　ここにあった長剣、売れたんですね。あれもまぁそこそこの品物ではありましたが、私が用意し……じゃなくて、発見しましたこの逸品に比べれば、数段見み劣おとりすること確実ですから」

「お前、ちらほら失言が目立つよな。まぁ、悪ぃ気はしねぇから深く突っ込まねぇけど」

「深く突っ込むだなんて、ロレンさんもエッチですね」

　ぐふふと品の無い笑い声を漏もらすラピス。

　そんなラピスの脳天へ軽い拳げん骨こつを落としてやりながら、ロレンはそのラピスが持ってきた代物を受け取ると包みを開いて中の物を取り出した。

「こりゃまた……」

　その包みの中から出てきた代物。

　その姿を一目見て、ロレンは感かん嘆たんの溜ため息いきを漏らすのであった。







第二章　増額の後から判明する







　シェーナ＝ロンバルティアを都市ハンザまで送り届けるという冒ぼう険けん者しやギルドからの依い頼らい。

　それに参加する冒険者達たちの顔合わせはロレンが装備を整えた次の日に冒険者ギルドにて行われることになったとの通知が、チャック経由でロレン達に告げられたのは買い物を終えてからラピスが用意したという宿屋についてすぐのことであった。

　今回の買い物で、ロレンはラピスに対してかなり借金の額を増やす結果となっている。

　新調した革鎧一式が銀貨五十枚。

　それにラピスお薦めの黒いコートが金貨五枚。

　さらにこれもラピスが薦めてきた武器が金貨十五枚。

　これに傷薬や予備の武器としての短たん剣けんやらなにやら。

　武器、防具の手入れのための道具や袋ふくろ、保存食に衣服の替えなど諸もろ々もろのものがどっさりと、とにかく冒険者として必要そうなものは片かたっ端ぱしから買い揃えたのである。

「これまでの額と足して、端は数すうはおまけして金貨二十三枚と銀貨八十枚といったところですか。銅貨は切り捨てでいいですよ」

「ちょっとした財産並みの借金だな、それ」

「冒険者の装備なんて、財産そのものですから仕方ないですね」

　渋しぶい顔をした店の主人に清算をお願いしつつそんな会話を交わした二人だったのだが、これでようやくロレンは一いつ端ぱしの冒険者として戦える準備が整ったというわけである。

　そこへ入ってきた顔合わせの話に、急な話だと思いつつもロレンは二人部屋で予約されていた部屋を一人部屋二つに用意しなおして、不満げなラピスと別れて一夜を過ごし、翌日ラピスを伴ともなって冒険者ギルドへと足を運んだのであった。

　ギルドへ着くとロレンは早速受付でリッツ達の名前を出し、その推薦を受けて依頼に参加することになった冒険者であると名乗る。

　すぐさま通された部屋では、依頼主であるギルドの女性職員が一人と、ロレン達が助けて森から連れてきたあの少女であろう人物が、あの時着ていたワンピースではなく、それなりにきちんと設しつらえられた旅装姿で待っていた。

　その周囲には今回の依頼に参加することを決めた、黒鉄級の冒険者達がロレンがざっと数えただけで二十人ほど。

　一つのパーティが数人から成っているのだとすれば、数パーティが今回、合同でこの依頼に参加することになっているらしかった。

　その黒鉄級の冒険者達の中に、ロレンは昨日買い物をしたあの店で、自分の目の前から長剣をかっさらっていったあの赤毛の少年がいるのに気がつく。

　ほとんど同時にその少年もロレンの姿に気がついたようで、その胸元に揺れている銅級冒険者の認識票を指差し、ギルドの職員に食ってかかった。

「おい。この依い頼らいは黒鉄級以上の冒険者というのが参加資格じゃなかったのか？」

「そちらのお二人は、白銀級冒険者様からの推薦にて参加ということになっております」

「要はコネか」

　馬鹿にした口調でロレンを見ながら、笑う少年の腰には昨日あの店で購入したのであろう黒い長剣が吊つるされていた。

　鎧の方も鎖くさり帷子かたびらを板金で補強したものと、かなり出来のいい物を身につけている。

「白銀級の冒険者の推薦があった場合、銅級冒険者であれば黒鉄級冒険者と同等に扱あつかうというギルドの規約があります。このお二方が今回の依頼に参加されるのになんら問題はありません」

　じろじろとロレン達を値ね踏ぶみするような周囲の冒険者達に言い聞かせるようなギルド職員の説明に、コネという部分は否定してくれないのだなとロレンはわずかに笑った。

　そんな仕草がまた赤毛の少年の神経を逆さか撫なでしたのか、ロレンの胸元へ指を突つきつける。

「昨日も言ったが身の程を知るといいぞ、格下。どういう伝つ手てで白銀級冒険者に取り入ったかは知らないが、せいぜい邪じや魔まにならないように気をつけて行動するといい」

　銅級冒険者というのであれば、この場においてはロレンだけではなくラピスもその中に含ふくまれている。

　だがラピスは少年の言葉に特に興味を示した様子もなく、どことなく困ったような顔で成り行きを見守っているだけであった。

　仕方なくロレンはそんな少年の言葉に対して口を開く。

「あぁそうだな。せいぜい邪魔にならねぇよう、端はしっこをこそこそとついて歩くからよ」

「言い返す気き概がいもないか」

　さらに挑ちよう発はつしてくる赤毛の少年に、どうしたものかと首をすくめるロレンにギルド職員が割り込んできた。

「そこまでにしておいてください。何はともあれ同じ依頼を受けた仲間なのですし」

「こんなのと仲間扱いされるとは心外だ！」

「それくらいにして頂かないと、依頼遂すい行こうの邪魔をしたと判断してギルドからペナルティを科しますよ？」

　そこまで言われて少年はようやく口を噤つぐみ、ロレンを睨にらみつけた後でどうやらその少年の仲間らしき冒ぼう険けん者しや達たちがいる場所へと戻っていく。

「貴方あなた達も、本来こういった形での依い頼らいへの参加は特例であるということを自覚してください。トラブルの種になるようでは困るんです」

「そいつは悪かったな。謝あやまるから見み逃のがしてくれねぇか」

　ロレンがそう言ってギルド職員へ頭を下げれば、それ以上言うべきことは何もなかったのか、ギルド職員は改めて参加を希望した冒険者達をぐるりと見回して、少しばかり大きな声で話し始めた。

「参加の意思表示をしてくださった皆みな様さまに感謝を。今回の依頼は当ギルドからの公式依頼という形を取らせて頂いております。依頼内容はこちらのシェーナ＝ロンバルティア様を都市国家ハンザまでお連れすること」

　ギルド職員に指し示された金きん髪ぱつの少女シェーナは、どこかしら怯おびえたような目で立ち並ぶ冒険者達を見つめていたが、ギルド職員に促うながされるとぺこりと頭を下げてみせた。

「シェーナ様は都市国家ハンザの国家主席のご息女です。失礼のないようお願い致いたします。都市ハンザまでは馬車で三日ほどの距きよ離りですので、馬車はこちらで用意します。皆様にお願いするのは道中の警護。依頼料はお一人当たり銀貨十二枚です」

　ギルド職員が提示した金額は、ロレンからするとかなり高額なようにも思えたが片道三日で往復の行程の依頼である。

　日割りにしてみれば一日銀貨二枚という報ほう酬しゆう額がくであり、大体成人が一日生活するのに必要な金額が銅貨五十枚程度であるので、びっくりするような高額報酬でもないらしかった。

「おいまて、そこの銅級二人も同じ査定になんのかよ」

　冒険者達の間からそんな質問を投げかけたのは、先ほどの赤毛の少年とは違ちがう男性冒険者であった。

「そいつらの報酬査定はもっと下げるべきだろうが？」

「この依頼に限りですが彼かれらは黒鉄級と同格として扱われます。査定に差は生じません」

「ふざけんなよ？　駆かけ出しを参加させるだけでも承知しがてぇってのに、払はらいまで一いつ緒しよだと？　おいてめぇら、てめぇらからも何か言えよ」

　額に青筋を立てて怒ど鳴なり散ちらしてくる冒険者に、ロレンは首を傾かしげながら尋たずねた。

「何かって、何を言えってんだ？」

「自分達の報酬は半分でいいから、浮いた分は黒鉄級の皆様に、とかに決まってんだろうが？　それくらいてめぇの頭でも分かんだろがっ!?」

　喚わめきながら詰め寄ってくる冒険者の前にロレンは無言で立つ。

　なんとなくその冒険者が言いたいことというのは、理解できなくもないロレンなのではあるが、ではだからといってその冒険者が言う通りの台詞を口にできるかといえば、わざわざそんなことをしてやる義理も義務もない。

　だが、喚く冒険者を黙らせる方法も思い浮かばない中で、どうしたら目の前の冒険者を静かにさせることができるだろうかと考えるロレンの隣となりから、ラピスが言った。

「ですが、ギルドの規約できちんと決まっていることでしたら、別段私達が報酬の半分を諦あきらめなくてはならない理由はないですよね？」

「なんだとこのアマ。てめぇもういっぺん同じこと抜ぬかしてみやがれ！」

　意識の矛ほこ先さきをロレンからラピスに変えて、その体を掴つかもうと手を伸ばした冒険者だったのだが、その目もく論ろ見みは成功せずに終わった。

　それはラピスへと伸ばした手を、途と中ちゆうでロレンがその手首を掴んで止めたからである。

「おいこら、やんのか……」

　殺したりしさえしなければ、冒険者同士のいざこざはやられ損ということになっている。

　そのことを思い出したロレンは、掴まれた手を離はなさせようともがきだした冒険者の顔を笑え顔がおのまま見つめると、その手首を掴んでいる手へゆっくりと力を込め始めた。

「なにしやがっ……こ、このっ！」

　革の篭こ手てを身につけていた冒険者ではあったが、ロレンが掴んでいる場所からみちみちと湿しめった繊せん維い質しつのものが千切られるような音がし始めると、途と端たんに顔色を青あお褪ざめさせ、痛みに表情を歪ゆがませつつ悲鳴を上げた。

　元々、巨大な鉄てつ塊かいといってもいいような武器を振ふり回していたロレンである。

　その腕わん力りよくもさることながら、握あく力りよくもかなりのものがなければ大剣を掴んで保持しておくことができない。

　それを可能とするロレンの握力でもって、握にぎり締められた冒険者の手首はあっさりとその篭手を握り潰された挙句に、筋肉も骨も一緒くたにまとめて握り潰されかけていたのであった。

「くそっ……はなせっ、くそがぁっ！」

　いくらもがこうが、冒険者の腕はロレンの手の中から引き抜くことができなかった。

　そればかりか掴まれている場所から聞こえてくる異音は、少しずつではあったがその音を増してきており、いずれ致ち命めい的てきなことになるだろうことは明白であり、その冒険者はロレンの手から逃のがれることを諦めると、掴まれていない方の手で腰から吊るしている小剣の柄を掴んで引き抜こうとする。

　それを見た瞬しゆん間かんに、ロレンは冒険者の手首を握ったまま、その手を軽く振った。

　それだけの動作で、今まさに武器を抜こうとしていた冒険者は壁かべ際ぎわまで一直線に吹き飛ばされると湿った破は砕さい音おんを立てながら壁へと激げき突とつ、そのまま床ゆかへと倒たおれてしまう。

　投げられた冒険者は、決して小こ柄がらな体格ではない。

　むしろがっちりとした体格の上に、冒険者としての装備と荷物まで背負っていた状態である。

　それを軽々と片手で、しかもそれほど力を込めた様子もなく投げ飛ばしてしまったロレンの腕力は、言葉で説明する以上に他の冒険者達に訴うつたえかけるものがあった。




「殺しさえしなきゃ、やられ損でよかったんだよな？　で、他に俺に話のある奴やつっているか？　いねぇならギルドからの話を先に進めて欲ほしいんだがな」




　にこやかに尋ねるロレンの言葉に、一部の冒険者達は露ろ骨こつに視線を外し、一部の冒険者達は感心したような目をロレンへと向ける。

　考えてみれば、革鎧の上から黒いコートを羽織っているロレンの背中には、その身の丈たけほどの長さの巨大な包みが背負われていた。

　その中身がどのようなものなのか分からないまでも、おそらくはロレンが扱うのであろう得物であるはずで、最初はこけおどしか何かかと思っていたような冒険者達も、いましがたの光景を見せられればロレンがそれだけ巨大な得物を扱いきるだけの能力の持ち主なのであろうということは容易に想像がつく。
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　技量の方はともあれ、単純な力だけならば黒鉄級の自分達をはるかに超えるものを持っているらしいと分かる相手に、好んで絡からんでいくような冒険者はこの場にはいないようであった。

「話を続けますが、冒険者ギルドから都市ハンザへは既すでに数名の使者を送っております。もちろん、国家主席のご息女を保護したという連れん絡らくをするためなのですが、現在に至るまでハンザに到とう達たつできたらしい使者は確かく認にんされておりません」

　それは道中になんらかの危険が存在しているということの証あかしであった。

　しかも確実を期すために、複数仕立てられた冒険者ギルドが用意した使者が、一人として抜けることができないくらいのものが、ということである。

　それが一体どれだけの危険なのかについては、それぞれがそれぞれに判断する話ではあったが、それでも冒険者の一人が手を上げて、ギルド職員へと問うた。

「危険が分かっててその報酬なのか？　それじゃ安過ぎだろ？」

「現時点ではどのような危険が存在しているのかが判明しておりません。もちろん危険手当の用意はさせて頂いております。遭そう遇ぐうしたものの危険度に応じたお支払いを約束させて頂きます」

　追加報酬が出ると聞いて、何人かの冒険者は顔を輝かがやかせたが、他の冒険者達は一様にその顔を顰しかめて嫌いやそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出だし始めた。

　それは、危険なものに遭遇するであろう確率が高いことを理解したのみならず、危険手当が欲しいのであれば、その証しよう拠こをギルドに提示しろと言われたのと同じことであるということを、今のギルド職員の言葉から読み取ったからである。

「尚なお、先ほども申し上げましたがこの依頼は当冒険者ギルドからの公式依頼です。この場において断ることも可能ですが、その場合は一定のペナルティを科せられます。また成功した場合は当然、報酬の他にギルドより一定の利益供きよう与よがあります。それを踏まえた上で、皆様の意思表示をお願い致します」

「皆様、どうか私を故郷へとお連れください。この場にて報酬のお約束はできませんが、必ずそのご恩は父に報告させて頂きます」

　そこでようやくシェーナがそれまで閉じていた口を開き、立ち並ぶ冒険者達へ深々と頭を下げてみせる。

　ラピスが隣にいるだけでなく、リッツ達からの推すい薦せんを受けてしまった以上、自分達がこの依頼から降りることはできないのだろうなと考えるロレンは、他の冒険者達がどのような動きをするのか眺めだし、ラピスはすぐにギルド職員から依頼に関する契けい約やく書しよを受け取るとその文面へと目を落とし始めたのであった。




　護衛依頼というものをロレンはこれまで受けたことがない。

　大体護衛というものを雇やとうのは、身分が高かったり、金持ちであったりと、とにかくやんごとないお方というものが多いとロレンは思っている。

　そういった人物がわざわざ、何かと乱暴であったり粗そ雑ざつであったりとされる傭兵を、好んで身近に置きたがったりはしないからだろうというのがロレンの見解であったが、真しん偽ぎの程は分からない。

　そんなわけで護衛依頼というものがよく分かっていないロレンは、シェーナだけを馬車に乗せ、依頼を受けた冒険者達で周囲を固めて歩くのかと思っていたのだが、ギルド前へと停とめられた馬車が三台あるのを見て、どうやら自分の考えは間ま違ちがっていたらしいことに気が付いた。

「俺おれらも馬車に乗れんだな」

「徒歩で馬車を護衛してたら三日でなんて到とう着ちやくしないですよ」

　馬車といってもそれほど大した造りではなく、荷馬車に幌ほろがついたような代物だ。

　ただ、依頼自体はギルドに集まった冒険者のほぼ全員が引き受けることになっており、それだけの人数を運ぶ馬車を即そく座ざに用意できる冒険者ギルドの組織力に、ロレンは内心で舌を巻いている。

　ちなみにほぼ全員というのは、ロレンに絡んだ結果として壁に投げつけられてしまった冒険者がその場でリタイアした分であった。

　その仲間から、何らかの報復があるのではないかとロレンは考えていたのだが、冒険者同士の争いは殺さない限りはやられ損、という暗あん黙もくの了りよう解かいをその冒険者の仲間達はきちんと守るくらいの分別があったようで、内心どう思っているのかは別としてその場でロレンに何かしてくることはなかったのである。

「しかし、これは助かるな」

　背中に巨きよ大だいな得物を背負っているロレンとしては、歩かずに済むということはそれだけでかなり嬉うれしい話であった。

　重さに辟へき易えきするような鍛きたえ方かたはしていないつもりではあっても、体力を消しよう耗もうしなくていいということは、ロレンにとって喜ぶべきことだったのである。

「それ背負って行軍できるロレンさんの体力が信じられません」

「慣れだ、慣れ。何事も慣れだ」

　そう言いながら馬車へと乗り込もうとしたロレンだったが、ここで一つ問題が起きた。

　馬車の中は荷馬車の両サイドに簡単な座席が設えられているようなものだったのだが、ここにロレンが座ると、背中の得物の重量で重心が傾かたむくだけではなく、酷ひどく場所をとるということが判明したのである。

「仕方ないですから、こちらに私とロレンさんが乗って、反対側に何人か詰めて座ってもらうということで」

　ギルド側の思おも惑わくとしては、一つの馬車に八人ずつくらいの冒険者を乗せる気であったらしく、二台の馬車に十六人を搭とう載さい予定。

　これにシェーナが乗る馬車が一つと、その馬車に同席して身近で護衛を務める冒険者が七人の総計二十三人の冒険者で今回の依頼を遂すい行こうしてもらう気であったのだ。

　つまり片側の座席をロレンとラピスに占せん領りようされてしまうと、反対側には四人で座る予定の空間に六人が座らなければならなくなる。

　重量的に釣り合いは取れるのだが、かなり窮きゆう屈くつな思いをすることとなり、ただでさえ格下の銅級冒険者であるというのに、その冒険者にそんな思いをさせられている黒鉄級の冒険者達からは、かなり険悪な空気が漂ただよい始めていた。

「済まねぇ。これは弁解の余地がねぇわ」

　こればかりは確実に自分のせいであろうと、素す直なおに頭を下げて謝罪するロレン。

　それまで険悪な雰囲気を漂わせていた冒険者達は、意外と素直にロレンが謝罪したことにやや面食らったような顔をしていたが、しばらくするとそれぞれがなんとなく納なつ得とくしたような表情になり、その中でも年とし嵩かさの冒険者がかなりぶっきらぼうに言った。

「仕方ねぇ」

「悪ぃな。恩に着る」

　それで事態は収束したかに見えたのだが、すぐさま次の厄やつ介かい事ごとが飛び込んできた。

　あろうことか別の馬車に乗っていたはずのあの赤毛の少年が、ロレン達の馬車に乗り込んできたのである。

　おそらくはロレンが馬車の席を広く取ってしまっているということを見み越こして、何がそんなに嬉しいのか意気揚々とやってきた赤毛の少年は、申し訳なさそうな顔で正面に座る冒険者達に頭を下げるロレンへ、声高らかにこう言い放った。

「おい格下！　場を弁わきまえないばかりか、他の冒険者に迷めい惑わくをかけるなんて。どこまでボクらの足を引っ張れば気が済むんだ！」

　ラピスの目が瞬しゆん時じに殺気を帯びたのを、掌てのひらで目め隠かくししながら押さえ込んだロレンだったが、赤毛の少年の言葉は言い方と場に問題はあるかもしれなかったが、中身は正論であり、反論することができない。

　それは赤毛の少年も分かっているのか、ここぞとばかりに責め立てようと口を開きかけたところで、年嵩の冒険者が怒ど気きの籠こもった一いつ喝かつを放つ。

「うるせぇぞ餓が鬼きがっ！　その話はもう終わってんだっ！　てめぇは自分の馬車に戻もどりやがれっ！」

　威い勢せいのいい啖たん呵かに、赤毛の少年は開きかけていた口をぱくぱくとさせるだけで言葉が出てこず、慌あわてて少年を回収しに来た仲間らしき女性達に引きずられるようにして自分達の馬車へと戻っていった。

　その際にロレンは、赤毛の少年の仲間の構成にさっと目を通す。

　立派な板金鎧に全くクセのない長いストレートの金きん髪ぱつ女性が一人。

　濃のう紺こんのローブに曲がった木の杖つえを持つ、そばかすにクセのある茶髪の少女が一人。

　白を基調とした神官服に、短い錫しやく杖じようを携たずさえた水色のボブカットの少女が一人。

　それがその赤毛の少年のパーティメンバーのようであった。

「男一人に女大勢ってパーティ、流行はやってんのかね？」

　少し前にゴブリン退治を受けたパーティも、確かそんな感じだったなと思い出すロレンに、掌で目を隠かくされたままのラピスがぼそぼそと囁く。

「女騎き士しっぽいのがレイラ。魔ま術じゆつ師しっぽいのがアンジェ。神官は確か蒼そう水すいの神に仕えるロールという名前だったと思います」

「なんで知ってんだお前？」

「冒ぼう険けん者しやギルドで名めい簿ぼを見せてもらいました。ちなみにあの赤毛の少年はクラース。今売り出し中の新しん進しん気き鋭えいの冒険者ですね」

「売り出しって……どこがだよ？」

　ラピスのその言葉が何らかの皮肉でないのだとすれば、クラースというあの赤毛の少年には後うしろ盾だてがついているということになる。

「今のところは冒険者ギルドのようですね。冒険者ギルドがどこから彼を売り込まれたのかまではちょっと時間が足りませんでした」

　引き続き調べますというラピス。

　ロレンは後ろ盾がいるらしいクラースと言うあの少年に驚けばいいのか、それともこともなげにその辺りを調べてみせると言ってのけたラピスに驚けばいいのか迷った挙句に沈ちん黙もくを貫くことに決めた。

「ちなみにそちらの、年配の冒険者さんはブロスさんといいまして、冒険者歴二十年のベテランさんです」

「けっ！　そりゃ二十年もやっててまだ黒鉄級だって嫌いやみかよ？」

「まさか。白銀級になれるのは冒険者数多あまたあれども一ひと握にぎりだけですよ。それに二十年も大きな怪我けがもせず、この職業を続けてこられた技量には、畏い敬けいの念しか抱だきません」

　他人に対して毒の無い台詞を口にしてみせたラピスに、今度こそロレンは驚きの表情を浮うかべつつ目を隠していた掌を退どけてしまう。

　視界を確保したラピスは目の前にあったロレンの驚く顔に、どういう意味だとばかりに胸むな倉ぐらを掴むが、そんな二人の様子を見ていた冒険者達はどこか和なごやかな雰囲気へと落ち着き、ラピスに褒ほめられたブロスという冒険者は、あからさまな舌打ちをしながら腕を組み、そっぽを向いた。

「あれ？　照れてます？」

「うるせぇこの……あぁもう黙って座っていやがれ」

　目を細めてからかうようなラピスの言葉に、乱暴な返しをするブロス。

　口が悪いのは冒険者という職業では珍めずらしいことではなく、むしろ性格の方は珍しいくらいに人が良さそうだと見て取ったロレンは、もう一度ブロスへと頭を下げた。

「助かった。礼を言うぜ」

「てめぇもうるせぇよ。黙って隣のソレといちゃついてやがれ」

　話は終わりだとばかりに、しっしと手を振り始めたブロスにそれ以上は失礼にあたるだろうと考えたロレンは、まだ何か言いかけたラピスの口を手で制すると、ぼそぼそとその耳に囁く。

「リッツ達たちって凄すごかったんだな」

「銅級冒険者を黒鉄級冒険者に紛まぎれ込ませられるくらいに凄いんですよ」

「その喩たとえは身につまされるから止めやがれ」

　つまるところはその凄さに乗っかった形でいるのが今の自分達ということになる。

　それを言われると辛つらいロレンであるが、ラピスは全く気にした様子はなかった。

「凄い人とコネができるのも才能ですよ？」

「分かった分かった。分かったから大人しくしててくれねぇか」

　口では敵かなうまいとロレンが白旗を上げた辺りで、冒険者と護衛対象であるシェーナを乗せた馬車の一団はゆっくりと街かい道どうを走り始めた。

「なぁ、なんか雰囲気がおかしくねぇか？」

　馬車で三日の行程となれば、少なくとも夜を二つ跨またぎ越こす必要がある。

　ギルドが用意した馬車の御ぎよ者しやは、何らかの訓練を受けているような人物ではなく唯ただの御者であり、夜通し馬車を走らせるようなことはできずに、一日目は日が落ちた時点で馬車を止め、その場で野営することになった。

　ロレンが馬車から降りながら、そんなことを言い出したのはロレン達を乗せた馬車が停車し、続いてシェーナが乗っているはずの馬車がその後ろへと停車した時である。

　護衛対象が乗っている馬車を挟はさむようにして三台の馬車が走るという陣じん形けいを取っていたのであるが、ロレンが見たのは自分達の馬車の後ろについた馬車の御者の様子が、少しばかりおかしいように見えたのだった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　馬車に近づきながら尋ねたロレンの目の前で、どこか苦しそうな表情をした御者が荒あらい息をつきつつ、額に浮かぶ汗あせを服の袖そでで拭ぬぐっている。

「何かあったのか？」

「いえそれが……何もなかったんですが、少々気分が優すぐれませんで」

　ギルドの用意した御者は三台とも健康そうな青年であったのだが、シェーナが乗っている馬車を操あやつる御者は、何かしらの病気にでもかかっているかのように顔色が悪く、次から次へと汗を滴したたらせている。

「中身は、大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「だ、大丈夫なはずですが……」

　歯切れの悪い御ぎよ者しやの言葉は何かを隠しているというわけではなく、本人がいうように何かしら具合が悪いせいのようにロレンには見えた。

「おいボウズ。何をしてやがんだ？」

　馬車から降りてきて、近づいて来たブロスへロレンは御者を指し示す。

「御者の容態がおかしい」

「何？　……おい、おめぇら！　野営の準備の前に、敷しき物ものを敷しけ！」

　ロレンの言葉に御者の顔を見たブロスは、おそらく彼の仲間なのであろう冒険者達に声をかけると、すぐさま御者台へとよじのぼり、その体を馬車から降ろし始める。

　それを手伝うロレンのところに、その馬車の後ろに停車した馬車から降りてきたクラースが近寄って来た。

「おい何をしてるんだ格下！」

「ラピス、馬車の中を改めてくれねぇか。確かこの馬車って護衛対象のために女冒険者だけで固めてんだろ？」

「そういう配はい慮りよをした形になっていますね。分かりました、任せてください」

　ロレンの指示を受けてラピスが馬車へとよじ登ると幌の中へと頭を突っ込む。

　その間に、相手にしてもらえなかったクラースがロレンへと噛かみ付つき始めた。

「おいお前！　ボクの質問に答えろ！」

「悪ぃが構ってる暇ひまがねぇ」

「なんだと貴様！」

　適当にあしらおうとしたロレンに声を荒あららげたクラースへ、少し黙らせておいた方が良さそうだと考え出したロレンの意識を、ラピスの声が引き戻す。

「大変ですロレンさん！　ちょっと来てください！」

「どけ。邪魔すんな」

　詰つめ寄ってきたクラースをやや手荒に押おしのけて、ロレンは幌の中から顔を出し、やや焦あせったような声を上げたラピスへと近づく。

　ラピスはすぐさま幌の入り口の布を大きく広げて、中身が外から見えるようにした。

　その幌の中にあった光景に、ロレンは思わず息を呑のむ。

「なんだこりゃ？　何があったってんだ？」

　旅装姿のシェーナの姿は、確かにそこにあった。

　席に深く腰こし掛かけ、背中を馬車の壁かべにもたれかけさせた状態で、疲ひ労ろうが溜たまったせいなのか規則正しい寝ね息いきを立てて彼かの女じよは眠ねむっている。

　それ自体はそれほど驚おどろくような光景でもなかったが、問題はその周囲であった。

　シェーナを身近で護衛するために七人の女性冒険者がその馬車に乗り込んでいたのだが、そのいずれもが馬車を操縦していた御者のように、びっしょりと汗をかき、青白い顔色を晒さらした状態で、ある者は椅い子すの上で意識を朦もう朧ろうとさせ、別な者は椅子に座すわっていることすらできなくなったのか、馬車の床に倒れて白目を剥むいたりしていたのだ。

　どこからどうみても異常な光景に、ロレンは御者の容態を看みていたブロスへ大きな声で呼びかけた。

「ブロス！　手伝ってくれ！」

「何を騒さわいでやがんだって……おいおい、どうなってやがんだこりゃ？」

　馬車の中身を目にしたブロスの声が上うわ擦ずる。

　それくらいに異様な光景に、他の冒険者達が手をこまねく中。

　これだけ異常な状じよう況きようの中では配慮などしている余よ裕ゆうもないとばかりに、馬車へと乗り込んだロレンは意識が朦朧としているか、もしくは全く無い女性冒険者達の体を馬車の外へと運び出し始めるのであった。

「ふむ？　うーん？　これは……」

　野営地の設営をしている冒険者達の近くでラピスは唸うなり声ごえを上げている。

　その目の前には敷物が敷かれ、シェーナが乗っていた馬車の御者と、馬車の中でシェーナを護衛していた女性冒険者達が寝かされているが、誰だれ一人ひとりとして意識を保っている者はおらず、全員が顔に苦く悶もんを浮かべている。

　神官として医術の心得もあると名乗り出たラピスがその容態を診しん察さつしているのだが、その表情と口から漏れている声からして、あまりよくない状況らしいとロレンは感じていた。

　背負っている得物からして、力があると思われているロレンである。

　当然ながら馬車から女性冒険者達を運び出すのに、真っ先に駆りだされていた。

　その時のことを思い出すと、ロレンはわずかに体が震ふるえるのを抑おさえられない。

　馬車から抱きかかえて降ろした女性冒険者達の体は、驚くほどに冷たかったのだ。

　傭よう兵へいという職しよく業ぎよう柄がら、ロレンはこれまで死体に触ふれたことがないわけではない。

　敵味方を問わずして、そういったものに触れてきたロレンは死体の冷たさというものを知ってはいる。

　そんなロレンをしても、シェーナの馬車に乗っていた女性冒険者達の体はあまりにも冷たすぎた。

　驚きすぎてクラースが周囲で、女の体にべたべた触さわりやがってなどと喚いていたのも耳に入らないほど、それくらいに彼かの女じよ達たちの体は冷たくなっていたのである。

　あれでは生きていないのではないか、と思うロレンは寝かされている冒ぼう険けん者しやや御ぎよ者しや達を診察しているラピスへ、どこかおそるおそるといった感じで声をかけてみた。

「どうなんだ？」

「二人、亡なくなってますね」

　返答はおどろくほど簡潔であった。

　あまりにラピスが簡単に言うものだから、何かしらの聞き間違いかとロレンが思ったくらいであるが、周囲にいた他の冒険者達がぎょっとして振り返ったりしているところからしてどうやら聞き間違いではないらしいとロレンは再確認する。

「死んだ？」

「えぇ。死因はちょっと分かりかねますが。確実に二人、呼吸と心臓が止まってます」

　ラピスが指で指し示したのは、女性冒険者の中の二人であった。

　目を閉じ、ぴくりともしないその二人は他に寝かされている冒険者達とどこが違うのかロレンには分からなかったが、診察したラピスが死んでいるというのだから、おそらくそうなのだろうとしか考えることができない。

「二人死んだってのは本当かよ？」

　野営地設営の指揮をしていたブロスがラピスの言葉を聞きとめて近寄ってくる。

　今回の依い頼らいに参加している冒険者達の中では、年ねん齢れい的てきにはおそらく一番年上であるらしいブロスは他の冒険者達からも一目置かれているような立場にあるらしく、ブロスの仲間達以外の冒険者も、ブロスに指示されることについてはなんら文句のようなものを口にしていなかった。

　唯ゆい一いつ、クラースだけがなんやかやと文句をつけてその指示に従おうとはせず、ブロスも無理にいうことを聞かせるつもりがないのか、クラースのパーティだけは放置されたような格好で、彼らだけで野営の準備を行っているような状態である。

　ロレンなどから言わせれば、自分で何をするのか考えずともブロスがその経験からくる知識で指示を出してくれるのだから、大人しくそれに従っていれば楽なのにと思わなくもないのだが、人には色々と考えることがあるのだろうと思って、口を出すような真似まねはしない。

「はい本当です。ブロスさんも調べます？」

「いちおうな。診みせてもらうぜ」

　そう答えてラピスが指し示した女性冒険者の傍かたわらに膝ひざをついたブロスだったが、軽く手首を触り、さらに首筋に指を当てただけですぐに立ち上がる。

「死んでんな。間違いねぇ」

「はい、完かん膚ぷなきまでに完全に死亡されてます」

　そこまで念を押す必要があるのだろうかと疑問に思うロレンだったが、次にラピスが口にした言葉はそんなロレンの疑問を吹ふき飛ばすような一言であった。

「私としてはこの場で火か葬そうにすることをお勧すすめしますが」

「なんだと？」

　ブロスが驚くのも無理は無いとロレンは感じた。

　もちろんロレン自身もラピスの提案に驚かされている。

　死者の葬ほうむり方というものは、地方により様々だ。

　だが大体は死者というものは、棺かん桶おけに入れるかそのままにするかは別として、土葬するというのが主流ではあった。

　ラピスがいうような火葬という習慣もないわけではなかったが、それを採用している地域というものには、そうなるだけの理由が過去に存在していることが多い。

「この場でか!?」

　ブロスも死亡した冒険者をまさかそのまま運ぶつもりはないはずではあった。

　しかしながらこの場で火葬にするという考えも無かったに違いない。

　だからこそ出た疑問の声に、ラピスは淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「この場で火葬にされないのでしたら、大急ぎでカッファの街に帰ることを提案します」

「なんでだ？」

「たぶんなのですが……この二人、アンデッド化しますよ」

　ラピスの答えに、周囲がどよめきに満ちた。

　アンデッド化とは何らかの理由で死亡した者が、何らかの理由で魔ま物もの化し、ゾンビやグールなどと言った不死者と呼ばれる存在になってしまうことを言う。

　何らかの理由というものは様々あり、魔術の効果であったり高位の不死者からの呪のろいであったり、あるいは死者本人の現世への強すぎる執しゆう念ねんなどがその理由として挙げられる。

「なんでそんなことになりやがった」

「お疑いでしたら、もう一人神官がいらっしゃいますから、そちらに調べて頂いてもいいと思いますよ？」

　迷える死者であるアンデッドに関しては、専門家といえば神官である。

　知識の神に仕えるラピスの見立てに間違いがあるとは考えにくかったが、それでも信じられないのであれば、別の神官に見てもらってくれとラピスは言うのだ。

「おい、うちの神官を勝手に……」

「クラース様、迷える魂たましいに関かかわることは神官の務めです。どうか……」

　ラピスが自分の仲間を持ち出したことを聞きとがめたクラースがまた文句を言おうと口を開きかけたが、青い髪かみの女性神官がそれを引きとめた。

　それでも何かしら不満げなクラースであったが、蒼水の神に仕える神官であるロールは呼ばれるまでもなくブロス達のところまで駆け寄ると、すぐに寝かされている女性冒険者の傍らに跪ひざまずく。

「我わが神たる蒼水の神よ。道を指し示し給たまえ」

　胸むな元もとで何かしらの印のようなものを指で切り、目を閉じるその姿に思わずロレンがぽろっと言葉をこぼした。

「いかにも神官っぽいな」

「それ、言外に私が神官っぽくないって言ってません？」

　ジトッとした目でラピスに睨まれて、ロレンはそっと視線を明後日へと向けた。

　口にするつもりは毛頭なくても、ラピスがいかにも神官っぽく見えるかと問われれば、なんとも答えに窮きゆうしてしまうロレンである。

　二人がそんなことをしている間に、ロールは死亡している冒険者を調べ終えたらしく、立ち上がりながら膝の辺りをぽんぽんと払う。

「二人の体に穢けがれが見えます。確かに二人共、ほどなくアンデッドになるでしょう」

「なんてこった……そいつはまた、面めん倒どうくせぇ話になったな」

　仕方の無いこととはいっても、この場で二人の女性冒険者を火葬にするためにはその仲間達への説明が必要になり、さらには遺品の保管やら、火葬するための場所。

　そして燃やすための燃料の調達などが必要となってくる。

　予想していなかった仕事の増加にぼやくブロスではあったが、ぼやいてばかりいても事態は前へと進まないことも十分承知しているのか、がりがりと頭をかいた後は気持ちを切きり替かえ、すぐさま必要だと思われる仕事に着手し始めた。

　まさか野営地の近くで遺体を火葬にするわけにはいかない。

　死亡した冒険者の仲間達に事情の説明を終えた後、二人の冒険者は野営地からかなり離れた場所でもって荼だ毘びに付された。

　日が落ちていたのが幸いし、彼女らを焼く煙けむりは野営地からはあまりはっきりとは見えなかったものの、離れた所で上がる火の手が暗くなりつつある周囲をぼんやりと赤く染める光景というものはロレンからしてみてもあまり気持ちのいいものではない。

「なんだか妙みようなことになってきましたね」

　自分達の分のテントを設営し、寝ね袋ぶくろをその中に用意しながら呟つぶやいたラピスの言葉に、ロレンはこくりと頷うなずいてみせた。

　その視線の先には、ぽつんと一人野営地の真ん中付近で、倒とう木ぼくに腰掛けているシェーナの姿がある。

　状況は分からないまでも、シェーナと同じ馬車に乗り合わせた冒ぼう険けん者しやと御者が全員、原因不明の症しよう状じようで倒れ、そのうち二人が死亡しているのだ。

　冒険者達がシェーナを気味悪がっても仕方の無いことである。

　だが、依頼内容がシェーナをハンザの街まで送り届けるといったものである以上、そのシェーナに適当な扱あつかいをするわけにもいかない。

　そこで野営地の中心にシェーナ用のテントを張り、それを取り囲むようにして冒険者達がテントを張るといった陣形が考えられたのであるが、これでは見た目からしてもシェーナを敬遠していますということが見え見えであった。

　わずか十歳さい前後の少女に、この扱いはきついだろうと考えるロレンが意を決してラピスに声をかけようとするより先に、いつの間にかすぐ傍そばに来ていたラピスがロレンへ言った。

「思うようにしていいと思いますよ？」

「構わねぇのかよ？」

　機先を制された形になったロレンはそれでもラピスへ問いかける。

「構いませんよ？　私が止める理由、あります？」

　言いながらラピスはロレンの額へ手を置く。

　まるで撫なでるかのようなその手つきに、ロレンは何かしらくすぐったいようなものを感じつつラピスを見る。

「私がお願いしているのは、私が何か行動するときは一いつ緒しよに来て欲しく、ロレンさんが何か行動するときは私を伴ともなって欲しいというだけのことです。行動を強制したりする気はさらさらないんですよ？」

「そいつはまた……」

「ですからどうぞ、思うようにしてください」

　にこにこと笑え顔がおのラピスに見送られ、ロレンは野営地の中心で一人ぽつんと座っているシェーナの所まで歩み寄り、項うな垂だれているシェーナへ声をかけた。

「なぁ、もしよけりゃ俺らとメシでも食うか？」

　シェーナにあてがわれているのは、味気の無い保存食だった。

　調理せずとも食べられるような硬かたいパンと干し肉だけという代しろ物ものであるが、シェーナがそれに手をつけた様子は無い。

　声をかけられて、座った姿勢から見上げてくるシェーナになんとなく周囲の視線が集まってくるのを感じながら、ロレンはさらに言葉を続ける。

「一人で食っても美味かねぇだろ」

「あ、いえその……あまり食欲がないんです」

　食事を摂とっていないことを責められたとでも思ったのか、おどおどとした口調で答えるシェーナの目は、ロレンのことを酷く警けい戒かいしている。

　自分の顔はそんなに怖こわいだろうかと、愚ぐにもつかない思いを抱きつつ、ロレンは慌てて手を広げ、責めるようなつもりはないことを示す。

「まぁほら、ちっとは食わねぇと明日も移動の一日だしよ」

「はい……ですがその、ご迷惑では……」

　他の冒険者達からここまであからさまな対応をされれば、いかに十歳くらいの少女とはいえ、自分がどのような状況に置かれているかくらいは察しがつこうものである。

「気にすんな。俺の仲間も問題ねぇって言ってるからよ」

「そ、そうですか。その……じゃあちょっとお邪じや魔まさせていただこうかと」

　腰こしを上げるシェーナを手招きするロレン。

　そんなロレン達を気味悪そうに見る者や、どこか少しだけ微笑ほほえましそうに見守る者がいる中、わざわざ周囲に聞こえるような声を上げたのはクラースであった。

「銅級ともなると、そのくらいのゴマすりは上手うまいものだな。少しでも印象をよくして、後の報ほう酬しゆうに色でもつけてもらおうとか考えているんだろう。そうでもなければあんな……」

　黙だまらせよう。

　自分はともかくとして、少なくともシェーナに聞かせられるような内容ではないと判断したロレンは、それまでシェーナが腰掛けていた倒木を掴つかむと、片手で一気に持ち上げる。

　そのままクラース達がいる方向へ、それをぶん投げてやろうと身構えたロレンより先に、そのロレンの脇わきを何かがとんでもない勢いで飛んでいった。

　思わず倒木を構えたまま固まるロレンの視線の先で、飛んでいった何かに顔面を強打され、仰のけ反ぞりながら背後へとクラースが倒たおれていくのが見える。

　持ち上げた倒木をゆっくりと下ろすロレンは、今しがた自分の脇を飛んでいったのが焚たき火びの燃料として集められた薪まきのうちの一本であったこと。

　そしてその薪を力任せに投げつけたのがラピスであったことを知る。

　倒れたクラースに慌てて駆かけ寄よるアンジェとロール。

　騎士であるレイラが薪を投げつけたラピスを睨にらみつけるが、何故なぜか即座に目を逸そらした。

「ラピス、俺そっち見ても大丈夫かよ？」

　女騎士の顔にはっきりと刻まれていた恐きよう怖ふの感情。

　ロレンの目はそれをしっかり読み取ってしまっている。
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　シェーナの視界からラピスが見えないよう、自分の体を盾たてにしているロレンがおそるおそる背後へとそう問いかけてみると、返ってきたのはにこやかなラピスの声であった。

「問題ありませんよ？　シェーナさんをつれてこちらにどうぞ」

　ロレンが盾になっているせいでシェーナからラピスの姿は見えない。

　不思議そうな顔をして自分を見上げてくるシェーナを安心させるように、その頭に手を乗せてやりながら、ロレンは女騎士が自分の背後に一体何を見たのかという件については絶対に考えない方が良さそうだ、と思考を放ほう棄きするのであった。




　翌日の出立時、もめごとはまた起きた。

　シェーナの馬車に護衛のために乗り込む女性冒険者達が、シェーナとの同乗を拒きよ否ひしたのがその発ほつ端たんである。

　死亡した二人を除く五人の女性冒険者は、馬車の御者も含ふくめていずれもが朝までには意識を取り戻し、どうにか自力で動けるくらいには回復していたのであるが、その誰だれもがよく分からないうちに意識がなくなったと馬車の中での状況を説明し、二日目の行程でシェーナの乗る馬車に同乗することを拒こばんだのであった。

　無理も無いことであることは、誰もが理解している。

　なにせその馬車に乗っただけで二人の冒険者が既すでに死亡しているのだ。

　また同じことが起こらないという保証はなく、そうなれば次に死ぬのが自分かもしれないと考えるのは極ごく自然なことであった。

　だからといって、護衛対象を一人で馬車に乗せておくわけにもいかない。

　何かあれば、即座に守らなければならない対象の周囲に、一人も護衛をおかないと言う選せん択たく肢しは護衛任務に於おいては選ぶことが出来ない話だからだ。

「こりゃ困ったな」

　ブロスがそんな風にぼやくが、流石さすがに自分が一緒に乗るという気はないようだった。

　それもまた仕方の無いことと考えるロレンに、ラピスがさも今思いつきましたというような口調で提案する。

「なんなら私達が乗るというのはどうですか？」

「それは……」

　さも名案だとばかりにラピスはぽんと一つ手を叩たたく。

　ロレンとしてもそれは、ラピスさえ構わないのであれば受けてもいい話ではあったが、それでも一いち抹まつの不安は残り、言葉を濁にごしてしまう。

　その理由はラピスにも理解できているらしかったが、ラピスはそんなロレンにさらに言いい募つのってみせた。

「昨晩、大丈夫だったじゃないですか」

　前日の夕食時、ロレンはシェーナを自分達の野営場所に誘さそっている。

　一人ぼっちで取り残されているシェーナを見かねたから、というのがその理由であったが、十歳くらいの少女をいくら野営地の中心部とはいえ一人で寝させるというのも躊躇ためらわれ、ブロスに相談した後で自分達のテントをシェーナのテントの近くに移動させていたのだ。

　食欲がないと結局夕食をほとんど口にしなかったシェーナであるが、ロレン達の配慮は嬉しかったようで、ロレン達が近くに来たことを酷く喜んでいたが、食欲がないということからロレンは見た目からは分からないまでもシェーナは相当精神的に参っているのではないかと推測し、なるべく色々と話しかけてやるようにしていた。

　そうやって一晩過ごしたロレンであったが、馬車の中の冒険者達のように意識を失うようなこともなければ、体調に不調を感じるようなことも現時点ではない。

　ならば馬車に乗っても大丈夫ではないかと言うのがラピスの提案なのだが、乗るべきか拒否するべきかロレンとしても迷ってしまう。

「それともシェーナさんに一人で馬車に揺ゆられてろ、とか言っちゃいます？」

「それは……ちっとなぁ」

　そう言われてしまうとロレンとしても少し考えてしまう。

　年とし端はのいかない少女で、しかも不安を感じているであろうシェーナを馬車の中で一人ぼっち状態にしておくというのは、ロレンからしてみればあまり望ましい状況とはいえず、それを回かい避ひできるのであれば、してやりたいと思ってしまうところだった。

　自分一人しかおらず、周囲に誰もいないという状況の辛さは傭兵団が壊かい滅めつした直後に嫌いやというほどに味わったロレンである。

「でしたらここは、名乗り出てあげるべきところだと思いますよ？」

　そうではないですか、とラピスに言われてロレンはブロスのところへ歩み寄ると、シェーナの馬車に同乗するメンバーとして自分とラピスの名前を提案する。

「いいのか、お前めぇら？」

「あぁ。一晩近くで過ごしてみたがなんともねぇしな。彼女自体に問題はねぇと俺おれは思ってる」

「お前ぇらがいいなら、そうするか。実際助かる話だしよ。なんだかんだと言って依い頼らい主ぬしを一人にするってのは、色々と聞こえも悪ぃしな」

「じゃあそうしてくれるか？　だが、他の馬車の定員大丈夫なのか？」

「乗りたがる奴やつがいねぇんだ。窮きゆう屈くつなことくらいは我が慢まんさせるさ。それよか何かあったらすぐ言えよ？　お前ぇらまで倒れられたんじゃ、面倒が増えて仕方ねぇ」

　ロレンの提案はあっさりと了りよう承しようされた。

　というよりは、他に誰も立候補しない以上はロレン達に頼たのむ以外なかったといえる。

「あ、お兄さん……」

　ロレンとラピスが馬車へと乗り込むと、一人で待っていたシェーナが驚いたような嬉うれしいようなそんな表情で二人を迎むかえた。

　なるたけシェーナを不安がらせないよう、笑顔でもって手を振ふりながら馬車へと乗り込んだロレンは、すぐにラピスにシェーナの世話を任せ、自分は馬車の御者のすぐ後ろに座ると、御者の様子と馬車の中の様子を同時に見張る。

　いくらか体調を取り戻したとはいっても、馬車を操る御者は昨日意識を失ってからまだ本調子であるようには見えず、操作を誤って道を外れられては困ることに加えて、もしも何かあったときにすぐさま外に声を出せるようにとの位置取りだったのだが、端はたから見ればある程度身分の高い女性に、易やす々やすと近寄ってはいけないと配慮する男性冒険者の姿に見えなくもなく、訝いぶかしがる者はいなかった。

　ほどなくして、野営地を畳たたんだ一行は再びハンザの街目指して出発することになる。

「お前ぇら！　ここからは注意して進めよっ！」

　ブロスがそんな発破を仲間達にかけるのも仕方の無いことであった。

　冒険者ギルドからハンザの街へと使わされた使者達は、程度の差はあれ二日目にそのほとんどが消息を断っている。

　つまりはそこに何か、使者達を消息不明にしてしまうようなものがいるということで、冒険者達の警戒の意識が上がるのは当然のことであった。

「大丈夫、なんでしょうか？」

　そんな緊きん張ちよう感かんは馬車の中のシェーナにも伝わったらしく、不安げなシェーナへラピスがにこにこと笑顔でこう告げた。

「大丈夫です。なんせ私達には凄すご腕うでの傭兵さんがついているのですし」

「それ、俺のことか？」

「他に誰がいますか？　斬きり風かぜさん？」

「期待してもらって悪ぃがな。そりゃ俺のことじゃねぇぞ？」

　にこにことした笑顔をにやにやとした笑顔に変えながらラピスが言った二つ名を、ロレンは自分のものではないと否定した。

　きょとんとするラピスにロレンはがしがしと頭をかきながら、面倒くさそうに言う。

「よく言われんだけどな。俺おれ程度がそんなご大層な二つ名、持ってるわけねぇだろ」

「ということは、ロレンさんは斬きり風かぜさんをご存じなんです？」

「んなわけねぇだろ。出会ったら死ぬって奴だぜ」

　肩かたをすくめてそんなことを言うロレンに、ラピスはしばしおとがいに指を当てて考え込んだ後に、探さぐるような目つきでロレンに問いかけた。

「時にロレンさん、鈍にぶいと言われたことは？」

「しょっちゅうだが、それがどうしたよ？」

「あぁ鈍いんですね。なるほど」

　それで理解したとばかりに頷くラピスを不思議そうに見るシェーナ。

　何が分かったのか分からないままそれ以上の追つい及きゆうもなく、ロレンは再び意識を馬車の外へと向けながら、馬車の中で始まったラピスとシェーナの他た愛あいない会話に耳だけ傾かたむける。

「こう何もないと、かえって拍ひよう子し抜ぬけしますね」

　あくびを噛み殺しながらラピスがそんなことを言い出したのは、一行が移動を開始してからかなり経たち、そろそろ昼に差しかかろうかという頃ころであった。

　心配された何かの襲しゆう撃げきもなく、行程は至って順調であり、シェーナと同じ馬車に乗っているロレン達の体調の方も特に問題はおきていない。

「そろそろ一いつ旦たん休きゆう憩けいする場所を探しているようですよ」

　御者のそんな言葉を聞きながら、もうそんな時間かと思うロレンの目が、その時道の前方にたむろする幾いくつかの人ひと影かげを見つけた。

「道の先に誰かいるぞ」

「旅人ですかね？」

　暢のん気きな御者の言葉にロレンは人影の正体を見み極きわめようと目を細める。

　一行の中段を走っている馬車に乗っているロレンですらそれに気がついたのだから、先頭を走る馬車に乗っている冒険者達は当然の如くその人影の存在に気がついていた。

　道を遮さえぎるかのように、立たち尽つくしているその人影の数は十数人分。

　馬車が近づいてくるのに気がついていないのか、道を譲ゆずって脇にどけるような素そ振ぶりは全く見られず、先頭を走っていた馬車がその速度を落とし始めた。

「何かありましたか？」

　続いて速度を落としたロレン達の乗る馬車。

　ラピスが状況をロレンへと尋たずねるが、ロレンにもはっきりとした状況は分からず、やがて馬車は全く動こうとしない道の先の人ひと影かげを警戒して、三台ともが停とまってしまう。

「なんだお前ぇら、こんなとこで何してやがる？」

「おい、通行の邪魔んなってんの、わかんねぇのか？」

　先頭の馬車から降りた冒険者達たちが、道を塞ふさいでいる人影達へと近づきながら声をかける。

　武装した冒険者が複数、かなり乱暴な口調で声をかければ一いつ般ぱん的てきな旅人などであればある程度恐きよう縮しゆくしてしまいそうなものだが、人影の様子に変化はない。

　ロレンもシェーナのことをラピスに任せて馬車から降り、一行の先頭付近へと歩いていくと、先にそこにいたブロスがロレンに気付いて声をかけてきた。

「なんか様子がおかしいみてぇだ」

　太陽の日差しが眩まぶしいのか、手をかざして目を守りながら、前方の様子を窺うかがっているブロスの言葉に、ロレンは頷きを返すと同じ方向に目を凝こらしながら首を傾かしげる。

「そりゃ見れば分かるが、あいつら一体なんなんだ？」

　道の先に見える人影はロレンから見ると普ふ通つうの町民のような格好をしていた。

　武装している様子もなく、ただそこに突つっ立っているだけであることから危険度は低いような気がしないでもなかったのだが、すぐにロレンはその考えが間ま違ちがいであろうと考え直す。

　なぜならば、ロレン達がいる場所は街道の途と中ちゆうであり、周囲に村や街はない。

　だというのにその人影達は、それこそ街の中などで普通に見かけるような格好をしていたのである。

　とてもではないが人里から少し離はなれたような場所でするような格好ではないそれらの人影に、ロレンの警戒度が一つ跳はね上あがった。

「あれは……」

　ロレンがそのことをブロスに告げようとした時であった。

　先に人影達へと近づいていった冒険者達に気が付いたらしい何人かの人影が、ぐるりと冗じよう談だんのような勢いで冒険者達の方を向くと、いきなり顎あごが外れているのではないかと思ってしまうほどの大口を開けて、両手の指を鉤かぎ爪づめのように折り曲げながらゆっくりとした足取りでではあるが、近づき始めたのである。

「ブロス！」

「なんだありゃ……って、おいお前ぇら、戻れっ！」

　唐とう突とつ過ぎるそれらの反応に、様子を見に行った冒険者達もすぐに異変に気がついた。

　無む駄だな交戦は避さけて、即そく座ざに後ろを向いて走り出した冒険者達。

　それを追いかけるようにして、人影達たちがロレン達の方へと歩き始める。

「おいおい、どうなってんだこりゃ。ありゃどっかの住民じゃねぇのかよ」

　相手が魔物などであれば、冒険者達もすぐさま武器を抜ぬいて攻こう撃げきに移ったことであろう。

　しかしながら近づいてくる一団は様子こそおかしくはあったが、見た目はどこにでもいるような住民であり、どうしても武器を抜くことを躊躇ためらってしまう。

　そんな中、他の冒険者と同じく馬車から降りていた神官のロールが、振り絞しぼるような大声を上げて周囲の注意を引いた。

「皆みな様さまご注意を！　それはアンデッドですっ！」

「なんだと？　こんな真昼間のお天てん道とう様さまの下でアンデッド!?」

　驚きの声を上げる冒険者達もいたが、ロレンは至って冷静に迫せまってくるそのアンデッド達の様子を見る。

　アンデッドに関してはロレンは詳くわしくはなかったが、見るのは初めてではない。

　無念を抱かかえて死者となったものが量産される戦場においては、処置されるのが遅おくれてアンデッドになる者というのが、それほど多くはなくともたまに発生する。

　もちろんゴースト等のアンデッドが昼間に出てくることはなかったが、ゾンビのように肉体を持つアンデッドならば、昼間に戦場をうろうろしていることはないわけではなかった。

「ってことは、あいつらゾンビか？」

　呟くロレンの脇を、素す早ばやく駆け抜けていった一団があった。

　赤毛の少年を先頭とし、女騎き士しに女魔ま術じゆつ師し、女神官といった一つのパーティ。

　あのクラースとその仲間達が武器を手に取り、近づいてくるアンデッド達を迎げい撃げきするべく飛び出していったのである。

「あいつら、先走りやがって……」

　ブロスが苦々しい声を出すが、行動としては間違っていないだろうとロレンは思う。

　ただのゾンビ相手ならば、四人も黒鉄級の冒険者がいるのだから問題なく殲せん滅めつできるであろうと考えると、ロレンはあのクラースがどれだけの腕うで前まえを持っているのか観察する絶好の機会であると気付き、興味深そうに道の先を眺ながめた。

「クラース、あまり前へと出すぎるなっ！」

　先頭を走るクラースへ、レイラからの制止の声が飛ぶがクラースはそれに構わず走り続け、そのまま素早く腰の長ちよう剣けんを引き抜く。

　太陽の光の下で、それを弾はじき返すように輝かがやく刃やいばに、アンデッドだと断じられた人影達がわずかにそれに怯おびえるように、後ずさりをするのを見て、クラースの口元が笑えみを形作る。

「ゾンビ如ごとき、ボクの敵ではないっ！」

　日中に太陽の下でも活動可能にして肉体を持つアンデッドとして、クラースは相手の正体をゾンビであると考えた。

　数あるアンデッドの中でも最下級に位置するゾンビという存在は、それに噛かみ殺されることで数が増えるという特とく徴ちようを持っているのだが、強さとしては銅級冒険者ですらそれほど手こずるような相手ではない。

　まして黒鉄級の冒険者であるならば、味方の数倍以上の数が敵として出現しようとも、苦もなく排はい除じよできる程度の相手でしかない。

　だがそんなことはクラースには関係なかった。

　彼かれは期待されている新しん進しん気き鋭えいの冒険者として。

　そしてとある理由をもつ身として、それだけの実力があるのだということを知らしめる必要があったのである。

　だからこそ、他の冒険者達が二の足を踏ふむ状況で、瞬しゆん時じに先せん陣じんを切ることを決めた。

　それが分かるからこそ、彼の仲間である女性達も文句をいうことなくそれに続いたのである。

「死人に還れっ！」

　気合の声と共に一いつ閃せんした刃が、アンデッド達の先頭にいた一体の首へと吸い込まれる。

　元々動きの鈍いアンデッドは、それを防ぼう御ぎよすることすらなくまともにくらい、刃は首の肉を裂さいて深々とした傷を作った。

　だがそこでクラースは手に伝わってきた感かん触しよくにわずかに眉まゆをひそめる。

　ゾンビであるならば、その体は生前のものとなんら変わることがなく、むしろ腐ふ敗はいや損傷によって脆もろくなっているはずであった。

　しかしながらクラースが切きりつけたその一体は、見た目は普通の人間と変わらず、腐敗や損傷している様子が見受けられなかったのだ。

　しかも、首に食い込んだ一いち撃げきはただの人間の首ならば即座に斬り飛ばすことができるほどの威い力りよくを持っていたにも拘かかわらず、クラースの一撃は一いつ瞬しゆん、その首の中ほどまでを切り裂いたところで強い抵てい抗こうを感じ、切りそこねかけたのである。

「このっ！」

　だが、クラースとて黒鉄級の冒険者である。

　強い抵抗を感じると同時に瞬時に力を込めなおし、止まりかけた刃を強ごう引いんに振り切るとクラースは首を飛ばしたその体を蹴けり倒した。

「こいつら、固いっ！」

　クラースの隣となりではレイラが、別の一体を肩かた口ぐちから切り裂いていたが、その一撃も鎖さ骨こつの辺りまで食い込んだところで止められており、尚なお掴つかみかかってこようとするそれを、レイラは足あし払ばらいをしかけて地面へと倒すと、肩口の傷から引き抜いた刃を首に突き立てて、捻ひねりをいれて首の骨を外す。

「こいつらゾンビではないぞ！」

　警告の声を上げたレイラに、ロールが胸元で手を組み、口の中で何事か祈いのりの言葉らしきものを呟くと、はっとしたように目を見開いた。

「彼らはゾンビではありません。彼らはレブナントですっ！」

　ロールの警告の声に、冒険者たちの間に緊張が走る。

　レブナントとは「戻もどる者」という意味を持つ名前であり、アンデッドの一種であった。

　その発生原因はゾンビとほぼ同じで、現世に強い執念を持ったまま人が死ぬか、あるいはより高位のアンデッドによる作製、もしくは魔術の効果によって生み出される。

　ゾンビと異なる点として、ゾンビが多少タガが外れて強い力を持っているとしても、ほぼ生前の体が持っている能力そのままであるのに対して、レブナントは生前よりもさらに強化された能力を持っており、しかもある程度の知能まで有していることがある。

　総じてゾンビよりも強力な個体であり、一対一でも銅級冒険者くらいの腕前ではかなりてこずり、数がそろえば黒鉄級冒険者ですら後れをとりかねない相手だ。

「援えん軍ぐんがいるか？」

　ブロスが腰の得物に手をかける。

　それが二丁の手て斧おのであることをちらりと見てから、ロレンは戦せん闘とう中ちゆうであるクラースの様子を見た。

「いらねぇんじゃねぇかな」

　ロレンがそう評価するほどに、クラースの戦い方はすさまじかった。

　相手がゾンビよりも頑がん丈じようなレブナントであると判明しても、怯ひるむことなくクラースは敵へと肉にく薄はくし、その刃を振るう。

　その一閃ごとにレブナントが深々と切り裂かれ、倒されていく様子にブロスも得物にかけていた手を放した。

「ありゃ言うだけのことはありやがるな」

「そうだな」

　感心したようなブロスの言葉に、ロレンは素す直なおに頷いた。

　好き嫌きらいは考えの外に置いておくとしても、クラースが見せている技量は感心するに足るものであったからだ。

「お前ぇは高みの見物ってやつか？」

「さて、どうだろな」

　そう答えて見せたロレンであるが、ブロスの言葉は一部だけ当たっている。

　クラースがあれだけ突っかかってくるのはおそらく、ロレン達がコネのようなもので今回の依い頼らいに参加しているという理由が大きいとロレンは見ていた。

　つまりは実力がない者が、分不相応の仕事に割り込んできているということが気に入らないのだと見ているのだが、ならばクラース自身がそれ相応の実力の持ち主なのかどうかという点に、ロレンの興味は向いている。

　だがそれは傍ぼう観かんしている理由の半分くらいであり、もう半分はそれとなく自分達やクラース達の周辺へと気を配り、注意を向けているのだ。

　道の真ん中にアンデッドが十数体、いきなり出てくるというのはおかしい。

　どこか近くにそれらを発生させた原因があるのではないかと考えたわけである。

　もしくはそれらのアンデッドを発生させた何かが、レブナント達をおとりとして使い、どこからか奇き襲しゆうしてくる可能性も捨て去ることはできずにいた。

　基本的には知性の低いアンデッドであるが、アンデッドを作り出すくらいの高位の存在になると人と同じかそれよりも狡こう猾かつな思考をするものがある。

　有名なところではバンパイアなどがそれに当たり、ロレンもその存在くらいは知っていたのだった。

「取り越こし苦ぐ労ろうかね」

「あん？」

「いや、こっちの話だ。それよかそろそろ終わるんじゃねぇか」

　ロレンがいう通りに、クラース達と戦闘を繰くり広ひろげていたレブナント達はその数を順調に減らし続けていた。

　クラース本人もさることながら、騎士であるレイラの剣けん技ぎもまたかなりの技量であり、その手に持っている剣が一閃するごとに一体のレブナントがどこかを貫つらぬかれて倒れ、そこへ神官のロールが手に持っているメイスが叩き込まれれば、動く死者達はあっけなく動かない死者へと変えられていく。

　唯ゆい一いつ出番がなかったのは魔術師であるアンジェだったが、こちらについては仕方のないことだといえた。

　ほかの仲間達の技量が優すぐれており、魔術による支し援えんが必要とされなかったことに加えて、魔術師は程度の差はあれども魔術の行使に回数の制限がついている。

　冷静に場を見極めて、必要のない魔術は使わないというのもまた魔術師の才能の一つであった。

「これで最後だっ！」

　残る一体に向けて、クラースが鋭するどく踏み込んだ時にそれは起こった。

　地面を蹴るクラースの両足と、その手に握にぎられた長剣の刃が同時に、燐りん光こうを放ったのである。

「なんだありゃ!?」

　驚おどろきの声を上げたブロスと、ほんのわずかに目を見開いたロレン達たちの前で、これまでよりもさらに鋭く素早い動きで最後の一体へと接近したクラースの放った一撃は、頑丈なレブナントの体の肩口へと吸い込まれていくと、その胴どう体たいをほとんど抵抗なく、脇わき腹ばらへとまっすぐに切り裂いてみせたのである。

「クラース!?　このバカっ！」

「クラース様……」

「調子に乗らせ過ぎたみたいね」

　どうだとばかりにロレン達の方を振り返ったクラースであったが、即座に三人の仲間の女性冒ぼう険けん者しや達に囲まれ、次々に怒おこられ始める。

「それはみだりに見せるものじゃないと、あれだけ言い含めたというのに！」

「で、でも。別に見せて問題があるわけじゃ……」

「クラース様、どこで誰が見ているか分からない以上、自重してくださいとあれほど……」

「普通にやっても勝てたのに。ほんっとにバカね」

「アンジェ、ボクはその……」

　魔術師の少女に冷たく言われるのが一番こたえるらしく、ごにょごにょと言い訳めいたものを口にしながらもたじたじとなるクラース。

　一方それを見守っていたブロスは、今しがた自分の目が見たものが信じられず、呆ぼう然ぜんとしたような表情で立ち尽くしていた。

「なんだ今のは？　いきなり消えやがったぞ」

「目で追えなかったか。トシは食いたくねぇもんだな」

「うるせぇ！　お前ぇは見えたのかよ」

「いちおう、な」

　そう答えたロレンであったが、果たして自分がクラースの相手をした場合に初見で今の動きをされた場合、それに対処できたかと問われるとはっきりできるとは答えづらいのも確かではあった。

　それほどまでに急加速したクラースの動きはすさまじかったのである。

　またその手に握られている剣の切れ味も信じられないほどであった。

　ただでさえ頑丈なレブナントの体の、しかも胴体を背骨ごと一刀両断にしてみせたのである。

　ロレンもそれに関してはやれと言われればできないこともないと考えてはいたが、それはロレンの得物があってこその話であり、普通の長剣でやったのであれば、胴体を切り終える前に剣の刃の方がダメになるか、刀身が折れるかしてしまうだろうと考えていた。

「今のは一体、なんだってんだ？」

「あれはですね」

　ひょいと二人の会話に割り込んできたのはラピスであった。

　気配を感じさせることなく背後からいきなりかけられた声に、ブロスはびくっと体を震ふるわせたが、ロレンは動じることなく胡う散さん臭くさいものを見る目でラピスを見る。

「分かんのか？」

「えぇ、もちろん。伊達だてに知識の神に仕えてないですよ、私」

　えっへんと胸を張って見せるラピスに、ロレンは無言で先を促うながす。

　少しだけつまらなそうに鼻を鳴らしたラピスはそれでも、クラースが見せた動きの理由を口にした。

「今のはたぶん〈増力ブースト〉です」

「魔ま術じゆつか？」

　名前から判断したロレンだったが、ラピスは首を横に振った。
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「違ちがいます。魔術にも似たようなものがありますが、そちらは〈助力アシスト〉と言います。〈助力〉は魔術をかけられた人の力を微び増ぞうさせる魔術ですが、〈増力〉は本人の能力のみならず、所持品などすべての能力を向上させる恩恵ギフトです」

「便利なもんもあったもんだな」

　ラピスの言葉が本当であるならば、クラースはその手にした刃や身に着けている防具だけではなく、その手が使う道具に至るまで全ての効果を通常のものより増ぞう幅ふくさせた状態で扱あつかうことができることになる。

　それがどれだけの恩恵をもたらすかは、ロレンやブロスにも十分理解できた。

「めったに見られるものじゃないですよ。あれが使えるのは普通、英えい雄ゆうや勇者といったものへ適性がある人だけです」

　英雄と勇者の間にどんな違いがあるのかはロレンには分からないが、どちらにしても雲の上の存在であることには違いなく、そんなものに近しいらしいクラースに嫌きらわれるというのはどうにも面めん倒どうなことのように思われて、ロレンは溜ため息いきを吐はいた。

「そりゃまた……天てん狗ぐになるのも仕方ねぇような才能だな」

　そんな才能持ちがなぜ冒ぼう険けん者しやなどをと思わないでもないロレンであるが、その辺りのごちゃごちゃしていそうな話は、何がどうあれ自分とは無関係であろうと考えないことにする。

「現在彼らの背後には冒険者ギルドがいるらしいですが、どうもこれはどこかの国家からのテコ入れがあったとみるべきですね」

「どうでもいいわ。俺にゃ関係なさそうだし。今回の仕事が終わりゃ後は顔を合わせることもねぇような奴らだしな」

　そういいながらもロレンの足は前へと歩き出していた。

　関係ないといいつつクラース達の方へと歩き出しているロレンを慌あわててラピスが追いかける。

「何をする気なんですか？」

「何もしねぇけど、とりあえず……」

　ロレンはまだぎゃーぎゃーと騒さわいでいるクラース達ではなく、その周囲で倒れている死体の方へと目を向けた。

「こいつら埋うめてやらねぇとな。野ざらしにするわけにもいかねぇだろ」

「それは、その通りですね」

　ロレンが口にしたセリフに、ラピスはこくりと頷うなずいてみせたのであった。







第三章　再進行から探索する







　レブナントの死体を埋まい葬そうし、一行はさらに進む。

　アンデッドとの遭そう遇ぐうは冒険者達の一部に、一度カッファへと引き返そうという考えをもたらしてはいたのだが、元々何らかの危険が存在することは承知の上での護衛依頼であり、その程度のことで引き返すということはできないのもまた事実であったのだ。

　死体を埋葬する際に、ロレンは死体の持ち物などを調べてみたのだが、彼らの衣服には特に目立った所持品は入っておらず、せいぜいが財さい布ふや装そう飾しよく品ひんの類たぐいがいくつか見つかっただけで、身元を示すようなものはなかった。

　だがそれがレブナントとなった彼らがやはりどこかの街のごく一般的な住民であったらしいことを裏付けている。

　それらの品々はいちおう、ひとまとめにして馬車へと積み込まれた。

　遺族が残っていれば返へん却きやくするべきものであるし、そうでなくともアンデッドと交戦したという証しよう拠こ品ひんになるからだったが、死者の持ち物を運ぶというのはやはりあまり気持ちのいいことではなく、一行の士気はやや落ちるような結果となっている。

　レブナントの一団を退治したクラース達はその技量を他の冒険者達から認められ、その評価はかなり上じよう昇しようしていたのだが、どうだとばかりに視線を向けてくるクラースをロレンは黙もく殺さつし、相手にしていない。

　確かに高い技量だとは思うロレンなのだが、それが何か自分に関係があるのかと考えれば、全く関係のない話であったからである。

　しばらくして、さらに一行の士気を落とすような出来事が発生した。

　それはロレン達が乗っている馬車の御ぎよ者しやが死亡してしまったのである。

　新たな敵の襲撃などによるものではなく、ロレンがなんとなく馬車の動きがおかしいなと幌ほろの中から外を窺いつつ御者の肩を叩くと御者が馬車から落ちてしまったのだ。

　慌てて手た綱づなを握り、馬車を止めたロレンだったのだが、馬車から落ちた御者はそのまま帰らぬ人となってしまっていた。

　死因は不明。

　ラピスがすぐに診しん察さつしたのだが、外傷は馬車から落ちた時にできた擦すり傷きずがいくつかあっただけで、それが直接の死因とは考えられず、その他には直接死につながるような要因は発見できなかったのである。

　さらにその御者は、その時点ですでに半ばアンデッド化し始めており、ロレン達は即座に御者の死体をその場で火か葬そうする羽目となった。

「いったい何が起きてやがんだかな」

　ぼやくロレンの隣では、ラピスが手綱を握って馬車を操あやつっている。

　知識の神の知識とは、馬車の操り方までフォローしているらしかったのだが、そこまで便利な神様ならば、もう少し信しん仰こうが広まっていてもよさそうに思うロレンである。

「何が起きているんでしょうね？」

　答えるラピスのロレンと反対側にはシェーナが馬車の揺れに睡すい魔まを召しよう喚かんされたのか、ラピスにもたれかかるようにして、すうすうと寝ね息いきを立てていた。

　その表情は穏おだやかなものだったが、内心は周囲の状じよう況きようをどう思っているのかと考えるとロレンの表情はわずかに曇くもる。

　シェーナは昨日からほとんど何も食べていない。

　元気そうに見えるので、体力的にはまだ余よ裕ゆうがあるようであったが、食事を受け付けないというのはロレンからしてみれば非常に心配してしまう出来事であった。

　何をするにしても食事というものは大事である。

　それを受け付けないというのは、やはり精神的に参っているのだろうと思いながら周囲を警けい戒かいするロレンの耳に、ラピスの呟つぶやきが聞こえた。

「あっちに数体いるみたいです」

　唐突に前後の文脈もなく、いきなりそんなことを言われて言葉の中身が理解できなかったロレンであるが、少し時間をおいてその言葉の意味を理解し、ぎょっとした表情でラピスの視線の先を追う。

　その先にあるのは緩ゆるやかな起き伏ふくを描えがいた平原であり、ラピスの言うような何かを見つけることはできなかった。

　考えすぎかと胸を撫なで下おろすロレンに、ラピスが追い打ちをかける。

「人の目では見えないですよ」

　言われてロレンは思い出した。

　ラピスの両目は外見からでは全く分からないものの造り物である。

　その四し肢しもまた義手義足であり、それらはラピスの生まれである魔族という特徴を隠かくすためにあつらえられた品物であった。

　ロレンがそのことを知ったのは、冒険者になって最初に受けた依頼の最中であったが、世界を渡わたり歩あるいて経験を積むと同時に、自分の失われた四肢と両目を捜すというのがラピスの目的であるのだ。

　それはともかくとして、造り物である以上は通常の目とは異なる何らかの機能が組み込まれていたとしてもおかしな話ではない。

「あっちにもいますね。二十ばかり」

「どうなってんだよ、この辺りはよ」

　見ることを諦あきらめて、声量は抑おさえ目に苦々しく呟いたロレンへ、ラピスは首を傾げる。

　その動作に伴ともなってわずかばかり馬車が進路をずらしたのを修正しながら、ラピスも声を抑えてひそひそと囁ささやく。

　それはどちらも、眠ねむっているシェーナを起こさないための配はい慮りよであった。

「昼間からアンデッドがわんさか。というのはどこかに発生源があるということですね」

「これから夜になるってのに、気の重い話じゃねぇか」

　昼間よりも夜に活動が活発になるのがアンデッドというものである。

　昼間ですらちらほら見えるものが夜になった場合、どれほど出てくるのかと考えると憂ゆう鬱うつな気持ちになるのも無理はなかった。

「もしもの時は、私とロレンさんとシェーナさんで逃にげましょう。大だい丈じよう夫ぶ、私達ならばきっとハンザの街までたどり着けます」

「その街に近づくにつれて、アンデッドの数が増えてる気がするのは俺おれだけか？」

「はっはっは。ロレンさん、嫌いやなこといいますね」

「笑いごとじゃねぇよ、全く……」

　嘆たん息そくと共にそう漏もらしたロレンだったのだが、それらの心配は夜には現実のものへと変化していた。

　二日目の夜を過ごすために、野営地の設営を始めた一行へ、日が落ちて夜になり活動を活発化させたさまざまなアンデッド達が襲おそい掛かかってきたのである。

「くっそがぁ！　なんだってんだこりゃ!?　キリがねぇぞ！」

　二丁の手斧を振ふり回まわし、血肉をまき散らしながら叫さけぶブロスの周囲には、半ば体のあちこちを腐くさらせ、ぼろぼろになった皮ひ膚ふの間から筋肉や内臓を覗のぞかせたゾンビ達が、わらわらと群がっている。

　単体ならば楽勝、ある程度群がって来られても対応可能であろう相手とはいっても、それが際限なく次から次へと湧わき出すように群がって来られたのでは、いかに黒鉄級冒険者といえども、少しずつ押おされていってしまう。

　さらに生身である冒険者達は戦い続けていれば疲ひ労ろうを感じ、やがては動けなくなるのが定めであるが、アンデッド達には疲つかれというものが存在していない。

　つまりはどれだけ切られようが殴なぐられようが、体のどこかが動く限りはまるで生者の温かみに縋すがり付つくかのように、襲い掛かってくるのを止めないのだ。

　さらに問題は、ゾンビ達の中にちらほらとではあったがレブナントの姿が交じっていたことである。

　ゾンビよりも強力な敵である彼らは、ゾンビ達よりも頑丈で力強く、動きも比ひ較かく的てきスムーズでいてやはり疲れを知らない。

　そんなものが、ゾンビ達に囲まれ動きが鈍くなった冒険者達に襲い掛かってくるのだ。

「ひっ！　く、くるなっ！　こないでぇっ！」

「いたいいたいいたいっ！　噛まないでっ！　食べないでっ！」

　一日目にシェーナの馬車に乗っていて、意識を失って倒たおれたということがあった女性冒険者達は、回復したといってもその影えい響きようがまだ体に残っていたのか、かなり早くに力ちから尽つき、ゾンビ達に押し倒されると次々に鎧よろいや衣服に守られていない部分から噛み千切られていく。

　それを助けようとした冒険者も、まるでその隙すきを見計らったかのようなレブナントの襲撃に、首筋や喉のど笛ぶえを噛みつかれて同じく地面をのた打ち回る羽目になった。

「お、お兄さん……」

　その襲撃には当然、ロレン達も巻き込まれている。

　近くにラピスを立たせ、腰こしのあたりにシェーナをしがみつかせた状態でロレンは背中の得物へと手を伸のばし、それを掴つかみながらぼそりと嘆なげく。

「試ためし切ぎりが死人の腐ふ肉にくとは、どうにもツイてねぇなぁ」

「嘆いてる余裕、あります？」

「あんまりねぇようだな」

　言いながらロレンは得物の柄つかへ手をかけると、巻かれている布を取とり払はらいながら背中からそれを一気に引き抜く。

　その動作から続けざまに横よこ薙なぎの一閃を放てば、死者が支配しかけている夜の闇やみの中に巨きよ大だいな質量が駆かけ抜け、ゾンビもレブナントも区別なく、重く湿しめった音と共に断たたれ、砕くだけ散ちり、血肉の飛沫しぶきを半はん壊かいした野営地へとぶちまける。

　ロレンの攻撃はそれだけには留とどまらず、振りぬいたそれを引き戻しつつ逆側に振り回せば、さらに数体のゾンビが切り飛ばされてただの肉につ塊かいへと変えられていった。

「おいおい、んなもんよく振り回せんな」

　驚くブロスの目の前で、ぴたりと構えられたその得物は夜の暗さの中でもそれとわかるほどに漆しつ黒こくの刀身を曝さらけ出だしていた。

　その表面には金細工でなにやら模様が描かれているが、驚くべきはやはりその巨大さである。

　それは以前にロレンが使っていた大剣よりもさらに長く分厚く、やや幅はば広ひろの刀身でその分、柄の長さがやや短いものとなっていたが、軽く振り回してみた限りでは使用に問題はなさそうだとロレンは判断した。

　その柄の方には滑すべり止どめとして細く長く切った革のようなものが巻かれているが、こちらも刀身同様に漆黒に染め上げられている。

「慣れだ、慣れ。そんなことより、どうすんだこれ」

　片手で軽くその大剣を一ひと振ふりし、肩かたに担かついだロレンはまだ腰にしがみついているシェーナを安心させるかのように、その頭を撫でてやりながら今の二度の振り回しである程度敵が減り、どうにか包囲を抜け出してきたブロスに尋たずねる。

　野営地を襲しゆう撃げきしているアンデッドの数は、冒険者達にいくら倒されても減ったような気配がなく、むしろ時間経過とともに増えているような気さえさせていた。

　いったいどこからそれだけの数が湧き出してきたのかという疑問は残るものの、今はそれについて論じているような余裕はなく、どう行動するのかを早めに決めてしまわなくてはいずれ数の暴力によって押しつぶされてしまうことは明白である。

「こいつら、なんでこんなに集まりやがった？」

　また大剣を一振りし、まとめて数体のアンデッドを切り払ったロレンへ、手を伸ばし捕まえようとしてくるアンデッド達からひらひらと逃げ回るラピスが答える。

「この付近に生きている存在というのが私達くらいしかいないんでしょうね。アンデッド達からしてみれば生きている者というのは闇やみ夜よの中の篝かがり火びみたいなものですから。明かりに惹ひかれる蛾がの如く群がってきているわけですよ」

「うれしくもなんともねぇ話だが、ブロスよ。進むのと引くのと、どっちがいい？」

　ロレンがブロスに問いかけたのは、野営地を襲ったアンデッド達の囲みを突とつ破ぱして、ハンザの街に向かうか、それともカッファの街へと戻るかという問いかけであった。

　現時点において今回の護衛依頼に参加した冒険者達は壊かい滅めつしかけており、依頼の遂すい行こうは難しいように思われたのだが、それでも無理にハンザの街へと進むか、依頼を放ほう棄きしてでもカッファに戻るかの二択たくに、ブロスはうめき声をあげてしまう。

「俺ぁ、別にこの依頼に参加した冒険者のリーダーってわけじゃねぇんだがな」

「それでもさ。恨うらみ言ごとなんて言わねぇからよ」

　ブロスにはブロスの仲間がいたはずだったのだが、ロレン達の近くで戦っていたブロスの周囲にそれらしき人ひと影かげはいなかった。

　はぐれたのか、それともすでにアンデッド達の餌え食じきになったのかまではロレンにも分からないが、ロレンからしてみれば冒険者として経験豊かであるはずのブロスの意見は、この場において何よりも確実な行動指針のように思えたのである。

「だったらハンザの街に向かうべきだ。依頼どうこうってわけじゃねぇ。戻りゃアンデッドの数は少なくなるかもしれねぇがカッファに向かうよりは、アンデッドの数が多いかもしれねぇが距きよ離りの近いハンザに向かった方がいい。まさか街が落ちてるってことはねぇだろう」

「ラピス、異論ねぇか？」

「特に思い当たりませんね」

「シェーナもそれでいいな？」

　腰にしがみついている少女へロレンが尋ねると、シェーナはその姿勢のままこくりと頷いてみせた。

「じゃあ決まりだな。生きてる馬車はあんのか？」

　ゾンビやレブナントといったアンデッドは、不思議と人以外の生物を襲うことはない。

　彼らは生前の彼らに近い存在しか襲わず、馬のような動物を襲うことがなかったのだ。

　そのために、これまで馬車を曳ひいてきた馬達たちは無事でいたのだが、襲撃してきたアンデッドに驚いて倒れたり暴れたりして、三台あった馬車のうち二台がすでに使い物にならなくなってしまっている。

　残る一台は元々ロレン達が乗っていた馬車であり、こちらはロレンが降りる時にきちんと馬を地面に打った杭くいにつなぎ、かつ馬車から外していたおかげでなんとか難を逃のがれていた。

「周囲のアンデッド共は俺がなんとかしてやる。ブロスは馬を馬車に繋つないでくれ。ラピスはシェーナを馬車に乗せて、いつでも出られるように」

「了りよう解かいです」

「分かったぜ！　あぁ畜ちく生しよう、俺のパーティ誰だれも生き残ってねぇじゃねぇかっ！」

　喚わめきながらも作業を開始するブロス。

　ラピスはロレンの腰にしがみついていたシェーナの手を引くと、すぐさま馬車へと駆け上がってシェーナを幌の中へと押し込める。

　その間、時間を稼かせぐべくロレンは肩に担いでいた大剣を振るうと、近づいてこようとするアンデッド達の群れを、力任せに押し返した。

「生き残ってる奴やつは集まれ！　ハンザの街まで強行突破すんぞ！」

　周りを積極的に助ける気はなくとも、見捨てていく気もないロレンは群がるアンデッド達を切り払いながら声を上げるが、その声にこたえる者はない。

　これは自分達以外は全ぜん滅めつしたのかと暗い気持ちになるロレンの視線の先で、ロレン達を包囲しているアンデッドの一角を切り裂く刃やいばのきらめきが見えた。

「よりによって、生きているのが格下。お前だとはな」

「そりゃこっちのセリフだ」

　悪態をつきながら近づいてきたのはクラースとその仲間達であった。

　それぞれが土つち埃ぼこりや血に汚よごれてはいるものの、パーティ全員が無事であるというのは彼らの実力の高さを物語っているようであったが、生存者といってもロレンからしてみれば、諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいとはいかない相手である。

「ハンザの街まで行くだと？　勝算はあるのか」

「ねぇよそんなもん。気にいらねぇなら余所よそを当たってくれ」

　吐き捨てるロレンに顔を歪ゆがめたクラースであるが、余所といわれても生き残っているのはその場にいる者達くらいなもので、今いま更さら別の方法を考えるわけにもいかないのは誰の目にも明白であった。

「クラース、今は議論している場合ではない」

「そうですクラース様。ここは団結して切り抜ぬけなくては」

　レイラとロールに諭さとされて、渋しぶ々しぶといった感じでクラースはロレン達に合流する。

　ロレンとしても、事と次し第だいはどうあれ生き残っている者を無下に追い出すような気は毛頭なく、さっさと乗れとばかりに馬車の方を顎あごでしゃくってみせた。

　それにむっとしたような視線を返しつつ、馬車へと向かうクラース達。

　見捨てるべきだったかとうんざり考えるロレンだったが、クラース達のうちで最後尾を歩いていた魔ま術じゆつ師しの少女の向こうに見えたものに思わず大声を張り上げた。

「伏せろっ！」

「え？」

　その大声が自分に向けられたものであることに、最後尾を歩いていた魔術師の少女であるアンジェが気が付いたかどうか、ロレンには分からなかった。

　きょとんとした表情と、どこか間の抜けた声。

　それだけを残してアンジェは横合いから突如襲ってきた何かに攫われ、その体を高々と持ち上げられてしまったのであった。

「あれは……」

　あまり緊迫感のない声で、ラピスが宙に高々と持ち上げられてしまったアンジェを眺ながめ、そのアンジェを持ち上げているものの正体を呟く。

「ドラゴンゾンビ……じゃなくて、ボーンドラゴンみたいですね」

　地面の下から首を伸ばし、馬車へと向かっていたクラース達の最後尾を走っていたアンジェをそのアギトでもって咥え、持ち上げてしまったのは全身を真っ白な人骨で形成された一頭のドラゴンであった。

　ロレン達はその時になって、初めて足下の地面が揺ゆれており、裂けた地面から這い出すように巨体を引き抜いているその姿を見て、顔を引きつらせる。

「でかいぞ！」

「それはまぁ、ドラゴンですから」

　ロレンの叫びにのんびりと答えるラピス。

　骨で形成された、おそらくはアンデッドであるはずのそれは、それでもドラゴンの名前を冠するにふさわしい威容を誇っている。

　それを目の前にして、ブロスは顔を青ざめさせつつさっさと馬車の幌の中へと逃げ込み、クラース達も襲われたアンジェのことを一時、忘れてしまったかのように言葉を失って立たち尽つくしてしまっていた。

　そんなクラース達へ頭上からアンジェが叫ぶ。

「レイラ！　私に構わず！　クラースを連れて逃げなさいっ！」

「アンジェ！　そんなことっ……今、助けるっ！」

　叫び返し、武器を手に飛び出して行こうとするクラースを必死の形相でレイラとロールがしがみついて引き留める。

「離してくれっ！　アンジェを助けなければ！」

「無茶だ！　少なくとも今の我々であんな化け物に太刀打ちできるわけがない！」

「クラース様！　命を惜しんでくださいっ！」

「見捨てていけというのか！　そんなことできるわけがっ！」

「どうするんですか、ロレンさん？」

　なんとなく言外に、全員見捨ててさっさと行きませんかという雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら尋ねてくるラピスへ、ロレンは少しばかり困ったような笑えみを向けた。

　あの武器屋で出会った時から、見下してくるような言動ばかりをしてきたのがクラースであり、それだけを考えるならばここで見捨てるというのはそう悪くない選せん択たく肢しのように思えないこともなかったのだ。

　だが、とロレンは頭をかく。

「やっぱ、無くすとどうなるかってのを知ってる身としちゃよ。このまま行っちまうかとは言いづれぇわな」

「んふふ。そういうのも嫌いじゃあないですよ？」

　含み笑いしつつロレンの言葉を肯定したラピスに、危ないことにつきあわせるという申し訳なさを覚えつつもロレンはいちおう念押ししておく。

「倒すのは無理だぜ？　俺、ただの傭よう兵へいだからな」

「三つ数えたら一発、アレの注意を引くやつを打ちます。その隙になんとかしてください」

「お前、〈治癒ヒーリング〉くらいしか使えないんじゃなかったっけ？」

「覚えたてほやほやの奴をお見舞いしてくれますよ」

　任せておけとばかりに、胸をたたいてみせたラピスに頷きを返して、ロレンは迷うことなく巨大な骨のドラゴンへと走り出す。

　一つ数えたところで、まだ喚いているクラース達の脇わきをすり抜け、二つ数えたところでドラゴンがロレンの存在に気が付いたらしく、アンジェを咥えたままおそらくは目なのであろう虚ろで暗い二つの穴をロレンへと向ける。

　咥えこまれているアンジェが、苦痛の悲鳴を漏らすのはドラゴンが少しばかり咥えているアギトに力を込めたせいであった。

　彼かれらは生き物を捕食するようなことはしないのだが、その生き物が発する怨嗟や苦痛、悲哀といった悪い感情を好む。

　それ故に、このドラゴンは捕まえたアンジェを即そく死しさせることなく、じわじわと牙きばを食い込ませその感情を啜っているのであった。

　それでもドラゴンと比べて脆もろい人の身であれば、アンジェは口から血反吐を吐き出し、ロレンはせっかくなんとかしようというのに、これで死んでしまったりすれば、なんにもならないと思いながら三つ目を数える。

「神の御名の下、輝け〈聖光ホーリーライト〉！」

　ちょうどロレンが三つ目を数えた瞬しゆん間かんに、ラピスが覚えたてほやほやだといっていたものを放つ。

　それは夜の闇のみならず、アンデッド達が放つ死の匂においさえ吹き飛ばして、目を焼く程の強烈な光をドラゴンの鼻先へと出現させた。

　その光は、あるのかないのか分からないボーンドラゴンの目を貫き、さらにその骨の表面すら焼くが、咥えられているアンジェの体には影響を及ぼさない。

　あらかじめ知らされていたロレンも、光が炸裂した瞬間は自分の目をかばっており、視界を奪われることなくドラゴンの足下へと肉にく薄はくすると、遠心力をたっぷりと乗せた大剣の一いち撃げきをドラゴンの前足へと叩たたき付ける。

　骨と鋼が噛かみあう耳障りな音が響ひびき、刃を叩き付けた部分が粉々に砕け散ると、体の支えの一つを失ったドラゴンの体勢が大きく崩れた。

　そのまま横倒しになりかけたドラゴンの体を駆け上ったロレンは、ドラゴンの背中から跳躍し、アンジェを咥えている頭を背後から後頭部のあたり目がけて大たい剣けんの一撃を放つ。

「お前にゃ過ぎたエサだ！　上手うまく吐き出しやがれっ！」

　後頭部を強打されたドラゴンは、叩き切られた足のように首を落とすことこそなかったが、その衝撃に思わず口を開き、咥えていたアンジェの体を落としてしまう。

　落下するアンジェの体を、同じく一撃を放ち終えて落下しているロレンが横よこ抱だきに抱かかえて着地し、ドラゴンが体勢を立て直そうとするのに目もくれず、一目散にその場から逃げ出した。

「ラピス！　馬車を出せっ！」

「了解です！　乗らない人は置いていきますよっ！」

　言いながらラピスが馬に鞭を当てると、呆然と一連の出来事を見守っていたクラース達が慌てて馬車へと乗り込んだ。

　それを追いかけるようにして、アンジェを抱えたままのロレンが馬車の中へと転がり込むと同時に、鞭を当てられた馬が猛然と馬車を曳き出す。

　その背後で、おそらくは怒りからなのだろう咆哮を吐き出したドラゴンが、地響きを立てつつ逃げるロレン達を追いかけて、再生した足で地を蹴りながら走り出すのが見える。

「野や郎ろう、骨でできてやがるから、翼がないのが救いだな」

　抱えていたアンジェを下ろしながら、ロレンは背後から追撃してくるドラゴンを見てそんな呟きを漏らした。

　普ふ通つうのドラゴンであるならば、翼には蝙蝠のような被膜が張られており、風を捉えるようになっているのだが、骨でできているボーンドラゴンには翼自体は存在していても、そこに張られているはずの被膜がない。

　飛んで追いかけて来られては、馬では絶対に逃げ切れないだろうと考えるロレンに、ラピスが馬を操りながら一言告げた。

「ドラゴンが空を飛ぶのは魔術の力ですから、翼は関係ないですよ？」

「じゃあ、あれ飛ぶのか？」

「アンデッドのほとんどは、知能が低いので魔術が使えません。ですのであれは飛べないですね、確か」

「だったら……」

　逃げ切れるのではないかと淡い期待を抱くロレンに、ラピスは冷たい現実を突きつけた。

「ですが馬とアレとでは能力が違いすぎます。すぐに追いつかれますよ」

　追いつかれたのであれば戦う以外に方法がなくなる。

　現在ここにある戦力だけで、あのボーンドラゴンに対抗できるのだろうかと考えるロレン。

　その足下に寝ねかされていたアンジェが、激しい馬車の揺れに苦しそうに咳き込みながら、またわずかながらに血を吐き出す。

「アンジェの容体が悪い。もっと静かに走れないのか!?」

　顔色を悪くしつつクラースがそんなことを言い出すが、すぐにブロスに胸むな倉ぐらを掴まれて怒鳴りつけられる。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　ちっとでも速度を落としたら、アレに捕つかまんだろがっ！」

「だけどっ！　このままじゃアンジェがっ！」

　ロレンの見立てでは、ボーンドラゴンに噛み付かれたアンジェはその負の感情を搾り出すべく、即死させられることはなかったが、それでもかなりの深手を負わされていることは間ま違ちがいなかった。

　血を吐いたことから、内臓がいくつか傷ついているはずであり、そんな状態の怪我けが人を激しく揺らすということがいいことであるわけがない。

　だが、ブロスの言うように後方から追いかけてくるボーンドラゴンに対して、馬車の速度は決して速いとは言えない速度であり、その速度を落とせばすぐさま追いつかれてしまうこともまた間違いがなかった。

「アンジェに死ねというのか！」

「あの骨に捕まりゃ、どうせ皆仲良くお陀仏になるだろうがっ！」

　ブロスの考えでは、現在馬車に乗っている全員の力を併せても、ボーンドラゴンには勝てないという見立てであるらしいとロレンはそっと深く息を吐く。

　ドラゴンとはそれほどまでに恐おそろしい魔ま物ものであるのだ。

　ロレンがそのアギトからアンジェを奪還できたのは、単にボーンドラゴンがロレン達を侮っていたところに奇き襲しゆうをかけた結果に過ぎないことは、ロレンも十分承知している。

「そこの神官、ロールといったか？」

　がたがたと激しく揺れる車内で、振り落とされたりしないように必死に車体にしがみついている神官服の青い髪かみの少女にロレンは声をかける。

　声をかけられたロールはほとんど這い蹲るような体勢から、こくこくと首を縦に振った。

「法術使えんだろ？　使い切ってもかまわねぇから、治療してやりな」

「おい、いいのか？　もしあのドラゴンと戦せん闘とうにでもなりやがったら神官の法術がねぇと、どうしようも……」

　慌てるブロスにロレンは冷静に答える。

「戦闘になった時点で俺おれ達たちの負けだろ。温存しても仕方ねぇなら、ここで使っても同じことだ」

「お前……」

　クラースが、唖然としたような表情でロレンを見る。

　たとえロレンが言うように、戦いとなれば確実に負けると分かっていても、傷を負ったときに即そく座ざにそれを治療できる法術の使用回数は残しておきたいと思うブロスのような考え方が普通であり、アンジェの治療に使い切っても構わないと言われるとは思っていなかったらしい。

　実際にはロールはクラースのパーティメンバーであり、その命令権はクラースにある。

　だが流石さすがに現状で、他のメンバーやブロス、ロレン達の生命線ともなりうるロールの法術をアンジェのために使ってしまうという考えはクラースにもなかったようだった。

「うちの神官の分までは回せねぇけどな。それで死んだなら仕方ねぇと諦めろ」

　そう言い捨てて、ロレンは揺れる車内を注意しながら進むと、御ぎよ者しや台だいへと続く幌をめくって運転中のラピスの様子を窺う。

　周囲は月明かりこそあれ、その他には光源となるものがない夜の世界である。

　視界もそれほど利かず、しかも道の状態はそれほど良くないという状況下だというのに、ラピスが操る馬車はそれが出すことのできるほとんど最高速度をキープしたまま、暗闇の中を疾走し続けているのだ。

　はっきりと恐きよう怖ふを感じてしまうロレンであるが、御者を務めるラピスの顔には不安や恐怖といった色はなく、真剣な面持ちでじっと前方を見据えていた。

「もしかして、見えんのか？」

　ラピスの瞳ひとみが義眼であることを思い出しつつ尋ねてみれば、ラピスはちらりと幌から顔を出しているロレンの方を見た。

「えぇもちろん。しっかりと見えてますよ」

「他の奴らに説明しづれぇな。今は気付いてないが、こりゃおかしいだろ」

「凄まじく夜目が利くとでも言ってください。そうでないなら、勘で走ってるとでも」

　今は追ってくるドラゴンの恐怖やら、これまでの騒さわぎでの混乱やらで誰もそれに気がつくことはなかったが、夜の闇の中、迷うことなく馬車を疾走させているラピスの行動はあからさまにおかしい。

　とてもではないが真似まねできるようなものではなく、それに気づかれた時にどう説明したものかと頭を悩ますロレンへ、ラピスは酷ひどくいい加減で適当な理由を並べてみせた。

「それで納なつ得とくしてくれりゃいいがな」

「そんなことより、後ろの馬車からあの赤毛の子を出してくれませんか？」

　いきなりすぎるラピスの要求に、その意図がわからずロレンは戸惑う。

「赤毛って……クラースだよな？」

「クラースだかボンクラだか知りませんが、とにかく赤毛の子です」

　意図は分からないがラピスがわざわざ指名するくらいなのだから、大事なことなのだろうとロレンは一いつ旦たん馬車の中に引き返すと、アンジェの傍かたわらでロールが法術を使うのを見守っているクラースの襟首を掴んで持ち上げる。

「な、何をするっ!?」

「どうすんだこれ？」

　そのまま御者台へと戻もどったロレンが暴れるクラースを持ち上げたままラピスへ聞くと、ラピスは手綱を握にぎっていた手の片方を外し、その手をロレンへと差し出す。

「寄越してください」

「おう」

　襟首を掴んだままロレンがクラースの体を差し出すと、ラピスはその胸倉を掴み、いきなり前方で馬車を必死に引っ張っている馬目め掛がけてクラースの体を放り投げたのだった。

「うわぁっ!?」

　驚おどろきの声を上げたクラースは少しの間宙を飛び、馬の腰から尻しりの部分にうつ伏せに落下すると必死の形相でそこにしがみついた。

　もし落ちれば、疾走する馬に踏ふみ潰つぶされるか、あるいはその馬が曳いている馬車に轢き殺される羽目になりかねず、その二つを回かい避ひしたとしても背後から追いかけてくるボーンドラゴンの餌食になってしまう。

「な、何をするんだっ!?」

「そこで馬に〈増力ブースト〉を使いなさい！」

　言いながらラピスは鞭を振るう。

　本当ならば馬の尻の辺りを叩くはずのそれは、そこにしがみついているクラースの背中から尻の辺りを激しく叩き、クラースが悲鳴を上げた。

「このままだとどうやっても追いつかれるんですよ！　そうならないために、馬に〈増力〉を使って、速度を上げる必要があるんです。さぁ早く！」

「生き物に使ったことなんて……」

「御託と能書きはいいから、使いなさいっ！」

　さらにもう一発鞭が入り、悲鳴を上げるクラースの両手がぼんやりと光を帯びる。

　その光が馬の体へ沁み込むように消えていくと、心なしか馬の走る速度が上がったような気がして、ロレンはさらに揺れが激しくなった馬車の縁に手をつく。

「やればできるんですっ！　さぁもっと強く！　寝てる暇ひまなんてありませんよ！　朝まで駆け続けなきゃいけないんですからっ！」

「朝になればなんとかなるのか？」

「ボーンドラゴンはアンデッドの中でも日の光に弱いタイプです。ですから朝が来る前に追いかけるのを止めるはずですから。ほらっ！　光が弱まってます！」

　追撃の鞭に、クラースの悲痛な声が夜の静寂に響き渡る。

「まぁその……死にはしねぇだろ」

　悲ひ惨さんだなとは思いつつ、止めさせるわけにもいかないロレンは何事かと馬車の中から顔を出そうとしていたシェーナを馬車の中へ戻るよう促うながすと、追ってくるボーンドラゴンも、馬にしがみつきつつ鞭打たれるクラースの姿も、どちらも視界や思考から締め出すべく、揺れる車内で座り込み、そっと目を閉じるのであった。




　そしてロレンは目を覚ます。

　がたがたと揺れる馬車は相変わらずであるが、目を閉じる前に感じていたほど破滅的な揺れではなくなっていた。

　幌ほろの隙間からはおそらく朝日なのであろう光が馬車の中へと差し込んでおり、ロレンの肩にもたれかかるようにして、シェーナがあどけない寝顔を晒さらしている。
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　座り込んだ姿勢のまま、馬車の中を見回せばとりあえず馬車自体が破壊されたような様子はない。

　ただ、少し責めるような目でロレンの方を見ているロールとレイラの前には、ロレンが目を閉じる前にはあのボーンドラゴンに噛まれたアンジェだけが寝かされていたはずだったのだが、その隣となりには何故なぜだかブロスまでもが寝かされていた。

「暢のん気きなものですね」

　口調まで責めるようなロールであるが、ロレンからしてみればあの状じよう況きようではすでに自分にやれることは残っておらず、わざわざ夜明けまで気を張って起きている必要を見出せなかったのであるから責められる意味が分からない。

　もしかすれば追いつかれるようなことになったのかもしれないが、その場合は戦って死ぬか、眠ったまま死ぬかだけの違ちがいであり、どうせ死ぬなら楽に死にたいものだというのがロレンの考えである。

「この様子じゃあ逃げきれたようだな。だが、ブロスはどうした？」

　けふけふと、血の匂いの混じった咳き込みをしているアンジェの様子は多少マシになった程度の変化であったが、馬車に乗るまでは元気であったブロスの様子は顔色が青ざめており、息も浅く、今にも死んでしまいそうな様相を呈ていしている。

　もしやボーンドラゴン以外の何かに襲撃されたのかとレイラを見れば、鎧姿の女騎き士しは首を左右に振ってみせた。

「分からない。逃げ始めてしばらくして、こうなった。後は時間の経過とともに悪化する一方だ」

「〈治癒ヒーリング〉は試したのか？」

「ロールを休ませて、一度施術してみたが回復する兆しはない」

　シェーナを起こさないように自分の体から引き離し、床ゆかへと寝かせるとロレンはゆっくりとブロスに近づいて顔を近づける。

　浅く苦しそうな息遣いのブロスの顔色は、それとわかるほどにはっきりと青く、顔中にびっしりと汗あせをかいており、意識が混こん濁だくしているのかうっすらと開いた瞳の焦点はとてもあっているようには見えない。

「病気かどうかは分からねぇが……不味まずいなこりゃ」

　医術の心得などないロレンであるが、ブロスの容体が悪いということだけははっきりと分かる。

　下手をすればそれは、命に関わりそうな状態にロレンには見えた。

「アンジェの容体もかなり不味い。〈治癒ヒーリング〉を二度ほどかけたが、傷が多い上に深くて、命を繋ぐのがやっとの状態だ」

　レイラにそういわれても、現状で打てる手はない。

　あとは運を天に任せる以外ないだろうとロレンは黙だまってレイラ達に背を向けると馬車の前の方から御者台へと顔を出す。

「お目覚めですかロレンさん。まぁまぁいい朝ですよ」

　おそらく、一晩中手た綱づなを握りしめて馬車を操縦していたはずのラピスは、顔に疲れの色など微塵も感じさせずに笑え顔がおでそう挨拶してくる。

　馬車から顔を出した状態で空を見上げれば、昨日の騒ぎが嘘うそであったかのように空は晴れ渡っており、太陽がまだ低い位置からとはいえ燦さん々さんとその光を浴びせかけていた。

　昨晩無理やり疾走させた馬は、元々丈夫な馬だったのか、それともクラースの力によるものなのか一晩中走り続けるという苦行を耐え抜き、今はゆっくりとした足取りでそれでも力強く馬車を曳き続けている。

　その下半身のあたりには、背中に鞭の跡をたっぷりとつけたクラースが白目を剥むいた状態でそれでもがっちりと馬にしがみついていた。

　あのボーンドラゴンから逃にげるためとはいえ、その体にどれだけの鞭が振るわれたのかを考えると、少しばかり冷や汗が流れるのを感じるロレンであるが、できることといえば、その経験からクラースが妙みような性癖に開眼しないことを祈るばかりである。

「ハンザの街までどのくらいで着く？」

　今はクラースの未来よりも、そちらの話題の方が大事だろうとロレンが水を向けると、ラピスは少しばかり考え込んだ後に、あっけらかんとした口調でこう答えた。

「分かりません。そもそもちゃんと街に向かっているのかも不明です」

　ぎょっとするようなことをさらりと告白したラピスであるが、それも仕方ないのかとロレンは考え直す。

　何せ普通の人間であるならば、馬車を走らせることすらままならないような状況の中を、普通の人間ならば絶対にやらないような速度でもって馬車を、しかも一晩中走らせ続けたのである。

　道の一つくらい間違えていても、それは仕方のないことだといえた。

「いちおう、一本道のはずなんですけどね」

「それならたぶん、大だい丈じよう夫ぶだろ」

「後ろの状況はあまり、大丈夫ではないみたいですが」

　肩越しに背後を振ふり返かえったラピスに、ロレンはひょいと肩をすくめて前を見る。

「前の状況ってのも大丈夫にゃ見えないぜ？」

「そっちは大丈夫です。途と中ちゆうかららめぇとかもっとぉとか言い出してましたから」

　ぞっとするようなことを口にしたラピスに、信じられないようなものを見る目を向けるロレン。

　そんなロレンの表情に、ラピスはいたずらっぽくにやりと笑ってみせた。

「嘘です。でも美少女に鞭打たれるなんてご褒美だと思いませんか？」

　そんな質問をされて、ロレンはげんなりとした気分になる。

　そういう趣しゆ味みが世界に存在していることは知っているロレンであるし、実際にそういう趣味を持っている人間を見たことがないわけでもなかったが、だからといって慣れたり、理解できたりするかと問われれば、断固として否と答えたいロレンであった。

「俺おれにそっちの趣味はねぇよ」

「それはよかった。もし肯定されたら困るところでした」

　どこまで本気なのか分からないラピスの言葉に、困ったような顔になるロレンだったが、その顔はすぐに別の困惑にとって代わられる。

　それはラピスが馬車を操縦するために握っていた手綱をロレンの方へと差し出したからであった。

「ロレンさん、真っ直ぐ走らせるくらいならできます？」

「そりゃまぁな」

「でしたらちょっとお願いできますか？　寝ねずに馬車を飛ばしてたので私もそろそろ限界が」

　考えてみればロレン自身はきちんと睡眠をとっているが、ラピスはボーンドラゴンから逃げ回まわる間ずっと、馬車を操あやつるために一睡もしていない。

　睡眠不足はいいことなど一つもないことを知っているロレンとしては、御ぎよ者しやを代わるくらいのことはなんでもないことで、すぐさま御者台に腰こし掛かけながらラピスが差し出してきた手綱を受け取る。

「寝るなら、幌の中に入った方がいいだろ」

　御者台の上が眠るのに適しているとはロレンには思えなかった。

　怪我人と原因不明の病人が一人ずついることはいるが、横になれる分だけ馬車の中の方がいいだろうと勧すすめてみると、ラピスは首を左右に振ってそれを拒きよ否ひする。

「いえいえ、ちょっと肩を貸してください。ここがいいんです」

　そういうとラピスはロレンの返事もまたずにその肩へと頭を預けると、ほとんど間をおかずして規則正しい寝息を立て始めた。

　あまりの寝つきの良さに驚くロレンであったが、一晩中逃げ続けるという緊きん張ちようと疲ひ労ろうがそうさせているのだろうと納得すると、なるべく体を動かさないように注意しながら、馬車を真っ直ぐに走らせることへ集中することにする。

「現在の位置が分かりゃ助かるんだがなぁ……」

　おそらくはハンザの街に向かって走ってはいるのであろうが、いまひとつ確信が持てない状態での移動というものは、心持ち不安になってしまう。

　せめて間違いなくそちらに向かっている確信が持てればいいのにと考えるロレンの背中が軽くくいっと引っ張られた。

　背後を振り返れば、幌の中から手を伸のばしたシェーナがロレンの大剣を包んでいる布を引っ張ってロレンの注意を引こうとしているところであり、ロレンは馬車の操縦を間違わないように気をつけながら、できる限り大きく背後を振り返った。

「どうした？」

「お兄さん……お姉さん達が」

　不安げなシェーナの言葉に、シェーナ越しに馬車の中を覗き見れば、ロールとレイラの二人が蹲るようにしてアンジェの傍らに倒たおれているのが見えた。

　悪い時には悪いことが重なってしまうものだと思うロレンであるが、馬車を止めたところでロレンには何が起こっているのか分かる術もない。

「何が起きてやがんだかな……呪われてんじゃねぇのかこれ」

「お兄さんどうしよう」

「お兄さんじゃねぇ、ロレンだ。どうしようってもどうすることもできねぇな。治療するにしたってここじゃ無理だ。どっか街にでも着かねぇとな」

「ハンザの街、もう少しだと思うよ。ロレンお兄さん」

「そうなのか？」

　尋たずねたロレンへ、シェーナはこくこくと頷うなずくと馬車から見える森や平原を指差す。

「お父さんのお仕事で、ハンザの街の周りは結構出歩いてたの。この風景は見覚えがあるから、たぶん、もうちょっとで街が見えてくるはずだよ」

「そいつはここ最近で一番の朗報だな。ちっとは運が向いてきたか？」

　地元を良く知るシェーナがいうのであれば、その情報の信しん頼らい度どは高かった。

　ハンザの街に到とう着ちやくすることができれば、少なくとも医療器具や薬の類たぐいがあるはずであり、医師の診しん察さつを受けることも可能で、馬車の中で倒れている四人の助かる可能性が高くなる。

　そんなことを考えているロレン達たちの視界の先に、塀で囲まれた都市が姿を現したのはシェーナがもうすぐだとロレンに告げてからほどなくのことであった。

　都市国家ハンザの中心部ともなれば、その防備はかなり堅く作られているようで、ハンザの街を取り囲んでいる防ぼう壁へきは分厚く高いものである。

　その防壁の一部には開閉式の扉とびらが設けられており、街に出入りする者達はそこを通らなければ街の中へは入れないようになっていた。

　怪我人一人と原因不明で意識の無い三人を連れた状態で、果たして街の中に入れてくれるのかという心配は残るものの、最悪医者を呼んでもらって診てもらうくらいのことはできるはずであったし、国家主席の娘むすめを連れてきたということが分かればそう邪険に扱あつかわれるようなこともないだろうと考えるロレンだったが、いつの間にか目を覚ましていたらしいラピスが頭を預けていたロレンの肩かたから体を起こしつつ、ロレンへ警告を発する。

「気をつけてくださいロレンさん。あそこはおかしいです」

「何がだ？」

　おかしいといわれてもロレンには何のことなのか分からない。

　少しずつ近づいてくる街の入り口は、本来ならば通行人でごったがえしていてもおかしくないのであろうが、今はそこに人の姿は全く見えなかった。

　だがそれは、街の周辺をアンデッドが彷徨さまよい歩いているとなれば、街を訪れようと考える者が減るのは当然で、それほどおかしなことであるとは思えない。

　そこまで考えたロレンは、見えないのは通行人ばかりではなく、普通ならばその通行人達を管理するための番兵のような者達の姿すら見えていないことに気がつく。

　いかに通行人の数が減っていたとしても、番兵がその任務を放ほう棄きしてその場からいなくなるということは考えにくい。

　ラピスがいうおかしさとはこれのことかと思うロレンの手から、ラピスはゆっくりと馬車の手綱を引き抜く。

「いつでも戦えるようにしておいてください」

「分かった。だが……まさか街が？」

「分かりません。入り口が開いてなければアンデッド達を警けい戒かいして篭城中という線も考えられたのですが、入り口、全開になってますから」

　誰だれもいないというのに、入り口の扉だけは大きく開け放たれているという異常さ。

　それは確実にそこで何かがあったのだということを表しているようなものである。

「どうすんだよ？」

「街に入る以外にないですよ。誰もいなくとも物資は残っているかもしれませんし、もしかしたら街の内部で篭城している可能性もまだ残っていますし」

　いずれにしても当初の目的はシェーナをハンザの街へと連れて行くということであり、目的地がそこにある以上はそこへ入って行くしかない。

　さらに怪我人であるアンジェの容体は一刻も早くきちんとした治療を行わなければ、死に至るような状態であり、原因不明で倒れているブロスやレイラ、ロール達に関しても、そのままにしておけば一日目に死んだ女性冒ぼう険けん者しやと同じ末路を辿る可能性が否定できなかった。

「やっぱりツイてねぇな」

　少しでも運が向いてきたかと思ったのは錯覚だったかと思っても、状況を考えれば引き返すというわけにもいかない。

　ここまで不運続きであると、戻った途と端たんに折せつ角かく一度は撒いたあのボーンドラゴンと鉢合わせになりそうな気すらしてくるのだ。

「なんとかなるでしょう。さ、行きますよ」

　そんな気の重そうなロレンとは対照的に、あまり事態を重くは見ていないらしいラピスは少しばかり馬を急がせて街の入り口へと向かい始める。

　それを止める術もなく、ロレンは段々とその姿を大きくしていく街の入り口を、じっと見続けることしかできないのであった。

　本来ならばそこを通行する旅人や商人。

　そういった者を呼び止めて、街に入らせるための検査をおこなう番兵達。

　それらの人の姿というものが一つもない門を潜くぐるというのは、当たり前であるがロレンにとっては初めての体験であり、その不気味さというものはとてもではないが戦場では味わえない類の代しろ物ものであった。

　隣で馬車を操るラピスは、のんびりと周囲に目をやりながら軽く馬に鞭を入れようとして、いまだに馬の下半身辺りでのびているクラースの背中に鞭を入れてしまい、びくびくと痙けい攣れんし始めたその気持ち悪さがロレンの感じている不気味さに拍車をかける。

「あれ、下ろしてやった方がいいんじゃねぇか？」

　不気味さは脇へどけておくとしても、馬の上で意識を失っているらしいクラースもある意味怪我人といえないこともない。

　怪我をさせたのは主にラピスということになるのだが、それも考えないことにしてロレンがそんな提案をすると、ラピスは露ろ骨こつに嫌いやそうな表情になった。

「私、触さわりたくないんですけれど？」

「俺もできりゃ触りたくねぇなぁ」

　背中からお尻のあたりにかけてしがみついているクラースが、痙攣し続けているというのはしがみつかれている馬の側からしてみれば非常に迷めい惑わくな話だろうと思うロレンであるが、だからといって馬車を停めて、クラースの体を降ろしてやろうという気にはなれない。

　それくらいに白目を剥いて痙攣する人間というのは気味の悪いものであった。

「それにしても、本当に誰もいねぇのな」

　門を潜って街に入り、おそらくは大通りなのであろう広い街路の中をゆっくりと走っていく馬車であるが、道にも人ひと影かげは一つもなく、物音の一つも耳に届いてこない。

　ゴーストタウンなどという言葉もあるが、それにしては街は荒れたりしておらず、少し前まできちんと手入れがされていたように整然とした様子を見せている。

「アンデッドが街を襲しゆう撃げきした、って感じでもねぇな」

　もしそんなことがあったのであれば、街路や建物にそれらしき痕こん跡せきがあっておかしくないはずだったのだが、ロレンが見る限りではハンザの街並みに何かと住民が争ったような跡は見られない。

　建物が壊れたり窓が割られたり、どこかに血痕が残っていたりというようなものが何一つ見られないのである。

「人がいねぇのに、きれいな街ってのがこうも不気味だとはな」

「誰もいない街をあなたと歩く、なんてロマンティックじゃないですか？」

　目を細め、周囲をやたらと警戒し続けるロレンとは対照的に、手綱を握るラピスは笑顔でそんなことを言いだす。

　その感性はロレンには今一つ理解しがたいものであったが、それをわざわざ指摘して上じよう機き嫌げんのようなラピスの機嫌を損ない、不気味さに険悪さまで付け足すような真似をする必要はないだろうと口を閉ざした。

「とにかくまずは、病院を探すべきだろうな。後ろに半死人が四人乗ってるのを忘れたわけじゃねぇだろう？」

「それもそうですね。シェーナさん、病院の位置とか分かります？」

　街のことはその街の住民に聞いた方が早い。

　そう考えるラピスの質問に、シェーナは馬車の幌の中から頭だけ出したような状態で周囲を見回した後、一つの方向を指差した。

「あっちにあったと思います」

「ではそちらに向かってみましょうか」

　シェーナの指し示す方向へ馬首を向けるラピス。

　人影が全く周囲に見られないとはいえ、外見上は全く変哲の無い街路の上を馬車がゆっくりと進みだす。

　しばらくして到着したシェーナのいう病院というのは個人が経営する医院のようなものであった。

　他に一応都市国家であるハンザが経営していた病院もあったらしいのだが、シェーナが分かるのはそこしかなかったらしい。

「腕うでのいいお医者様がいると、お父さんが連れてきてくれたんです」

「それってどうなんだと、思う俺が間違ってんのかね？」

　国営の病院よりも街医者の方が腕がいいというのは、あってもおかしくないと思うロレンであるが、自分の娘を国の施設よりも腕がいいと思われる病院に連れてくる国家の主席というのはどうなんだと思ってしまうロレンである。

「今はかえってそれが良かったかもしれないですよ？」

　医院の近くに馬車を停め、馬を馬車から外して適当な街路に括りつけながらラピスはロレンとロレンの腰こしにしがみついているシェーナの姿を見ながら言う。

「街の状況が分からない現状で、あまり大きな施設には立ち寄りたくないですからね」

「どういう意味だそりゃ？」

「特に意味は。それより馬車からみなさんを降ろしてもらえませんか？　ほら、貴方あなたも手伝ってくださいよ」

　ラピスが声をかけたのは、馬から下ろされたクラースであった。

　かなり背中を叩かれはしたものの、他のメンバーに比べて元気であるクラースは馬から下ろされるなり意識を取り戻し、力ちから尽つきたかのようにその場に座り込んでしまっている。

「少し休ませてくれてもいいだろう？　あのドラゴンから逃げ切れたのはボクのおかげみたいなものじゃないか」

「そのドラゴンからアンジェさんを救出できたのは、うちのロレンさんのおかげということをお忘れじゃないですよね？」

「くっ……」

　言われてようやく思い出したのかと呆あきれるロレンへ、クラースは立ち上がりながら体はロレンの方へ向けつつ、視線は斜め下に逸らすという態度でもって向かい合うと、ぼそぼそと聞き取りづらい声でもってロレンへと話しかけてきた。

「そ、その……アンジェを助けてくれたことは、礼を……言う」

「まだ助かってねぇだろうが。御託並べてる暇があったらさっさと奴やつらを病院へ運ぶのを手伝えってんだ」

「分かった」

　項垂れはするものの、素す直なおにそう返事をしたクラースを見ながらロレンはにやりと笑う。

「そういや一晩中、うちの神官に鞭入れられてたが……何かに目覚めでもしたかよ？」

「なっ!?　そんなわけあるか！」

「意外と悪くねぇ、とか思ったりしてねぇだろうな？」

「誰がそんなことを思うか！　ボクはノーマルだ！」

「……そういうのに目覚めんのが、アブノーマルだってのは知ってんだな」

　呆れたようなロレンの台詞せりふに、顔を真っ赤にしながら何か言いかけたクラースであったが、しばしロレンを睨みつけつつ何か考え、やがて結論に達したらしく黙ってロレンへ背を向けると、言われた通りに馬車の中で倒れている面々を運ぶために移動し始める。

　その背中を見送るロレンへ、ラピスが少しばかりからかうように囁ささやいた。

「何も挑ちよう発はつしてまで、いつもの調子に戻そうとしなくとも？」

「んなわけじゃねぇよ。からかっただけだ」

　ぱたぱたと手を振ってラピスを追い払はらうようにしてから、ロレンもまた馬車の中で倒れているメンバーを運ぶべく、馬車へと歩き出した。

　馬車で倒れているメンバーのうち、ロレンはブロスだけを運ぶことにして残りの三人はクラースに任せることにする。

　別段クラースに余計仕事をやらせようという意図があったわけではなく、倒れているのが女性であり、しかもクラースの仲間であるならばクラースに運ばせるのが後々問題となることもないだろうという配はい慮りよの末の行為であった。

　それをクラースがどう受け取ったのかは知る由もなかったが、代わりにロレンは馬車の中に少しばかり詰まれていたあの野営地から持ち出せた物資の運び出しを行う。

　野営するために降ろしてしまった荷物は持ち出すことができなかったが、使わないだろうからと馬車に積んだままにしてあった物資はあの無茶な走行中にも馬車から落ちたりすることなく残されており、食料や多少の医薬品がその中には含ふくまれていた。

　これならば、最低限度になるかもしれないが意識の無い三人と怪我人一人をある程度治療することができるのではないかと考えたロレンだったのだが、それよりもいい物をラピスがすぐに発見する。

「さすが個人経営とはいえ医院です。薬の類が豊富に残されてました」

　入院施設も併へい設せつされており、多少衛生面に疑問は残るものの寝具がそのままになっているベッドがあったので、そこへブロス達を寝かせていたロレンとクラースのところへ、シェーナを伴ともなったラピスが両腕に一いつ杯ぱいの薬を携えて姿を現した。

　どうやらロレン達が怪我人などの運搬をしている間に、ラピスはシェーナと共にこの医院の家捜しをしていたらしい。

「これだけあれば、大概のことはできそうな気がしますね」

「そうか、だったら手早く頼たのむわ。ここまで来て死なれても寝覚めが悪ぃ」

　ロレンにそういった技量や知識はない。

　聞いてみるとクラースにもそういった技術はなく、クラースのパーティでは魔ま術じゆつ師しのアンジェがそういった知識を持っていたらしいのだが、その彼かの女じよは今深手を負って自分が治療を必要とする立場になってしまっている。

「分かりました。ちょっと色々やりますので、ロレンさん達はシェーナさんを連れて外に出ていてもらえますか？」

「ボクにも出ていろというのか！　彼女らはボクの仲間なんだぞ！」

　案の定ラピスの提案に噛かみ付いたクラースだったが、ラピスはそんなクラースへ蔑んだ視線を向け、その視線に勢いを殺された形でクラースは口ごもる。

「これから治療するので、その三人の衣服を緩めたり脱がしたりするわけなんですが……そういう場面を見たいというんですか？」

「あ、いやそのそれは……」

「それとブロスさんも脱がすことになると思うんですけど、中年男性の裸が見たいというのは中々高度な趣味かと思うんですが」

「誰がそんなことを言った!?」

　顔を赤くして大声を出すクラースに、ラピスは黙ってベッドに寝ねかされているアンジェ達を指し示して見せ、病室で大声を出したことを恥じたのか、自分の手で口を押おさえたクラースに出て行けとばかりに病室の入り口を指差す。

　今度はその指示に従って、すごすごと病室を後にするクラースを追いかけるようにして外へ出ようとしたロレンをラピスが呼び止めた。

「ロレンさん、この建物の周囲の警戒をクラースに任せて、ロレンさんはシェーナさんと一いつ緒しよに少し周囲の探たん索さくを行ってもらえませんか？」

「俺が？　シェーナと？」

　どういう組み合わせだと疑問に思うロレンへ、ラピスは続ける。

「クラースに周囲の探索をさせても、あまり成果が得られるように思えないんですよね。同時にシェーナさんの面めん倒どうを見させるのもどうなのかなと」

「ここにいてもらっちゃ不味いのかよ」

　周囲の探索を行うこと自体に異論はないロレンであるが、そこへシェーナを連れて行けといわれれば話は別である。

　何と遭そう遇ぐうするか分からない行動に、まだ幼い少女を同行させるという危険を冒す気にはなれず、それを提案してきたラピスの意図が分からない。

「先ほども言いましたけど、治療するのに衣服を剥ぎます。女性陣はまだしも、ブロスさんの全裸はシェーナさんにはちょっと悪あく影えい響きようがあるのではないかと」

「全裸にすんのかよ」

　そこまでしなくてもと思うロレンではあるのだが、医師の心得のあるラピスがするというのだから必要なことなのだろうと考え直せば、確かにそんな現場をシェーナに見せるというのは何かしらまずい気がしてこなくもない。

　だがやはり、危険なのではないかと思ってしまうロレンは、ラピスがさらに一押しをかけてくる。

「ちょっと周囲を散策する程度でいいんです。それにシェーナさんは元々ここの住民ですから、土地勘があるでしょうし」

「そりゃまぁ確かにな」

　いい所のお嬢じよう様さま、という感じなのであれば街のことなど知っているとは思えないのだが、これまでの話を聞いてみるに、シェーナは街の内外のことをある程度は知っているようで、それならばラピスが言うように土地勘があると考えるべきであった。

「お願いできませんか？」

　先ほどクラースと話していたときとは打って変わって真ま面じ目めな表情をするラピスに、そういったきちんとした理由があるのであればロレンとしてもそれ以上、反論してみる気にはなれずに浅くではあるが一つ頷く。

「危険だと思ったらすぐ帰ってくるからな」

「それはもちろんです。よろしくお願いしますね」

　頼たのまれてしまえばロレンとしても行動に移さざるを得ない。

　理り屈くつは理屈として理解しつつも、やはりあまり気が進まないながらにロレンはシェーナを伴うと、クラースに医院の警備を言いつけてからゆっくりとその周辺の探索へ移るのであった。







第四章　探索から追跡する







　ロレン達が逃げ込んだ医院というのはハンザの街の商店街のような区画にあり、周囲にはさまざまな店舗が軒のきを連ねていた。

　医院の警備をクラースに任せたロレンは、シェーナを連れながらその区画をゆっくりと警戒しつつ歩いていたのだが、人ひと気けのない店舗などに踏み込んでそこに並べられている商品などを調べ始める。

「野菜は萎びて駄だ目めになっちゃいるが、それほど腐ふ敗はいはしてねぇと。相変わらずどこの店舗にも争った形跡はねぇ。食いかけの食事があった家もあるが、多少乱れちゃいたものの、やはり何かに襲撃されたような形跡がねぇなと」

「みんな、どこへ行っちゃったんだろう？」

　シェーナの疑問にロレンは答える言葉がない。

　むしろその疑問は自分が誰かに投げかけたい代物であって、都合よく誰かが説明しに出てきてくれないものかとも思うのだが、そうそう上手うまい話が転がっているわけもなかった。

「集団でどこかに逃げ出したにしちゃ、生活感がありすぎる。荷物もほとんど持ち出されてねぇし、金目のものも残ったまんまだ」

　実際に踏ふみ込んだ店舗や家々には、現金やら貴重品やらの類が手を付けられることもなくそのままの状態で残されていた。

　戦いくさ働ばたらきの傭よう兵へいならば、少しばかり失敬していくようなそれらを、ロレンは手を付けることもなくそのままにしている。

　戦場でならば敵兵の懐ふところを漁あさったこともあるロレンだが、ここは戦場ではなく、しかもそれらの持ち主は兵士ではなく普ふ通つうの住民だ。

　それでなくとも、原因不明で誰もいないという気味の悪さからして、そこに残されているものに手をつけようという考えはロレンの頭の中には沸き起こることがなかった。

「シェーナ、この街の人口ってのはどれくらいいたのかわかるか？」

「じんこう？」

　きょとんとした口調で尋ね返されてロレンはなんでもないと手を振る。

　父親の仕事について歩いて、ある程度街や街の周辺のことを知っているシェーナでも、人口のような数値に関してはやはり知らされていないようであった。

「街の規模からして住民は三万から五万ってとこか？　そいつがみんな煙けむりのように消え失せたなんて話は、報告したって信じちゃもらえねぇぞ」

　首尾よくシェーナを親元に戻せようが、何らかの理由で戻せなかろうが、カッファの街に帰ればロレンには冒険者ギルドに今回の依い頼らいの参加者の末路やら、ハンザの街の状態やらを報告する義務が生じている。

　だが、見たものをそのまま報告したとして、冒険者ギルドがそれを信じてくれるとは到とう底てい思えず、ロレンは重苦しく息を吐はく。

　今現在ロレンは実際の街の状態を見ているからこそ、それが本当のことなのだと理解することができるが、そうでない状態で都市国家の中心都市の住民が、一人残らず消えておりましたという報告を聞けば、鼻で笑ってしまうはずであった。

　それくらいに現実はばかばかしい状態を提示している。

「大体、人間が痕跡も残さず消え失せるなんてことがあるわけねぇからな。これで血痕やら死体やらが見つかりゃまた別なんだが」

「お兄さん……」

　ロレンの羽織っているコートを握にぎりしめて、隣を歩いていたシェーナが不安そうな声を上げるのを聞いて、ロレンはぼやき交じりの独り言を垂れ流していたことを少しばかり恥じた。

　すぐそこにこの街の住民だった少女がいるというのに、死体が見つかれば等と口にしてしまうのは、配慮が足りないにも程がある。

「済まねぇ、ちと気が立ってた」

「ううん、大丈夫です。でも本当に……お父さん達どこに行っちゃったんだろう」

　シェーナの両親がまだ無事であると仮定して、もし街にまだ留とどまっているのであれば居場所は街の中心部だろうとロレンは考えている。

　色々な理由がそこにはあるのだろうが、大体権力者というものは自分の権力が及ぶ範はん囲いのおよそ中心部にいたがるものらしく、その館や城といった建造物は街の中心部に建てられることが多いからだ。

　そこへ至る道は簡単である。

　ただ大通りを突き当たるまで真っ直ぐに進めばいい。

　ハンザという都市は周囲を防壁で囲まれてはいるのだが、市街戦というものを想定していないらしく、中心部まで大通り一本で繋げられてしまっているのだ。

　小さな都市国家とはいえ、中心となるべく都市がそんなことでいいのだろうかと考えてしまったロレンであるが、所詮は他人事であり余所よそ者もののロレンが心配しても仕方ない。

「できりゃさっさとその主席とやらの館を調べてしまいたいとこなんだがな」

　街の中に生存者がまだ存在しているかどうかは分からないが、もしいるのであれば街の中がこれだけ閑散としてしまっている以上、その居場所は中心部の主席の館である可能性が高いとロレンは見ていた。

　だからこそ、そこを調べて生存者がいるならば合流し、そうでないならばこのように不気味な雰ふん囲い気きの街などさっさとおさらばしたい気持ちでいるのだが、現在七人しかいない戦力のうちの四人までが立ち上がることすらできない状態では、残りの三人でなんとかするというのはあまりにも危険すぎる。

「四人の回復を待って本格的に動くってのがいいんだろうが、それほど時間の余よ裕ゆうがあるもんかね」

　街をこのような状態にした原因がなんであれ、そこに何らかの意思が介在するのであれば、そんな場所に迷い込んできた自分達に時間的猶予を与えてなどくれないだろうとロレンは思う。

　そんなことを考えながら歩いていたせいか、周囲への注意が散漫となっていたロレンはそれに気が付くのがシェーナよりも一拍遅おくれてしまった。

「お兄さん、誰かいます」

　それはいくつ目かの家屋を家捜しした後のこと。

　結局そこでもめぼしい情報や物を見つけることができずに、次の家屋へ向かおうとしていたロレンの服をシェーナが強めに引っ張ったのだった。

　その声に意識を引き戻されたロレンは、近くの建物の角からこちらを窺うように立たち尽つくしている街服姿の女性の姿を認めて、声を上げる。

「待て！　怪しいもんじゃねぇ」

　無断で他人の店舗や家屋に侵入しておいて、今いま更さら怪しくないもないものだという思いが一瞬頭をよぎるが、その女性は一瞬体をびくりと震ふるわせはしたものの、逃げ出す気がないのかその場にとどまったまま、声を上げたロレンとシェーナの姿を見続けている。

「本当に怪しいもんじゃねぇんだ。この街に依頼で来た冒険者なんだが街の状態がこんななんで、何があったのかと調べてる最中で……」

「助け……なんですか？」

　おずおずと問いかけてきた女性は、年の頃ころはおそらく二十歳さい前後くらい。

　やや暗い茶色の長い髪かみをした、とりたてて目立ったところもないどこにでもいそうな女性であった。

「助けというわけじゃねぇんだが、あんたこの街の住人か？」

「はい。シュテールといいます」

「いったいこの街で何があったってんだ？　住民達ってのはどこ行った？　あんたはどうしてここにいるんだ？」

　シュテールと名乗った女性に矢継ぎ早に質問を繰り出すロレン。

　シュテールは驚おどろいたように目を見開いていたが、やがて静かに首を左右に振る。

「分からないんです。何日か前に突然、周りの人達がおかしくなって……怖くなって家の地下室に隠れていたんですが、食料が尽きてしまったので様子見も兼ねて外に出てみたところでしたので」

「家族とかはいねぇのか？」

「独り身でしたので。両親は他界しております」

「あんたの他に誰かいねぇか？」

「すみません。分かりかねます……」

　生存者を見つけてようやく状じよう況きようが分かると思ったロレンだったが、シュテールが持っている情報というものはあまりにも少なかった。

　女性の独り身であるならば、仕方のないことかもしれなかったが、それでもロレンの表情から落胆の色は消せない。

「あの、そちらの方はもしや国主様のご息女様では？」
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　どうしたものかと考えるロレンの傍かたわらに立っているシェーナに気が付いたシュテールに聞かれて、シェーナがこくりと頷いた。

「それでしたらやはり、国主様の屋敷に行かれるというのは……あそこならば国の兵士様達が詰つめておりましたし、周囲に柵等もありましたからきっとご無事でいられるのではないかと」

「それしかねぇかな」

　動けない四人の扱いをどうするかという問題は残るものの、ラピスの手によってある程度治療が施ほどこされているのならば、馬車に乗せて運ぶことくらいはなんとかなるのではないかと思われた。

　ならばここは早急に主席の屋敷に移動して、生き残りと合流した方がいいと考えたロレンは、ラピスにそのことを相談するべく踵を返す。

「あんたはどうする？」

「わ、私もお連れください！　一人ではとても国主様の屋敷までたどり着ける気がしません」

　大通りに通行を邪じや魔まするような存在の姿は、少なくともロレンの目には確かく認にんされていなかった。

　これならば別に一人でもたどり着けるのではないかとも思うロレンだったのだが、もしも何かがその辺に隠れていて、誰かが通りかかるのを待っていたりするのであれば、確かに女性一人の足ではたどり着くことも逃にげ出だすことも、どちらも等しく困難であるように思われる。

「仕方ねぇな。ついてきな」

　敵の存在は確認できなかったものの、生存者を一人見つけただけでもある程度は成果であろうと考えるとロレンはシェーナとシュテールの二人を連れて、ラピス達が待っているはずの医院まで引き返すこととした。

　医院へと引き返すと、言われたとおりにその周囲を警戒していたクラースが、見慣れない女性の姿に腰の剣けんに手をかけそうになったが、ロレンが生存者であることを説明するとすぐに構えを解き、また周囲の警戒を始める。

　ちゃんと指示すればその通りに動くくらいの素直さはあるのだから、おそらく最初に見せていた妙みような口の悪さやらプライドの高さというのは、おそらく周囲の環境が悪かったのだろうなと彼かれに関してはある程度好意的に見ることに決めて、医院へと入ったロレンはブロス達が治療を受けている病室へと向かおうとする前に、姿を見せたラピスと鉢合わせすることになった。

「治療は終しゆう了りようしましたが、しばらくは立ち入ってはいけません」

　そう言ってロレン達たちを医院の中へは入れようとしないラピス。

　何かしら妙な雰囲気を感じつつも、今はもっと話さなければならないことがあるだろうとロレンは発見してきた生存者であるシュテールのことや、生き残りがいるのであればやはり街の中心部にある主席の館であろうと思われること、ついでに周囲の探索の結果、敵となりそうな存在やシュテール以外の生存者の姿がなかったことなどを報告する。

「まだ日は高ぇから、移動するなら今のうちだと思うんだが、どうだ？」

「そうですね……ただ……」

　ロレンの提案に、腕を組んで考え込むラピスであったが少しばかり苦しそうに病室の中の四人の容体について語りだす。

「原因不明の三人については問題ありません。少し休ませれば回復すると思うんです。ただ問題はアンジェさんです。こちらは外傷からくる出血と、圧迫による内臓の損傷が激しく、いまだに危険な状態で動かすことはあまりお勧すすめできません」

「どのくらいで可能になる？」

「少なくとも今日一日は安静に。ロールさんが復帰してくれれば法術の使用回数も復活していると思いますので、明日中には動かせるようになると思うんです」

「無理に動かして死なれるってのも、後味が悪ぃしなぁ」

　しかしだからといって、この場を動かないという判断を下せば、何がいるのか分からない場所で一夜を明かすということになる。

　それがどれだけ危険なことであるのかは、現時点ではなんとも判断できない。

「クラースを護衛に置いといて、俺おれ達だけで行くって手もあるんだが」

「ロレンさん、なかなかに冷血かつ無慈悲な考えです」

　冷静にラピスに突っ込まれて、ロレンは苦笑する。

　もしこの場で一晩を明かすことが本当に危険なのだとするならば、そんなところに戦えない四人と、クラースを置いていくということは全員に死ねと言っているのに等しいことくらいはロレンにも分かった。

　さらにはロレン達としても、ロレンとラピスの二人だけでシェーナとシュテールという二人の女性を護衛しながら移動することになり、危険度は非常に増すことになる。

「どうします？」

「ここで夜営する。全員動けるようになってから移動だ」

　現在ロレン達が保有している戦力は、ロレンとラピス、それにクラースの三人しかいない。

　この三人をわざわざ分けて運用するよりは、確実に三人まとまって行動した方が安全面という点から考えれば一番確実であろうとロレンは考えた。

「分かりました。それなら夜営の準備をしないといけませんね」

「それでしたらお手伝いを」

　言いかけたシュテールをラピスは手で制する。

「それには及びません。シェーナさんとシュテールさんのお二人にはそれぞれ別の部屋で待機していただきたいと思います」

「そんな……せめてシェーナ様のお世話くらいは」

　言いい募つのろうとするシュテールだったが、ラピスの返答はにべもなかった。

「行動を共にしたいのであれば、こちらの言い分を聞いて頂こうか。できぬと言われるのであれば、こちらとしてもあなたを連れていくわけにはいかない」

「え？　え？」

　突然口調が変わったラピスに困惑するシュテール。

　ロレンはそっとラピスの脇わきを肘で突ついて注意を促うながす。

「すみません。ちょっと地……ではなくてその、神官の修業時代の口調が出てしまいまして……ですが、こちらの指示には従って頂きます。お願いできますよね？」

　ロレンに肘で突かれて、はっとした表情になったラピスはこほんと一つ咳払いをすると改めてシュテールにそう申し入れる。

　シュテールはいまだに困惑気味であったが、ラピスが自分の意見を翻す気がないらしいことを悟ると、ためらいながらではあったが頷うなずいてみせたのだった。




　少しずつ日が暮れていく中、ロレンは近くの鍛冶屋で見つけたふいご付の簡易炉に火を入れていた。

　壺のような形をしたそれは、中に炭を入れ火をつけてレバーがついているふいごを動かすと、ちょうど壺の口のような部分から高温の炎を吹き出すようになっているという代物でそこそこに大きいが持ち運べないほどでもない。

　内部に炎を制御するための術式が組み込まれていて、火力の調整もできる。

　ふいごのレバーを握ると使用者の体から供給された魔ま力りよくで術式を起動するという魔術道具であり、かなり高価な代物ですよというのがそれを見たラピスの鑑定であったが、値段よりも今は必要としている機能が十分に働いてくれさえすればロレンにとってはそれでよかった。

　ただ、非常に便利な代物であることは確かであり、火力の調整ができる分だけ焚たき火びの上位互換品として使えそうだなと、ロレンはそれを持ち帰る気ではいた。

　それはともかく、火を入れた簡易炉が燃え上がり始めるとロレンは同じく鍛冶屋で見つけた坩る堝つぼの中にちゃらちゃらと音を立てつつ、近くの建物からかき集めた材料を投入し、トングで挟はさんで炉の上へとかざす。

　非常に周囲に熱を発散させる行為であり、下手をすれば火事を起こす危険性もあってその作業は医院の中で行うことができず、仕方なくロレンは医院の近くの外に椅い子すやら何やらを用意して、そこで一連の作業を行っている。

「何しているんですか？」

　作業中のロレンに声をかけてきたのは、ラピスであった。

　その視線は興味深そうにロレンの手元に向けられているが、ロレンは特に返事をすることもなく、黙だまって作業に集中している。

　坩堝の中にいれた材料は、ただ炭火で焙っているだけでは用をなしてくれない。

　ふいごのレバーを握り、力強く上下させつつ炉の内部へと空気を送り込むと、中の炭が激しく燃焼し始め、それが術式の力で火力を増ぞう幅ふくされてようやく、坩堝の中の材料が溶けるくらいの熱を吐き出してくれ始める。

「ロレンさん、無視はちょっと悲しいですよ？」

　返事のないロレンに不満げにそう告げたラピスに、ロレンは視線を向けることもなく仕方がないといった口調でもって返事をする。

「見たらわかるだろ？　鍛冶の真似まね事ごとをしてんだよ」

「はぁ、いったい何を作るつもりなので？」

　日中は人気のない街であったが、夜になれば何が出てくるかわかったものではない。

　街の周辺にアンデッドが出没していることを考えれば、それに類るい似じするものが出てくるかもしれないという可能性は高く、現在クラースが周辺の建物を破は壊かいし、作り出した廃材を運んでブロス達たちがいる医院の周辺にバリケードの構築を始めていた。

　木材だろうが石材だろうがおかまいなしに破壊していくクラースがその役割に選ばれたのはやはり彼の持つ恩おん恵けいの力によるところが大きいが、ロレンなどは内心で後々にこれを行ったことがトラブルに発展した場合、全ての責任をクラースに背負わせるためのラピスの謀略なのではないか、と少しだけ疑っていたりもする。

「今回はどうにも相手がアンデッドばかりだからな。それ専用の武器がいるだろ」

「その大剣では不服だと？」

　言われてロレンは傍らに置いている大剣を見る。

　切っ先から柄つかまで真っ黒であるこの大剣は、おそらくただの大剣ではないのだろうとロレンは思っているが、現時点においては色が黒いだけの普通の大剣だ。

　もっとも、巨きよ大だいさと重量を考えると普通という言葉をつけることにあちらこちらから異論が沸き起こりそうな代しろ物ものではあるが、とりたてて妙な機能がついているわけではないという意味からすれば普通の代物である。

「俺おれも楽できるとこは楽してぇんでな」

　そんな重量武器を振ふり回すことを苦だと感じたことはないロレンであるが、それでもやはり振り回し続ければいずれは疲つかれる。

　ならば多少は楽をするために、必要なものを作ってしまえばいいではないかと考えた結果が今ロレンが行っている作業なのだった。

「なるほど。それでいったい何を作っているんです？」

「アンデッド用の武器の定番っていったら、やっぱ銀武器だろ？」

　そう語るロレンの近くには、細く薄い平板を作るための鋳型が置かれている。

　その鋳型の中へロレンは坩堝の中で溶かした材料を注ぎ込み、掌てのひらほどの長さの平板を作ると鋳型を叩いてそれを落とし、トングでつまみあげるとこれもまた鍛冶屋から持ってきた金かな床とこの上へ置き、ハンマーで適当に叩いて先せん端たんを尖らせ、足下に置いてあった水を張った樽の中へ落とす。

　じゅうという音と共に湯気が立ち上ると、ロレンはすぐにまた坩堝の中へと材料を落として溶かし始める。

「銀武器ですか？　でも銀なんてどこから調達したんです？」

　袖そでをめくり、ラピスは水の張られた樽の中から今しがたロレンがそこへと突っ込んだものを取り出す。

　できそこないの刃は物もののような形をしたそれは、本職の鍛冶師が見れば嘲笑しかねないような出来栄えではあったが、黒ずんだ表面をラピスが少しばかり指でこすれば、その下からは確かに銀の輝きが顔を出した。

「そりゃ……必要に迫られてだな……」

　言葉を濁すロレンに、ラピスは材料が入っているらしいロレンの背後に置かれている袋ふくろに目をやり、その袋の口を開いた。

　中に入っていたのは銀貨である。

　国によって使われている銀の量は異なり、足りない分は別の金属を混ぜられたりしている代物ではあるが、確かにそれは銀の材料となりえるものではあった。

　少しばかりは装そう飾しよく品ひんの類も入ってはいたのだが、袋の中身の割合のほとんどは銀貨によって占められており、ラピスは袋の中から視線を上げると、真顔でロレンに告げる。

「硬貨を鋳潰すのって、犯罪じゃなかったでしょうか？」

「さぁどうだったかな」

　とぼけつつもロレンは作業の手を休めなかった。

　犯罪というものは取り締まる存在があって初めて成立するものであるのだが、ロレン達がいるハンザの街にそれに相当する存在は確認されておらず、ロレンの作業を咎める者はいない。

「それよりシェーナとシュテールは？」

「別々の部屋に閉じ込めておきましたよ」

　閉じ込めるというのは穏おだやかな表現ではないが、おそらくは鍵を閉めておいたくらいの意味合いなのだろうと思うロレンに、ラピスはさらりと付け加える。

「扉とびらの前に椅子やテーブルでバリケードを築きましたので、出ようにも出られません」

「本当に監禁しやがったのか」

「失敬な。中から出られないということは外から入れないということです。窓なんかも釘で打ちつけてきましたから、普通に考えれば完璧です」

　一つ余計な単語を付け加えたラピスへ、ロレンは視線だけは手元の作業に集中させながら低く抑えた声で尋たずねる。

「で、お前何に気が付いたんだ？」

「質問の意味が漠然としていて、返事に困ってしまいます」

　平然と答えを返すラピスに、ロレンは小さく鼻を鳴らす。

　そんなロレンの仕草に首を傾かしげるラピスへ、ロレンはわざとらしく嘆なげくような口調で言う。

「俺にも話せねぇってことか」

「そんなことはありません。ただ本当に質問が漠然としていますから、何についてお答えしていいものやら迷うというだけですよ」

「今回の一連の騒さわぎについてだ。お前、何かしら色々気が付いてんだろ？」

「たとえば、シェーナさんが森の中で見つかった理由とか？　フォレストウルフ達がシェーナさんを襲おそわなかった理由とか？　現在ブロスさん達を襲っている謎の意識消失の原因とか？　このタイミングで見つかった生存者さんのこととかでしょうか？」

　立て板に水を流すようにすらすらと列挙してみせたラピスをロレンはじろりと睨にらむ。

　ラピスが列挙した事柄の全てに説明がつくならば、今回の一連の騒動についてはほぼ解明されたといっても過言ではない気がするロレンだ。

　問題があるとするならば、それについてラピスが説明をする気があるのだろうかという一点に尽きる。

「期待させて申し訳ないんですが、私に今分かっていることは、シェーナさんが怪しいということ、ブロスさん達の症しよう状じようはエナジードレインによるものだということ、シュテールさんについては言うまでもなく怪しすぎるというこの三点くらいですよ」

　もう少しもったいぶるかと思っていたロレンだったが、ラピスは意外にあっさりと素す直なおにそれらの情報をロレンへと提示してきた。

　そのことにも驚かされたロレンであるが、それよりも驚きを覚えたのはエナジードレインという言葉についてである。

　なんとなくというレベルでしか知らないロレンであるが、エナジードレインとは上位のアンデッドが持っている特殊能力であり、生者から生命力や魔力を吸い上げ自分のものとしてしまう特殊能力であり、これによって死亡した生者は死後、安らかに眠ることが許されず、アンデッドとなって彷徨さまようことになるというもののはずであった。

「まさかお前、シェーナがその原因だと？」

「同じ馬車に乗っていた人がそうなれば、そう考えるのが自然ですよね？　ですが、私が見たところではシェーナさんは人間です。それも普通の」

「だったら……」

「そこは分かりません。全く別の上位アンデッドが私達にくっついて回っているという可能性もないわけではないですが、ちょっと考えにくいですよね」

　上位アンデッドとは血を吸い上げるバンパイアや、高位の魔術師が転じると言われているリッチ等が有名なところであるが、そんな代物がロレン達に付かず離れず行動しているのだとすれば、気づかない方がおかしい。

　それくらいの存在であるのだ。

「とにかく私はシェーナさんが怪しいと仮定して行動してます。ですからブロスさん達から遠ざけようとしましたし、現在は病室にも近寄らせてません。病室にはいちおう魔除けの儀式を施しておきました」

「お前がか？」

　またロレンは驚かされた。

　魔除けというのは魔というよくないものを遠ざけるためのものであるが、正体を隠かくしてはいるものの、ラピスという少女は実は魔族である。

　魔族が魔除けを行うというのは、何かしら悪い冗じよう談だんの類なのだろうかと思ってしまうロレンへ、やや気分を害したような顔でラピスが言う。

「私達は魔の扱あつかいに長けた種族です。当然、それを退ける術も持っています」

「そうなのか？」

「当然この技術は、人体にも施せます」

　どうだ、とばかりに威い張ばってみせたラピスにロレンは意味も分からず額に手を当て、そこでふと少し前の野営地でのことを思い出してラピスを見つめる。

　それはロレンが他の冒ぼう険けん者しや達たちから気味悪がられ、一人ぼっちでいるシェーナを自分達のところに招きよせた時のことであった。

　好きなようにするといいと言いながら、ラピスはロレンの額を撫なでるように触ふれていったことがあったのである。

「お前……俺が倒たおれてねぇ理由ってのはまさか」

「ちなみに私が倒れてない理由は義手にそれと同じ術式が組み込まれているせいです。クラースさんに関してはたぶん……やはり英えい雄ゆうの資質というやつなんでしょうか？」

　クラースのことに関しては非常に懐疑的な声になってしまうラピスであったが、それはともかくとして何故なぜそんなことがという部分の疑問は残ったままであるとしても、なんとなくこれまでのことについての疑問が解消したようにロレンは思う。

「シュテールについては？」

「このタイミングで人気のない街に一人だけ生存者とか、怪しんでください、私が怪しいですよと大声で叫び続けているようなものじゃないですか。と言いますか彼かの女じよ、本当に生存者なんですか？」

「その二人を別々の部屋とはいえ同じ場所に置いてんのには……理由があるんだろうな？」

　理由や状況はさておいて、ロレン達の目的はシェーナを親元に戻すというものである。

　だというのにそんなに怪しいと分かる人物の近くにシェーナを置き、近くに護衛の一つも置かないというのはどう考えてもシェーナをエサにした誘いにしか見えない。

　しかしロレンからしてみれば、まだ年とし端はのいかぬ少女に対してそのようなことをするというのは看過できるようなことではなかった。

「ロレンさんは考えなくていいことですよ？　こういう汚よごれ仕事は私に任せておいてくれるといいんです。何せ私、魔族ですし」

　近くにクラースがいないことを確認した上での言葉だったのではあろうが、それを聞いたロレンの作業する手が止まる。

「ロレンさん？」

「そういう言い方はやめろ。お前がなんであれ、今は俺の相棒じゃねぇか」

　言われたラピスは一瞬、自分が何を言われたのか分からなかったように呆けたような表情を見せ、しばらくして視線を泳がせるようにロレンから外しつつ、ゆっくりとロレンに背中を向ける。

「ラピス？」

「え、えぇっとその。まぁ相棒といいますか雇用主といいますか借金元といいますか？」

「どれでも構わねぇよ。一人で抱かかえ込まねぇでこっちにも話を通しやがれ」

　ぶっきらぼうに乱暴に、ロレンがそんなことを言うとラピスは少しばかり照れたような笑え顔がおで振り返る。

「そうですね。えぇ少しはそうすることにします」

　最初からそうしろとばかりにロレンが溜ため息いきを吐く中、ラピスは改めてロレンの足下にある樽の中に、結構な数溜まってきた板金を見て尋ねる。

「それで結局これ、どうやって使うんですか？」

「投げナイフもどきだよ。相手がゾンビやらレブナントくらいなら、これで十分倒せるだろうさ」

　そうロレンが答えた時、どこか遠くから何かの咆哮のような声が響ひびき渡わたった。

　それはバリケードを作っていたクラースにも聞こえたらしく、慌あわてて医院の場所まで戻もどってくる。

　その姿を見ながら、どうやら今夜は眠れそうにないとロレンは傍らの大剣を引き寄せるのであった。




　彼らがいったいどこに隠れていたのか。

　その答えは結局ロレンには分からずじまいであったが、推測することはできた。

　おそらく彼らは都市の地下にある施設。

　それも人の寄り付かないようなところ。

　具体的には都市の地下を走っている下水道のようなところに集まっていたのではないかとロレンは考えた。

　太陽の光に対してある程度の耐性があるゾンビやレブナント達であるが、耐性があるとはいってもアンデッドが太陽の光を嫌きらうのは、当然のことである。

　まして太陽の光の下では存在することができないゴーストやレイスといった類のものならば、絶対にそういった光が差すことのない場所に集まるのは当然のことであった。

　それが下水道ではないかとロレンは考えたのだ。

　いかにロレンが周囲を探たん索さくしようとも、さすがに生活排水や汚水などを流す下水道の中までは足を踏み入れて確認しようとは思わない。

　それは単純に暗くて汚くて臭くさいからだ。

　だがアンデッド達はそのようなことは全く気にすることがない。

　彼らは生前とは違ちがい、それらの刺激に対して全くの無関心であるからだ。

「嫌な雰囲気になってきやがったな」

　街中に木霊する呻き声のような吠え声のような音は、日が暮れるとすぐにその音量を増し、今や辺り一面に響き渡るような音へと変化している。

　それに対してロレン達は、防衛するべき医院の周囲にがれきによるバリケードを築き、あちこちに篝かがり火びを焚いて炎の明かりで周囲を照らし出していた。

　相手が生きている人間であるならば、灯りを消し、息を潜ひそめるというのも有効な手段ではあったのだが、相手がアンデッドともなればそれらの行為に意味はない。

　彼らは生者の持つ気配や温かみに引き寄せられてくるのだ。

　篝火が放つ明かりや熱は多少は彼らの注意を引くかもしれなかった。

　しかし、それを考慮したとしてもロレン達にとっては明かりを確保することこそが最も大事なことである。

　なぜならば周囲は既すでに暗くら闇やみが支配し始めており、暗闇とは常に死者達の味方しかしてくれない。

「面めん倒どうなことになっちまったが、覚かく悟ごはいいか？」

　大たい剣けんを肩かたに担かついで尋ねるロレンへ、長剣を握りしめていたクラースは無言でこくりと頷きを返してくる。

　随分と緊きん張ちようしているようだと思うロレンであるが、それも無理からぬことではあった。

　どのくらいのアンデッドがこの街に残っているのかは分からなかったが、おそらくは百や千ではきかないような数のアンデッド達の真っただ中にいるというのであるから、戦う気き概がいを見せているだけでも大したものだとロレンは思う。

「俺らがやられりゃ、医院の中の怪け我が人にん病人も助からねぇ。そこんとこ理解して戦え」

「言われなくとも分かってる」

　答えたクラースの両りよう腕うでと両足が淡い光を帯びる。

　その光は身に着けている防具や手にしている武器へと染み込むように広がっていき、やがてクラースの全身が夜の闇の中で淡く光を放つようになった。

「便利なもんだ。羨ましいね」

「そうでもないと思いますよ？」

　口を挟んできたのはラピスであった。

　彼女は医院全体に魔除けの術式を施し、外からの死者達の侵入を多少は防げるようにしている。

　そんな術式があるならば、最初から参加していた冒ぼう険けん者しや全員に施してくれればよかったのではないかと考えるロレンだったが、それを口にしてみれば一言だけ面倒ですとの回答を得ていた。

「クラースさんのそれは、確かに効果的ではありますが、死者達からすれば眩まぶしいばかりに光り輝かがやくように見えているはずです。真っ先に標的にされますよ」

　死者達が生者を襲うのは、生者への怨嗟や嫉妬といったものもあるのだが生気や魔力といったものに引き寄せられるからという理由もあるらしい。

　そしてクラースが使っている恩恵の力は、クラース自身の生命力を転化したもので死者達からしてみれば非常に目を引かれるものなのだとラピスは語る。

「望むところだ。全員黄泉へと送り返してやる。ボクの仲間には指一本触れさせやしない」

「まぁ向こうも望んでそうなったわけじゃねぇんだろうけどな」

　言いながらロレンはコートのポケットから作ったばかりの銀のナイフもどきを取り出すと、それを振りかぶっていきなり投げ放った。

　くるくると回転しつつ宙を飛んだ銀の刃は、その先に姿を現した一体のゾンビの胸むな元もとに深々と突き刺さり、刺さったゾンビはその場でぱたりとあっけなく倒れて動かなくなる。

　やはりアンデッド達が潜んでいたかと思うロレンはふと、あることを思いついて傍らにいるラピスへと問いかけてみた。

「そういやこいつら、たぶん下水なんかから這い出して来てる気がすんだが。医院の中の便所から這い出してきたりしねぇだろうな？」

「大だい丈じよう夫ぶです。そこは念入りに扉をふさいでおきましたから」

　汚い話ではあるが、アンデッド達はそういう汚さを考慮してくれない。

　這い出る場所があるならばロレンが言った通りに便所の中からでも這い出してくる可能性があった。

　その可能性はラピスもあらかじめ考慮済みだったらしく、医院の中の便所は出入りできないようにすでに処置済みであるという。

「ブロス達が意識を取り戻しても、便所に行けねぇんだな……」

「そこは我が慢まんしてもらうしか……絶対に開かないように釘で幾いく重えにも打ち付けちゃいましたし」

　まかり間ま違ちがって防衛中にブロス達が意識を取り戻し、状況を理解しないままに便所に行ったりすれば内部から崩壊するという可能性もあったのだが、ラピスの処理は徹底的にその可能性を潰すようなものであったらしかった。

「背後から襲われるってのはぞっとしねぇからな」

　そう呟つぶやくロレンの手からまた銀のナイフが放たれる。

　今度は壁かべから染み出すように姿を現そうとしていたゴースト達がその刃に貫つらぬかれ、耳障りな悲鳴を上げながら夜の闇の中へと霧散していった。

　実体のないゴースト達は普ふ通つうの武器では倒すことができないが、魔を祓うと言われる銀の武器でならば、容易にその存在を滅ぼすことができる。

　実体のない分、ゾンビ達のように一体につきナイフ一本というわけではなく、銀のナイフは数体のゴーストをまとめて貫いて消し去ってくれた。

「迷えし者達よ、あるべき場所へ還りなさい。〈退魔ターンアンデツド〉」

　ラピスが知識の神の聖印を掲げて聖句を唱えれば、さらに出てこようとしていたゴースト達がこちらは声を上げることもなく、酷ひどくあっさりとその白くぼんやりとした姿を消し去ってしまう。

〈退魔ターンアンデツド〉は神官の持つ力であって、法術とはまた異なるもので、神官の体力、精神力を少しずつ削りはするものの、法術と違って使用回数の制限がない。

　その効果は神官が持つ信しん仰こう心しんに比例するのであるが、なんだかんだといってもラピスは敬虔な知識の神の信徒らしく、ゴーストのみならずゾンビ達までもがその祈いのりを受けるとその場にぱたりと倒れてただの死体へと戻っていった。

「意外と来ねぇな？」

　ロレンがさらに投げナイフで二体のゾンビを倒しつつ言う。

　以前、古代王国の遺跡で遭そう遇ぐうしたゴブリン達のように、まるで雪崩のように大量に勢いよくゾンビ達が襲い掛かかってくるのではないかと予想していたロレンなのだが、数は確かに多いものの、ゾンビ達はゆっくりとロレン達が守る医院を包囲しつつその輪を狭めてきているような状況で、街路の先などにかなりの数がわだかまっているのが見えたりするのだが、それほど切羽詰まった状況には陥っていない。

「そうでもないですよ、ほらあれ」

　ラピスが指し示した先にいるのは、クラースである。

　そのクラースの周囲には十重二十重にアンデッド達が群がっているような状況で、その輪に閉じ込められてしまっているクラースは当たるを幸いにといった感じで武器を振り回しては一いち撃げきごとに数体のアンデッドをまとめて切り倒していた。

「あっちに集中しているんですよ」

「やっぱ目立つんだな。少しは手伝ってやるか」

　そう言ったロレンの手から放たれた銀の刃が、クラースを囲む輪の外側にいたアンデッド達へ突き刺さり、何体かが倒れて動かなくなるがその死体を踏ふみ潰つぶしながらまた新たなアンデッド達がクラースを囲みだす。

「何本作ったんですそれ？」

「三十くらいか。時間より材料が無くてよ」

　余らせても仕方の無いものである。

　かなり適当に作った上に、残しておけば後々よからぬ話に発展しそうな証しよう拠こ品ひんでもあり、使い切ってしまえとばかりにロレンは景気良くそれを投げつけ続ける。

「ちょっ!?　まて！　今一発ボクに掠ったぞ!?」

「あぁ悪ぃな。適当な造りで狙いが狂っちまう」

「そんなものを投げつけるくらいなら、その大剣で手伝えっ！」

「俺、普通の傭よう兵へいだしなぁ……」

　渋しぶ々しぶといった様子で黒い大剣を腰こし溜だめに構えたロレンは、そこから前へと踏み出すと掬い上げるような一撃をクラースを取り囲んでいるゾンビの群れへと放つ。

　その勢いに、クラースが一瞬何か言いかけたのだが放ってしまった超重量を伴ともなった一撃は途と中ちゆうで止められるわけもない。

　もちろん、アンデッド達の輪の中で戦っているクラースにロレンが当てるようなへまをするわけもなく、その一撃は囲いの一角を捉えると数体のゾンビを纏まとめて巻き込んで血飛沫しぶきと肉にく塊かいを生産した。

「少しは考えて攻こう撃げきして欲ほしいものだとボクが言うのもわがままだろうか？」

　咄嗟にロレンの一撃に背中を向けたクラースが震ふるえる声でそんなことを言う。

　勢いをつけて放たれたロレンの一撃は、多数のゾンビを纏めてしとめることに成功してはいたのだが、囲いの外側から放ったその一撃が生じさせた血や肉片は当然のことながら囲いの内側目め掛がけてぶちまけられることになる。

　そうなれば、囲いの中心部にいるクラースはまともにそれらをかぶる羽目になり、真正面から死者の血肉を浴びるようなことにはならなかったものの、頭から背中にかけて、血やら名状しがたいピンク色の破は片へんやらで汚されることになってしまった。

「あぁ、悪ぃ……」

「くっ……臭いし、べとべとするし……」

　文句を言いながらもクラースの動きは止まらない。

　普通の長剣ならば刃自体が駄だ目めになるような使い方をしても、〈増力〉の恩恵を受けた長剣は折れることも曲がることもなく、変わらぬ切れ味で死者達を断ち続ける。

　医院を襲おうとするアンデッド達は、まるで虫が明かりに群がるかのようにクラースの所へふらふらと近寄っていくので、ロレンやラピスははぐれたアンデッドや、クラースに気がつかないまま医院へと近づこうとするアンデッド達だけを狙ねらって処理すればいいので非常に楽であった。

「改めて、こいつ有能なんだな」

「それはまぁ恩恵持ちというのは、使いようによっては非常に有能になりますからね」

「感心してないで、手伝……くっ、このっ！」

　文句を言おうにも、斬きり伏せても斬り伏せても次から次へとやってくるアンデッドの群れに、言葉を発する暇ひますらなく戦い続けるクラース。

　もちろんロレンとて、それを傍ぼう観かんするようなことはせず、クラースが斬り伏せたアンデッド達の死体を、邪じや魔まにならないように道みち端ばたにどけたり、積んだりしながらはぐれているアンデッド達をその大たい剣けんで斬り払はらう。

「戦場じゃ、敵兵の死体に足をとられてやられる奴やつってのが必ず一つの戦場に何人か出やがるからなぁ。足下ってのは大切なんだぜ？」

「なるほど、それはいい知識を聞きました」

「お前らーっ！」

　死体を脇へとどけつつ、戦場での知識を披露するロレンに、いちいち頷きながら律儀にメモをラピスがとり始める。

　それを流石さすがに見過ごせず、無理やり周囲のアンデッド達を斬り倒して、ある程度の時間の空きを作ったクラースがロレンとラピスを指差して何事か言葉にしようと口を開いた時であった。

　巨大な破は砕さい音おんと共に、医院の一角が内側から吹ふき飛とばされる。

　驚おどろいて固まるクラースに襲い掛かるアンデッド達は余よ裕ゆうを持って対処したラピスの〈退魔ターンアンデツド〉とロレンの大剣の一撃によって倒れていくが、ラピスの視線はその時には既に周囲の死者達ではなく吹き飛んだ医院の一角へと向けられていた。

「な、何があったんだ!?」

　慌てふためくクラースを余所よそに、ロレンとラピスは二人共、破壊された医院の破壊孔からおそらくはその破壊の原因となったのであろう人ひと影かげが、気を失っているのかぐったりとしているシェーナの体を抱だきかかえて姿を現すのにじっと注がれていたのであった。

「なぁラピス。魔除けの術式とかいうのはどうしたってんだ？」

「魔除けは魔除けで、別に建物自体が頑がん丈じようになるわけじゃないですし」

　景気良く吹き飛ばされた医院の一角を見ながら、たしなめるようにロレンがいうと、それに対してラピスはしれっと答えてみせる。

　外から来るアンデッド達に対して堅牢さを誇るラピスの魔除けの術式であったが、それはあくまでもアンデッドという存在を近寄らせなかったりするだけのものであり、建物その物に干渉するような術式ではなかったらしい。

「ついでに、外側から中に入ってこないようにする術式ですが、中から外に出て行く分には術式も効かないわけでして」

「意外と使えねぇなぁ」

「その術式がロレンさんの体調を保護していたわけなんですけれども」

　失望したかのようなロレンの感想に、じとっとした目でラピスがそう応じてみせればロレンはすぐにそっぽを向いて知らん顔をし始める。

　そんな二人のやりとりに、クラースは相変わらず群がってくるアンデッド達を切り倒しながらも、大声で叫んだ。

「医院の護りが破られたんだぞ！　ちょっとは焦あせったりしろっ！」

「そうは言ってもよ……」

　答えるロレンの視線は、内側から破られた医院の破壊跡へと注がれたままである。

　そこに立つ人影にロレンの視線は張り付けになっていたのだ。

「アレを見せられると一周回って、焦る気にもなんねぇっていうか」

　そうロレンが評してみせたその人影は、形こそ確かに人の形をしてはいたものの、人とはとてもではないが呼べない程に縁の遠い姿形を曝さらけ出だしていた。

　見た目は確かに人である。

　どこにでもいそうな女性用の街服を着たその姿は、道ですれ違ったとしてもそれだけならば特に気に留めることもなく通り過ぎてしまうであろう姿だ。

　だが大きく異なるのは、その全身から霧のように周囲へ漂う黄色いモヤであった。

　見るだけで背筋が凍り、気分が悪くなるような雰ふん囲い気きを漂ただよわせるそのモヤを身に纏ったその人影は、腕に意識を失っているらしいシェーナの体を抱いたまま、モヤと同じく黄色に光る瞳ひとみをじっとロレン達へと向けている。

「随分様変わりしたもんだな、シュテール」

　ロレンの呼びかけに、やや暗い茶色の髪かみをゆらゆらと揺ゆらしながら立たち尽つくしていたその人影は、にぃっと唇を笑えみの形に歪めてみせた。

「怪しいとは思っちゃいたが、まさか人間辞めてたとはな」

　確証は何もなかったが、見るだけで不快感をもたらすようなその雰囲気と、体にまとう不気味な黄色いモヤとが、シュテールの姿を到とう底てい人間とは思えないものにしている。

　だからこそそう呼びかけたロレンへ、シュテールはおそらく自分で破壊したのであろう医院の壁の孔からゆっくりと街路へと歩み出ると、虚ろな表情のまま群がっているゾンビ達の真っ只中へと歩き出した。

　普通の人間がそんなことをすれば、たちまちのうちにゾンビに群がられ、その肉を噛かみ千切られていたはずなのだが、ゾンビ達はシュテールの姿など目に入らないかのようにその場から動こうとしはしない。

「シェーナさんをどうするつもりですか？」

　そのままロレン達に背を向けて、歩み去ろうとするシュテールの背中にラピスが質問を投げかければ、シュテールは足を止めると振り返ることもなく口を開いた。

「貴様らには関係のないこと。この娘むすめこそあの御方が手をかけられ、その身に至宝を授けられし者。あの御方はここより去られたが、私はその目的を完遂する義務がある」

「あいつ、しゃべったぞ」

　ゾンビというアンデッドは、人から変じたものではあるが人の言葉をしゃべることはない。

　多少知能があるとされるレブナントですら、言葉らしきものを口にすることはあるが、意味のある会話を交かわすことというのはできないものとされている。

　ロレンはそこまで知っているわけではなかったが、アンデッドとは総じて人と会話ができるようなものではないと思っていたので、ゾンビ達が襲おうとしないことからしてシュテールもなんらかのアンデッドなのだろうと思っていたロレンは驚きを隠せない。

「あれはたぶんワイトですね。レブナントよりもう少し頭がいいアンデッドです」

「アンデッドって頭の良し悪しで名前が変わんのか……」

「いえ、そういうわけではなく……」

　言いかけたラピスの言葉を遮さえぎるようにして、突如としてシュテールの体から噴き出した黄色いモヤが辺り一帯を覆いつくす。

　視界を潰しにかかったのかと身構えるロレンだったが、それは煙えん幕まくとは程遠く、煙幕よりもずっと凶悪な代物であった。

「ワイトは強力なエナジードレインの使い手です。この黄色いモヤに触れると魔ま力りよくや生命力を奪われるんです」

「お前達に用はない。ここでゾンビ共の餌え食じきになるがいい、と言いたいところなのだが……」

　ここでようやくシュテールはロレン達の方を振り返り、訝しげな表情になる。

「ただの人間ならば即そく座ざに動けなくなるはずなのに、何故貴様らは無事でいる？」

「それはもちろん、対処していますから」

　どうだと威張るラピスであるが、アンデッドに対してそんな態度をとったとしてもどれほどの意味があるのだろうとロレンは疑問に感じる。

　そんなロレンの内心など知ることもないシュテールはしばらくロレン達たちを見ていたが、やがてくるりと踵を返す。

「まぁいい。どうせこれだけのゾンビやレブナントを相手にすれば、そう長くはもつまい。そうでなくともあの御方の業を完成させさえすれば、人の身に抗う術などないのだから」

「おい、待ちやがれっ！」

　それだけ言い残してその場を立ち去るシュテールを呼び止めようとするロレンだったが、その間に無数のゾンビ達が立ち塞がり、シュテールの姿を隠してしまう。

「これちょっと不味まずいかもしれないですよ」

　シュテールが立ち去っても、彼女が発した黄色いモヤはその場から消え去ることはなく、まるで霧のように周囲に立ち込め続けている。

　そのモヤを見てラピスの声に少しばかり焦りの感情が含まれた。

「私やクラースは問題ありません。私はこの程度のエナジードレインに屈するようなことはないですし、クラースは恩おん恵けいの加護がありますから」

「もしかして、問題は俺かよ？」

「ロレンさんに施した魔除けの術式は、抵てい抗こう力りよくを上げてはくれますがこう継続的にエナジードレインが行われる範はん囲い内ないにいますと、いずれ抵抗に失敗するか術式が力を失うことになります」

　ラピスがロレンに施したのは、エナジードレインの影えい響きようを完全に遮断するようなものではなくその影響を受けないように抵抗力を高めるという代しろ物ものであった。

　これにロレン自身が元々持っている抵抗力が加わることで、現在まで事なきを得ているというわけである。

　だが、シュテールの放ったエナジードレイン効果を持つモヤの中にいる間は、常にエナジードレインの効果にさらされている状態であり、いずれ抵抗力が負けるか、術式が力を失うかしてしまうとラピスは言うのだ。

　そうなる前に、モヤの影響を受けない所に逃にげるしかないのだが、そうなればモヤの発生源であるシュテールを追うということはできなくなってしまう。

「出たとこ勝負ってやつかよ。まぁ仕方ねぇ」

「追わないっていう考えはないんですね」

　シュテールの口ぶりからして、この場で重要だったのはシェーナの身み柄がらを確保することだけのようであり、逃げるロレン達をわざわざ追いかけてまでどうにかしようという気配は感じ取れなかった。

　ゾンビ達の包囲を突とつ破ぱする必要はあるが、それでもシュテールを追いかけるよりはずっと楽な方法のはずであったが、ロレンはその方法を選ばない。

「シュテールの言葉に、あの御方の業の完成がどうのこうのとあっただろ。あれが何を意味してんだか知らねぇが、人が抗えない何かが起きるってんなら止めねぇと困るだろ」

「いよいよどうにもならなくなったら、どこかの国がどうにかしてくれそうな気はしますが、初期に沈静化できるならそれに越こしたことはないでしょうね」

「それにお前、こうなることをある程度見越してただろ？」

「シュテールさんが何か行動を起こすかなとは思っていました。変な気配だなとは思っていたんですけど、ワイトだったとは思いませんでしたね」

　怪しいと分かっている相手をわざわざ懐ふところの内に入れたのは、シュテールが何らかの行動を起こし、それが今回の話の核心に至る道標になるのではないかと考えたからであったようだが、流石にラピスもシュテール自身が既にアンデッドだったとは分からなかったらしい。

「アンデッドは高位になればなるほど、気配の誤魔化し方が上手になるんですよ」

「厄やつ介かいな話だな」

「で、追いかけるのはいいんですが、ここの医院をどうします？」

　ロレン達がシュテールを追いかけるとなれば、ブロス達がいる医院の守りが手薄になる。

　周囲にいるアンデッド達の数は非常に多く、それを殲せん滅めつしてから追いかけようとするならば相当な時間が必要となるはずで、終わった頃ころにはシュテールもその目的を果たしてしまっているという可能性が高い。

「ここの護りはボクが引き受ける」

　どうしたものかと考えるロレンへ、そう言い放ったのはクラースであった。

「医院の護りはまだ健在なんだろう？　近くに来たアンデッドはボクに引き寄せられる。だったらあの破られた場所でボクがアンデッドを倒し続ければ、建物は護りきれるはず」

「そりゃそうかもしれねぇが。明け方まで一人で戦う羽目になるんだぞ？」

　日が昇れば、アンデッド達はその光を嫌い、日中隠れていた場所へと戻っていく可能性が高かったが、その時を迎むかえるまでにはまだ相当な時間が残されているはずであった。

　その間、クラースは一人で近寄ってくるアンデッド達と戦い続けなければ、シュテールが開けてしまった孔からアンデッド達が医院の中へと侵入してしまう。

　そうなれば、中で安静にされているブロス達がどうなるのかは、誰だれにでも分かろうというものであった。

「仲間のためだ。任せてくれ。と言いたいがやはりボクでもそれはキツイ。だからお前……じゃなくて貴方あなた達たちがあのワイトを倒して戻って来てくれれば助かる」

　言われてロレンとラピスは互いに顔を見合わせ、声をハモらせてクラースに告げる。

「「なんだかその口調が気持ち悪い」」

「ボ、ボクだって反省くらいはするんだ！　それにアンジェを助けてもらった恩もある」

　台詞せりふの後半はごにょごにょと小声で聞き取りづらいクラースだったが、すぐに表情を引き締めなおしてロレンとラピスを見ると、はっきりとした口調で言った。

「だから、ここは任せてくれ」

「なんつうかまぁ、そこまで覚悟があるなら頼たのむとすっか」

　出会った頃のままであれば、何を偉そうなことをと鼻で笑い飛ばしたことであっただろうが、今のクラースならば任せても大丈夫なようにロレンには思えた。

　だからこそそうクラースにロレンが答えれば、クラースは自信ありげに自分の胸を叩いて請け合う。

「あぁ、必ず貴方達が戻ってくるまでここを護りきると約束しよう」

「ことが終わったら酒場で一いつ杯ぱい奢ってくれ」

「……そこはことが終わったら一杯奢ってやろうじゃないのか？」

「奢ってやろうにも金が無ぇ。こちとら傭兵を食い詰つめて冒険者なんぞやってる身でな」

　かなり情けの無いことを言い出したロレンの手を、ラピスが握にぎって引っ張り出した。

「ことは一刻を争います。シュテールさんの追跡は私がやりますから、早く行きましょう」

「分かった。じゃあクラース、死ぬんじゃねぇぞ」

　発破をかけるつもりでそう声をかけたロレンへ、クラースは改めてその手に握る長剣を構えなおしながら、こう応じてみせた。

「生憎とボクは、アンジェと所帯を持って、子供を沢山作って、さらに沢山の孫に看取られながらじゃないと死ぬ気はないんだ」

「そりゃまた豪勢な夢で……」

「ロールとレイラはお妾さんということで」

　目を輝かせながら、とんでもないことを言い出すクラースであった。

「こいつ、ここで死んでもらった方が良くねぇか？」

　かなり真ま面じ目めに、そんなことを言い出したロレンにラピスは答えることなく、極ごつ寒かんの地のブリザードを彷彿とさせるような冷たい視線をクラースへ一瞬向けた後、ロレンの手を取ったままシュテールの後を追って走り出すのであった。
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第五章　進撃から気絶する







　夜の街をロレンとラピスが駆かける。

　医院の周辺は明かりの用意がしてあったからこそ視界が確保されていたが、そこから離れてしまえば、頼たよりになるのはわずかな星や月の明かりだけ。

　そんな中をほぼ全速力で駆け抜ぬける二人は、時たま街路を彷徨っていたり、物陰から急に現れるゾンビ達を駆除しながら街の中心部を目指している。

「私はこんな目だからなんですけれど」

　先を走りながらラピスが感心したようにいう。

「前もちょっと思いましたが、ロレンさんの夜目もすごいですよね」

　以前に引き受けた仕事において、ラピスを背負って明かりのない洞窟を駆け抜けたことがあるロレンである。

「こんなもんは慣れだからな」

　戦場では何が起こっても不思議ではないというのがロレンの持論だ。

　奇き襲しゆうや夜襲など日常茶飯事であるその場において、死なないように立ち回ろうとするならば夜目は当然必要とされる技能であり、その例に漏れずロレンも幼い頃から明かりのない状態でもそれなりに動けるような練習をし続けている。

「ただ、アンデッド共は気配がねぇからな。察知しにくいったらねぇよ」

「いや、それを斬り捨ててるロレンさんの感覚がもう信じられないんですけど」

　人と異なり、アンデッドは生きていない。

　だからこそじっとされると人のようになんとなく気配を察するということが非常に難しくなってしまう。

　それが唐とう突とつに襲おそい掛かってきたりするものだから、ロレンとしては気が気ではない。

　動けばなんとなくわかり、アンデッド達の動きが遅いことも手伝って今のところはなんとか撃退し続けられているが、いつ致ち命めい的てきな攻撃を受けるか分からない状態では、気の休まる暇などまるでないのだ。

「やってられねぇな、全く」

　毒づきつつロレンが振るった大剣が物陰から飛び出してきた一体のゾンビを断ち切る。

　びちゃりと何かが街路にぶちまけられる音がするが、何がどのくらい飛んだのかは暗くて分からず、不快な物や色を目にしなくて済むという点のみにおいて、ロレンは今が夜であるということにちょっとだけ感謝をした。

「魔ま術じゆつで明かりを作るわけにはいかねぇのか？」

「この明かりの無い街で、明かりを点けて走ってたら私達はここにいますよって叫びまわっているようなものですよ」

「誰が気にするんだよ、そんなこと」

　どうもこの街に、生きている人間はいないような気がしているロレンである。

　そうでなければ街中がこんなにアンデッドで溢れかえっているわけがないと思うからだ。

　攻撃が自分達に集中しているように思えるのもまた、ロレンにそう思わせる原因の一つとなっていた。

　他に生存者がいるのであれば、そちらにもアンデッド達が群がっていないとおかしい。

「少なくともシュテールさんは気にすると思いますが」

　周りがゾンビやレブナントといったアンデッドばかりであったのならば、ラピスもそれほど自分達の位置を晒さらしてしまうことに抵抗を感じることはなかったはずだった。

　しかし、相手側には少なくとも人間と同じ程度の知能を持っているワイトが一体、間違いなく存在しているのだ。

　しかもそのワイトが、今回の騒動の原因、もしくはそれに連なる位置にいるらしい。

「ゾンビを差し向けられるだけでも面倒ですが、ボーンドラゴンなんか寄越されたら大変じゃないですか」

「そん時ゃ、全力で逃げるしかねぇな」

「シェーナさんを置いて、ですか？」

　ロレンは返答に詰まる。

　傭兵としての考え方をするならば、そこはシェーナを見捨てて逃げの一手しかない。

　では自分にそれができるのかと問われれば、ロレンとしては答えに困る。

「そりゃそん時になってから考えるとしてだ……」

「あ、話を逸そらしましたね？」

　誤魔化しにかかったロレンであるが、ラピスに突っ込まれてむっとした表情になる。

　だが突っ込んだ側であるラピスも、それ以上は踏み込む気がなかったのかロレンが何かしら言いかけたことを待つかのように、口を閉ざした。

　当然会話が途切れてしまうわけで、仕方なくロレンは言いかけた話題を再び口にする。

「今回の騒動、あのシュテールを倒せば収まると思うか？」

「無理じゃないでしょうか」

　投げかけた質問に対する答えは酷くシンプルで残酷なものであった。

　思わず息をのむロレンへ、ラピスはなんでもないことのように説明する。

「おそらく今回の騒さわぎには張本人がいます。それはシュテールさんではなく、あの御方とやらです。何をどうしたのかまで分かりませんがその人はシェーナさんに何かをして失敗し、ここから立ち去ってしまっているようです」

「そのようだな」

「それで、おそらく今回のアンデッドの大量発生。これの原因はその御方とやらの仕業のはずで、その人がここにいない以上、生み出されたアンデッドはシュテールさんをどうにかしてもそのまんまになりますね」

　さらっと語っているラピスであるが、その内容はとんでもない現実を言い表している。

　都市国家であるハンザの人口のうち、どれだけの数の住民がアンデッドになっているのかは現時点において不明であるが、都市国家の中心部であるハンザの街の住民全てがアンデッドとなってしまっているのであれば、その数は確実に万を超えてしまっている。

　そんな数のアンデッドが無秩序に解き放たれたのだとすれば、これは既すでにこの時点で個人の手に負える範はん疇ちゆうを超えており、国家やら軍やらが出動しなければならない事態である。

「ロレンさん、右から二体」

　思わず思考を放ほう棄きしかけたロレンであったが、そうはさせじとばかりに出てきたゾンビに対してラピスが警告を発し、ロレンは言われるがままに飛び出してきた人影を大剣の一撃でまとめて切り倒たおす。

「冗じよう談だんじゃねぇぞ」

「冗談ではないですね。しかもこの予想は、実は最も被害が軽い状じよう況きようを想定してお話ししていますし」

　まだ何かあるのかとロレンがラピスを見つめれば、ラピスはそんなロレンの視線に気づいた様子もなく、走りながらひょいと首をすくめる。

「シェーナさんに授けられたという至宝というのが気になります。ワイト一体でもそこそこ面めん倒どうですのに、それ以上の何かが出現するようなことになったら、ゾンビやレブナントなんてかわいいものですよ」

「かわいくはねぇだろ、こいつら」

　言いながらロレンはまた一体のゾンビを切り捨てる。

　暗い路地に何かの液体がびちゃびちゃと撒き散らされる音を聞きながら、ロレンは大剣の刃やいばにもそれが付着しているのではないかと、軽く大剣を振ふった。

「それにしても、アンデッドばかりで気が滅入るぜ」

「今が夜でよかったですね。昼間だったら大変なことになってたと思いますよ」

　昼間はアンデッドが出にくい時間帯ではある。

　そして夜はアンデッドがその真価を発揮する時間だ。

　ならば夜でよかったという言葉は中々出てくるものではないはずだったのだが、それでもラピスは今が夜であることに感謝していた。

　なぜならば、このハンザの街に出ているアンデッド達はそう成り果ててからまだ日が浅く、生前の面影をかなり残していたからである。

　魔族であるラピス自身はほとんど気にしていないのだが、ロレンが見えないままに斬り捨てているゾンビ達の中には年とし端はの行かない子供も含ふくまれており、もしこれがはっきりと見える状態であったのならばロレンにとっては気が滅入るどころの話ではなくなっていたかもしれない。

「ロレンさん、今ふと思ったのですけどね」

「なんだ？　あまり良い予感はしねぇが言うだけ言ってみろ」

　さらに散発的に襲ってくるゾンビ達を切り払いながら、ロレンはあまり期待せずにラピスの言葉を促うながす。

　現在のこの街の中では最も目立つであろう、篝かがり火びによって明かりを確保し、その上で恩恵の力を使いまくっているクラースのところへアンデッド達は引き寄せられているはずであるのだが、それでも暗い街路を走るロレン達のところへもそれなりの数が近寄りつつあるようで、街の中心部へと近づくにつれてゾンビやレブナントとの遭遇回数が増えつつあり、自然とロレンもそちらにばかり注意を向けるようになっている。

「今この街で、確実に生きているのって私達とクラースくらいなものですよね？」

「ここでブロス達を考慮しないのには、ちと賛同できねぇな」

　おそらくは助かるか助からないか分からないという状態なので考慮に入れなかったのであろうが、ロレンとしてはブロスにも、クラースの連れの三人にもできれば助かって欲しいところであり、自然とそれを数に入れずに話を進めようとするラピスを窘たしなめる。

「言い方を変えます。現在意識があって、状況を認識できるのは私達とクラースくらいなものですよね」

「相手方と拉致されたシェーナを数に入れねぇならな」

「これって、目撃者がいないって状況ではないでしょうか？」

　目撃者という単語に更に嫌いやな予感をロレンは募らせる。

　だが確かに、周囲にいるのはアンデッドばかりでこの場で生きているのはロレンとラピスの二人だけであり、クラースは生きてがんばっているはずであるが、その姿はロレン達からは既に遠く離れていてお互たがいにお互いの状況を見られるような状態ではない。

　ブロス達に関しては、意識が戻もどっているかどうかも分からず現状を認識できるわけもなく、目撃者という意味でならば確かにラピスが言う通りではあった。

「それが、どうした？」

「私、軽く本気だしても問題ないんじゃないかと」

　どうでしょうと尋たずねるラピスに、ロレンはしばし考える。

　もちろん、次々と姿を現すアンデッド達を斬る手は休めたりはしないが、それでも可能な限り考え続け、何体目かのアンデッドを屠ったところで結論に達した。

「いや、なんか駄目だろ？　嫌な予感しかしねぇし」

「大だい丈じよう夫ぶでしょう？」

　夜の闇やみの中で、ほとんど見えていないはずだというのにロレンとラピスの視線が一瞬交差する。

　その一瞬だけでロレンは、言葉による説得はどうも無理であるらしいということを悟さとったのだが、ここで諦あきらめてしまってはいけないような気持ちに駆られてさらに食い下がった。

「駄目だろ。そんなことをしねぇでも、俺おれの剣だけで今のところ問題なくアンデッドの排はい除じよはできてるんだしよ。無理に本気を出さなくてもいいんじゃねぇか？　そりゃあのボーンドラゴンみてぇな手に負えねぇ相手が出たなら別だけどよ？」

　そうロレンが諭した瞬しゆん間かん、足下の地面が激しい揺れに襲われる。

　まさかと思いながら、揺れる地面の上で体勢を崩さないように踏ん張るロレンへ、ラピスが何故なぜだか非常に嬉しそうに言った。

「ボーンドラゴンが出れば、いいってことですよね？」

「……言うんじゃなかったな……」

　噂うわさをすればなんとやら、という言葉があることをロレンは思い出している。

　口に出してしまった噂は、時としてその噂の対象を呼び寄せてしまうという言葉であるが、不用意に口にするのではなかったと思ったところで既に事態は手て遅おくれとなっていた。

　段々と激しくなる揺れは街路にヒビを入れ始め、周囲の建物が崩れていく中で耳をつんざくような咆哮と共に地面から、ハンザに入る前にロレン達を追いかけたあの骨の竜の頭が地面を突き破って飛び出してきたのである。

「たまには本気を出させてもらわないと、腕うでが錆び付きかねん」

　穏おだやかな表情が一転し、ラピスの顔が好戦的な鋭い目つきに変わる。

　口調までも変えた状態でラピスは地面の下から石畳を突き破って這い出してこようとする骨の竜に対峙すると、右の掌てのひらを竜へと向けた。

「嘆きの川を抜け、至れその淵に。天への門を叩かんと欲すれば、汝の罪は紅蓮にて裁かれん。〈煉獄プルガトーリヨ〉」




　ロレンの視界が、赤一色に染まった。

　それ以外は何も見ることができない。

　咆哮も悲鳴もなく、何かが崩れる音や焼ける音もなく。

　ただただ、全てが赤い輝きの中へと消えていく。




「な……あ？」

　魔術というものを、ロレンは見たことがないわけではない。

　だがその瞬間に眼前に展開されたそれが、これまで見てきた魔術と同じものであるとはロレンには到底思えなかった。

「私の後ろから出るんじゃないぞ？」

　声を失うロレンへ、酷ひどく優しげにラピスが告げる。

「そうでないと、灰すら残らない死に様をさらすことになる」

　囁ささやくようなラピスの言葉。

　それと同時にロレンの視界を埋め尽くしていた赤い輝きが消え去った。

　それは現れた時と同じ唐突さであり、ロレンは今しがた自分が見ていた巨きよ大だいな炎の空間が本当にそこにあったのか、疑ってしまうほどに静かに綺麗に消えたのである。

　だがその魔ま術じゆつが残した傷跡は確実にその場にあった。

「嘘うそだろ、おい」

　それは全てのものが消え去るという光景であった。

　街路を形成していた石畳も、その周囲にあった建物も、地面の下から這い出そうとしていたボーンドラゴンの姿も、そして周囲に少しずつ群がりつつあったアンデッド達の姿も。

　何もかもが一いつ切さい合財消え去って、ただ抉れた大地だけが曝け出されている光景。

　どれほどの範囲がそうなってしまったのかは分からなかったが、かなりの範囲が今の一瞬だけで、この場から消し去られてしまっていたのである。

「やはりちょっと制御が甘いですね……でも、久しぶりに全力で魔術が使えたので満足です」

「なんだ今のは……」

「火炎系統の極大魔術ですが……やはり義手義眼状態では制御に甘さが出ました。せめて目だけでも自前のものなら、もっと範囲を広げても問題なかったんですけどね」

　これでも範囲を抑えた方なのだと語るラピスだが、ボーンドラゴンごと周囲のアンデッドと建物を跡形も無く焼き尽くした魔術を、抑え気味でしたと言われてもロレンとしては言葉が無い。

　基本的にアンデッドとは火に弱い存在ではあるが、ドラゴンの名を持つ存在をたった一いち撃げきで倒してしまう魔術師などロレンは聞いたことが無かった。

「万全のときに今のを使ったらどうなんだよ？　つうか俺、要らなくねぇか？」

「悪い冗談ですよロレンさん。こんな魔術、混戦の時なんかで使えるわけないじゃないですか。見た目と威い力りよくは派手ですが、それだけの魔術です、こんなの。私にはロレンさんが変わらず必要なんですって」

　今の魔術で大きく抉った地面に足を踏ふみ入れながらラピスはそう言う。

　それに続くロレンは、今の魔術で地面が熱を持っていないかと心配したのであるが、踏みしめた地面から伝わってくるのは石畳の下にあった土の感かん触しよくだけであり、大地が焼け爛れるようなことにはなっていない。

　どういう理り屈くつなのかと不思議がるロレンへ、ラピスはさらに続けた。

「それに私は神官なわけですから、こんな魔術を使ったとバレたら大変です。たまにならまだしも、普ふ通つうならやりませんよ、こんなこと」

　いいストレス発散になりました、と大きく伸びをするラピス。

　そんなラピスの後をついて、抉られた大地の上を街の中心部へ向けて歩き出すロレンは、ラピスがこの魔術を十全の状態で使った場合については言及しなかったことに気付きつつ、そこを掘り下げて聞く気にはなれずに、ラピスが魔術を使いたいと言い出したときにはまず止めさせようと固く心に誓うのであった。




　ラピスが放った魔術により焼失した街の区画は広大であった。

　ただ、幅よりも長さに重点を置いたのかその効果範囲は長く街の中心部に向けて伸ばされており、ほとんど目的地である国主の館辺りまで延びていたのである。

　そのあまりに大きな傷跡に、ロレンが内心でうすら寒いものを感じている間に、ラピスは飄々と魔術の痕こん跡せきの上を歩きながら、先ほどまでは自分達の位置がばれるからと作ることのなかった魔術の明かりを、自分の指先にともして視界を確保しはじめた。

「なんで今いま更さら？」

「これだけ巨大な魔術を放ったんですよ。こちらの居場所なんてもうバレバレです」

　特になんでもないことのように、そんなことを言いだしたラピス。

　その言葉に疑問を生じたロレンは、当然ここで聞かなければならないであろうことをラピスへ問いただす。

「じゃあなんであんな魔術使った？」

「……てへっ」

　わずかな逡巡の沈ちん黙もくの後に、ラピスはぺろっと舌を出しつつ完全に誤魔化す気なのであろう笑みをロレンへと向けてきた。

「てへっ、じゃねぇよ」

「いえ、ですけどあれくらいの魔術じゃないとボーンドラゴンは屠れなかったじゃないですか。必要に迫られて仕方なくです」

　一転、真面目な表情へと変化しつつそんな説明を行うラピスへ、ロレンは懐疑的な視線を向けたまま、さらに追つい及きゆうをしてみる。

「実際は？」

「もうちょっと弱い〈炎嵐フアイアーストーム〉とかでも良かったかなーと」

　意外とあっさりとラピスは自分が使った魔術の選せん択たくミスを認めた。

　おそらくはこれまでずっと我が慢まんし続けた結果、溜たまりに溜まった鬱憤を晴らすべく、自分が持っている魔術の中でも、最も派手なものを選択した結果が現状というものなのであろうが、あまりにあっさりとしたラピスの反応にロレンはそれ以上追及し、ラピスを責めるのもばかばかしくなり、その話題を打ち切ることに決める。

「あの魔術。法術の使用回数には関係ねぇんだろうな？」

「関係はないですね。全くの別物ですから。私の法術はきちんと残り三回です」

「前、二回って言ってなかったか？」

「あれから少しだけ成長したんです」

　神官にとって、何をもって成長というのか理解できないロレンであるが、ラピスの法術使用回数が本当に増えたのであれば、それは喜ばしいことであって経過は気にしても仕方がない。

「行くか……」

　怪我けがのできる回数が一回増えたのだ、くらいに考えておくのがいいだろうと考えたロレンが先に進むことを提案すると、ラピスはにっこり笑って答えた。

「それが建設的な行動ですよ」

　アンデッドに何かを恐れる、という感情は存在しないはずであった。

　しかし、ラピスが行使した魔術がアンデッド達に恐きよう怖ふを抱かせたのではないか。

　そんな風に思うくらい、そこから先の行程でロレン達はアンデッドに出くわすことなく、国主の館へと到とう着ちやくする。

　普通の国の国主ならば、城というものに住んでいそうなものだとロレンは考えていたのだが、到着した国主の館というものは確かに他の住民の住んでいるような建物と比べればかなり立派な造りをしてはいたものの、城と呼ぶにはほど遠い代物であった。

　周囲を堀で囲い、その向こうにはやや高めの壁かべがあり、その向こう側にあるのが国主の館という構成で、ロレンにはなんだかそれが平地などに構築される砦のように見える。

　何もなければ堀をまたぎ、その敷地へと続く橋には国主を守る為の兵士達が配置されていたのであろうが、今は誰だれ一人ひとりとしてそこにはいない。

　無人の橋と門を潜り、壁の内側へと足を踏み入れたロレン達は、館へと続く庭のような空間でその足を止めた。

「ここまで来るとは、命知らずな」

　庭のほぼ中央に、石で作った祭壇のような台があった。

　その上にはぴくりとも動かないシェーナが、ロレン達がカッファの街近くの森の中で彼かの女じよを見つけた時のような、白いワンピースを着せられた格好で横たわっており、その前には服を黒いローブ姿に着き替がえたシュテールの姿がある。

　その周囲には篝火が焚かれていて、庭全体を見回せるくらいの明かりが確保されていた。

「趣しゆ味みが悪ぃな。なんのつもりだ？」

　祭壇の上に寝ねかされる少女の姿。

　それはまるでどこかの邪神を崇拝する悪質な儀式のようにも見えて、ロレンは大たい剣けんを構えながらシュテールを睨にらみつける。

「これよりあの御方が残された業の完成を行う」

「誰なんだよその御方ってのは。そんな年端のいかねぇ子に何しやがるつもりだ、変態」

　ひくりとシュテールの頬ほおがひくつくのと同時に、ロレンの隣となりで事態を見守っていたラピスが堪え切れなかったように小さく吹ふき出だした。

　そのまま口元を押おさえて肩かたを震ふるわせるラピスを横目で見ながら、ロレンはさらに続けてシュテールを罵る。

「変態が何をしゃべろうが興味無ぇよ。どうせお前のいうその御方とやらも、お前に輪をかけた変態なんだろうが、変態は変態らしくお天てん道とう様さまの届かない場所で、じめじめと腐ってろ。アンデッドなんだからよ」

「な、なにをっ！　この無学な野蛮人めがっ！」

「無学も野蛮も認めねぇでもねぇが、それでもそんな子供に手を出さねぇくらいの分別はあるんだぜ？　手前ぇらそれ以下じゃねぇか、このド変態が」

「年齢は関係ないっ！　この娘むすめには適性があったのだ！」

　アンデッドの体に血は流れていない。

　だからこそ激怒したシュテールの顔色は全く変わることはなかったが、その形相は怒りに激しく歪み、憎悪の視線をもってロレンを睨みつけていた。

　その視線を、真っ向から受け止めて睨み返すロレンの横からラピスが口を挟はさむ。

「一体何の適性だったんです？　ちょっと興味があるのですが。そもそもその娘に授けられたという至宝というのは？」

「貴様ら如ごときに理解できようはずもない！」

「これでも私、知識の神に仕えます神官です。それほど偉大な御業であるというならば、是ぜ非ひご教授願いたいところですね」

　ちょっと待っていてくださいねとばかりに、ラピスはロレンの胸の辺りに手の甲こうを当てながらシュテールへと問いかける。

　おそらくそれを拒絶する言葉を吐き出そうとシュテールが口を開きかけたところへ、被せるようにしてこう言い放った。

「まさか説明できない、とは言わないですよね？　それだけ偉大な御方の業を完成させようとする貴方あなたが、他人に分かるよう説明できないというのであれば、それは貴方自身がその業をきちんと理解していないからだ、と考えますが」

「何をっ!?」

「私達たちに分かる分からないは度外視しても、説明くらいはできますでしょう？」

　少し挑みかかるかのような口調のラピスに、シュテールはすぐに唇を歪めて相手を馬ば鹿かにしたように笑う。

「時間稼かせぎか？　まぁいい。どうせ貴様らは逃にげられないだろうし、既に準備は整っている。聞きたいというのであれば聞かせてやろう。あの御方の業を」

　ロレンとしてはすぐにでも切りかかりたい気持ちであったのだが、自分の胸に当てられているラピスの腕は、外見からは想像できないような力でロレンを押し留めていた。

　何か考えがあるのだろうかと思いつつもロレンは仕方なくシュテールの語る言葉へと耳を傾かたむける。

「この娘にあった適性。それはあの御方が所持されていた至宝。克死の宝珠に対する適性があったということだ」

　ちらりとロレンがラピスの顔を窺うと、ラピスは視線だけロレンの方に向けつつ、そっとわずかにだが首を振った。

　どうやらシュテールが口にした至宝の名前は、何でも知っていそうなラピスも聞いたことのないものであったらしい。

「それは人の命を吸い上げ、死を克服する力を授けるあの御方の研究の産物」

　どうやら問わなくとも勝手に色々説明してくれるらしいとロレンは呆あきれるが、ラピスは興味が湧わいてきたのか、熱心にシュテールを注視している。

「あの御方は私にもその力を授けてくださったのだが……私には適性がなく、中途半はん端ぱな形で死を克服する形となってしまった」

　シュテールの声のトーンが落ちる。

　それは彼女のいうあの御方とやらの期待に添うことができなかったゆえの落胆であるように見えたが、ワイトは死ににくいアンデッドであることは確かであるが、殺せないものでは決して無い。

　それは失敗したというのではないだろうかと考えるロレンを余所よそに、シュテールは一いつ旦たん落とした声のトーンを再び上げつつ高らかに言う。

「だが、あの御方の研究はこの地で実を結ぶことになった！　この地でこの娘を見出したあの御方はこの娘こそ適合者であり、完璧な結果が出せることを確信し、かの宝珠をこの娘に授けられたのだ！」

「不死の研究をしてたどこかの誰かが、その研究の過程で作り上げた魔術道具を使って、研究の集大成を生み出そうとしてたのですが、被験者に適性がなかったせいで中途半端な代しろ物ものを生み出し続けていたところに、シェーナさんという適性のある被験者が見つかって、色々やっちゃった、ということみたいですね」

「まとめてくんなくとも、それくらいは理解してんよ」

「そうですか……えーとシュテールさん、今一つ現状と説明が繋がらないのですが、そのお話ですと適性のあるシェーナさんという被験者を見つけた時点で話は終わるように思うんですが？」

　尋ねたラピスの言葉にシュテールは顔を曇らせる。

「あの御方も神ならぬ身。一つだけ誤算があった」

「失敗作を生み出してる辺りで、誤算ってのは一つどころじゃねぇ気がすんだが？」

「ロレンさん、お静かに……その誤算とは？」

　ぼそぼそと呟つぶやくロレンの言葉を制してからラピスはさらに問いかける。

　ここでシュテールの機き嫌げんを損ねて、話を打ち切られてはたまらないと考えてのラピスの行動であったのだが、シュテールの耳にロレンの呟きは届かなかったらしい。

「それは、子供の精神力では宝珠から流れ込む死の力に、正気を保ち続けることができなかった、ということ」

「どういうことだ？」

「たぶんその宝珠は他者の命を吸い取って対象をアンデッドに変化させる代物のようですが……そんなものを流し込まれて子供の精神が受けきれると思います？」

　自らの体に何か違ちがうものが注ぎ込まれるということ。

　しかもその何かによって自分が生きてはいないものへと作り変えられるという感触。

　それがどういうものであるのか理解していなかったとしても、それらのことは酷くおぞましいことであり、子供でなくとも耐え切れるものではなかったのではないかとロレンは考える。

「拒絶反応が出たんですね」

「その通り。この娘は全てが完了する前に苦し紛まぎれにつかった〈転送テレポート〉の魔術でこの地より消えうせてしまった」

「シェーナさんが〈転送テレポート〉の魔術を？　……あぁなるほど。半ばなりかけたところまでは行っていたということですか」

「ラピス、説明してくれ」

「シェーナさんはその宝珠の力でアンデッド化しかけたところで、拒絶反応を示し、なりかけていたアンデッドの能力で魔術を行使し、この地から逃れたということですね。転移先の座標なんて設定していなかったでしょうから〈乱数転送ランダムテレポート〉というやつです。これで大体分かりました」

「お前、シェーナは人間だって言ったよな？」

　確かにラピスはシェーナのことを人間であると判断していた。

　それを言われてラピスは少しだけ申し訳なさそうな顔になる。

「なりかけ、ですからなってないんです。ですからシェーナさんは現在はまだ人間のはずです。それと馬車の中で冒ぼう険けん者しや達たちが次々に不調を訴うつたえたり、死亡してしまったりしたのはシェーナさんが持っている宝珠のせいだったんですね」

　人の命を吸い取るという宝珠。

　それを持たされていたシェーナは自身でも自覚が無いままに近くにいた者達の命を吸い上げ続けていたというわけであった。

「もしかして……シェーナさんに注がれた力というのは、ハンザの住民達……一体どれほどの命を吸わせたんですか？」

「大いなる成果の前に、多少の犠牲はつきものだ。だが生贄は多ければ多いほどいい」

「最悪です……これは最悪です」

　思わずといった感じで顔を掌で覆ってしまうラピス。

　わけも分からず、ラピスとシュテールを交こう互ごに見比べるロレンへ、ラピスは絞り出すような声で、淡たん々たんと語った。

「たぶん都市国家ハンザの国民のほぼ全てが、その宝珠とやらに命を吸われて低級のアンデッドと化しています。その力を注ぎ込まれたシェーナさんは、注がれた力の量と、拒絶反応を示したときに使ったのであろう魔術からして、かなり高位のアンデッドに変じるはずです」

「止める方法は？」

「この時点で既にありません。先ほど彼女が言っていたでしょう。準備は整ったと」

「その通り。既に準備は整い、今この瞬間を持ってあの御方の業は完成を見る！」

　高々と両手を空へと突き出したシュテールの前で、祭壇に寝かされていたシェーナの胸むな元もとから眩いばかりの白い光があふれ出し始める。

　それは光でありながら、何の熱も感じさせることはなく、そればかりかロレンですら身震いするような寒気を周囲に吐き出し始めていた。

「なんか、やべぇんじゃねぇのか？」

「えぇそれはもう。掛け値なしに不味まずい事態になりました」

　声に苦々しいものを含ませるラピス。

　ロレンの胸を押さえていた手を離し、拳こぶしを握にぎり締めてラピスは高笑いを始めているシュテールを睨みつけた。

「貴方、絶対にロクな死に方しないですよ」

「私は死なない。この成果をあの御方に届けるまでは！　さぁお前達も共に祝うがいい。そしてあの御方の偉大な御業の前にひれ伏ふし、その命を差し出すのだ！」

　シェーナの胸元からあふれ出す光がさらに一層その輝きを増す。

　目が焼かれかねない光に、腕をかざして目を護るロレンと義眼ゆえなのか目を護ることなくその輝きの向こう側にいるシュテールを凝視し続けるラピス。

　その二人に目め掛がけて、シュテールは声を張り上げて告げた。

「今こそこの娘の魂たましいと、宝珠の力をもって生まれ出でよ！　死を克服せし者！　〈死の王ノーライフキング〉よ！」

　その瞬間、空間を満たした何かの気配に、ロレンは心臓に氷の杭くいを打ち込まれたかのような悪寒にその体を震わせるのであった。




　祭壇の上に、身に着けているワンピースの裾すそをゆらゆらと揺ゆらめかせながら浮ういているシェーナの体。

　少し前までは年相応の命に満ち溢れ、輝きを放っていた金色の髪かみは今はその輝きを失い冷たく艶のない色を晒している。

　虚ろに、半眼に開かれた双眸の焦点はどこにも合わされておらず、力なく開かれた小さな口からは、耳をふさぎたくなるような響ひびきを帯びた小さな呻き声が絶えることなく漏れ続けていた。

　血の気の抜けた病的なまでに白い肌はだからは絶えず、同じく白いモヤのようなものが生じており、それはシェーナの体に沿って地面へと流れ落ちて祭壇から地面へとわだかまりつつある。

　その薄い胸には先ほどまで強烈な光を放っていた何かが、今はぼんやりと弱い光を放っており、その輝きはロレンに何かしら肌に泡あわ立だつものを感じさせ続けていた。

「おぉ……これこそが、あの御方の業……紛うことなき死者の王……」

　おそらくは歓喜のあまりなのであろうが、シュテールの声が震える。

　すでに死者である彼女は生者であるロレンがシェーナに感じているようなものを、感じることがない。

「最悪です。えぇ、本当に最悪ですこれは」

　ぎりと歯は噛がみしながら、まるでシェーナの気配に押されたかのように、一歩後ずさるラピスに声を歓喜に震わせたままのシュテールが、勝ち誇った声を上げる。

「これでお終いです！　あの御方の偉大なる業に、全てが平伏す時が来たのですっ！」

「〈死の王ノーライフキング〉一体で世界が終わるような言いぐさですが……まぁこんなの量産されでもしたらそうなるかもしれないですけど、貴方の考えには穴があります」

〈死の王ノーライフキング〉となったシェーナは、まだ動き出すような気配がない。

　鳥肌の立つような寒気に襲おそわれつつも、大剣を構えて対峙するロレンのやや後ろから、ラピスは勝ち誇るシュテールに指を一本立ててみせた。

「穴？　何をこの期に及んで……」

「それは！」

　言いかけたシュテールの言葉をさえぎって、ラピスは立てた指を折りながら声を張り上げる。

　その声の大きさにシュテールが思わず黙だまり込んだ隙すきに、ラピスは少しばかり早口に、指摘するべき事実をシュテールに告げた。

「今この場に現出したその存在は確かに〈死の王ノーライフキング〉なのでしょう。ところでその〈死の王ノーライフキング〉なのですが、何らかの方法で制御可能な存在なのでしょうか？」

「何？」

　疑問の声を上げたシュテールに、ラピスは一つの事実を確信する。

　そしてそれは、自分達にとってもろくでもない事実であり、さらには対峙しているシュテールにとっても非常に致ち命めい的てきな穴であった。

「まさかとは思うのですが、制御不能な状態で〈死の王ノーライフキング〉をこの場に現出させたというわけではありませんよね？」

「そ、それは……いやしかし、この場で〈死の王ノーライフキング〉が牙きばを剥むくのは生者であるお前達だけのはず！　すでに死者たるこの身には……」

「あ、はい。分かりました。この脳腐れの大馬鹿女！」

　突然すぎるラピスの罵りに、怒ることも忘れてぽかんとした顔になるシュテール。

　そこへ畳み掛けるようにしてラピスが声を荒らげてシェーナを指さす。

「そこにいるのは〈死の王ノーライフキング〉です！　この世の全てを死へ引きずり込み、その頂点に王として君臨する最上位のアンデッドですよ！　貴方みたいな自由意志のあるワイトなんて存在が、許されるわけないじゃないですか！」

「な、あっ!?」

　狼ろう狽ばいし、傍かたわらに浮かぶ〈死の王ノーライフキング〉から距きよ離りを取ろうとでもしたのか、二、三歩ほど後ずさったシュテールは思わずシェーナを見上げてしまった。

　その視線は偶然にも虚ろな瞳ひとみのシェーナの視線とかちあってしまう。

「ひっ!?」

　シュテールが小さく短い悲鳴を上げた。

　恐怖など感じるはずもないアンデッドの身である彼女が、明確な恐怖に体を強張らせ、その場から動けなくなる中、シェーナがゆっくりとその掌をシュテールへ向ける。

「止せ！　私は……」

　その言葉は最後まで言い終えることができなかった。

　シェーナが意識を向けただけで、シュテールの足下から白い炎のようなものが立ち上り、その全身を包つつみ込んでしまったのである。

　悲鳴すらあげることなく、それに飲み込まれたシュテールは白い炎が消えた時には意思を感じさせることのない空虚な表情を顔に浮かべていた。

　まるで王の威光に伏す臣下のように、項うな垂だれるシュテールの口からは意味を成さないか細い呻き声が発せられ、その体が帯びていた黄色いモヤのようなものは消失し、再びその体から生じることはなかったのである。

「とんでもないですよあれ。ワイトの力をドレインして、ただのゾンビにしてしまったようです」

「あんなのどうしろってんだ……ってか、俺、シェーナを斬らなきゃならねぇのか？」

　相手が〈死の王ノーライフキング〉という最上位のアンデッドであるということはロレンも理解した。

　しかしながらその外見は、シェーナそのままでありそれを斬れるかと自問してみればロレンは答えに窮きゆうしてしまう。

「斬れるなら斬って欲ほしいとこですけど、相手は〈死の王ノーライフキング〉ですよ？　何重もの魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよと物理防御を身に纏い、体の周囲に常時エナジードレインを行う力場を発生させてるこれが斬れるものなら……あ、いや、えぇっと？」

　言葉の途と中ちゆうで声を詰まらせて、思案し始めてしまうラピスだったが、その思案が終わるより先に、ゾンビと化したシュテールが生者の気配を察知して祭壇を越えてロレン達の方へとその足を進め始めていた。

　敵だとわかっている相手が、両手を伸のばして掴つかみかかってくるという事態にロレンは咄嗟に構えていた大剣を振るい、シュテールの体を肩かた口ぐちから袈裟懸けに両断してしまう。

「やべぇっ！　こっち向いた！」

　その行動が、シェーナの注意をひきつけてしまったらしく、虚ろな視線がロレンへと向けられ、先ほどシュテールをゾンビと化したその掌がロレンへと向けられた。

　あの白い炎が来れば、おそらく自分もシュテールと同じようにゾンビへと変えられてしまうのだろうと考えたロレンは、その狙いを定めさせないために素す早ばやく回かい避ひ行動に移る。

　同時にラピスもシェーナの狙いを散らさせるためなのか、ロレンとは反対方向に地面を蹴って跳んだ。

「〈呪炎カースフレイム〉」

　一拍前までロレンが立っていた地面に、白い炎が吹き上がる。

　その炎がロレンを捉えることなく、出現した時と同じように瞬しゆん時じに消え去ったのを見て、ゆっくりとシェーナは祭壇の上で向きを変え、逃げ回るロレンを視線で追いかけ始めた。

　立ち止まればすぐに、白い炎が自分を襲うことが分かっているロレンは足を止めることなく、左右にステップを踏みながら少しずつシェーナへの距離を詰つめ始め、ロレンの意図に気が付いたのかシェーナはまた違った言葉を唇に乗せる。

「〈扇炎フアランクス〉」

　軽く振ふったその手から、ロレンのいる場所目がけて広がった炎はまるで扇のように広がりながらロレンへと迫せまっていく。

　慌あわてて後方へと飛ぶことで難を逃れたロレンであるが、少しずつ詰めていた間合いはその動作によってまた離れてしまう。

「近寄れねぇぞ！　これじゃ切る切らねぇ以前の問題だ！」

「飛び道具ないんですか!?」

「ゾンビ相手に使い切っちまった！」

「うぬー……迷えし者達よ、あるべき場所へ還りなさい。〈退魔ターンアンデツド〉」

　呻くラピスがいきなり退魔の力を行使すると、シェーナの体が一瞬だけ清浄な光に包まれるがその光はすぐに消え去り、シェーナ自身は何の痛痒も感じていないかのように、ラピスの方を見ようともしないまま、その視線は小刻みに動く方向を変えながらなんとか間合いを詰めようとし始めるロレンを追いかけている。

「抵てい抗こうされますよねそりゃ……蚊の一刺しほどにも効いてないみたいです」

「信しん仰こう心が足らねぇんじゃねぇか!?」

「〈死の王ノーライフキング〉を退魔できる神官なんて、いるならここに連れてきてくださいっ！」

　叫んだラピスだったが、即そく座ざにその場から飛びのけば、ラピスが立っていた場所に白い炎が吹き上がった。

　シェーナはラピスを見てはいなかったが、その存在には気付いている。

　ラピスが油断していると見て、ロレンの方を見ながらラピスへ攻こう撃げきを仕掛けるというフェイントを仕し掛かけてきたらしかったが、ラピスとて尋常な者ではない。

「赤の飛礫よ、敵を撃て〈炎弾フアイアブリツド〉」

　回避しつつラピスが放った魔ま術じゆつは、ラピスの指先から四発の炎の弾を撃ち出し、その全てがシェーナの顔面へ着弾し炸裂する。

　人が受ければ大きな被害を受けたであろうその攻撃も、炸裂した炎が晴れた後には傷一つ無いシェーナの顔があるだけで、ラピスは鋭するどく舌打ちをした。

「初級魔術じゃ傷すら負わせられませんか」

　ぼやくラピスへ、ようやくその存在を邪じや魔まなものとして認識でもしたのかシェーナがロレンから視線を外し、ラピスの方へと向き直る。

　緩慢な動きでもって、ラピスへと掌を向けようとするシェーナに、ラピスは足を止めシェーナを見つめたままほんのわずかに顔をほころばせた。

「いいんですか？　そっちから視線を外しても？」

　自分から注意が逸れた瞬間。

　ロレンがその瞬間を見逃すはずもなかった。

　しかもシェーナはラピスに攻撃を仕掛けようとしている最中であり、接近するならばここをおいてないとばかりに、回避行動を取らないまま一直線にシェーナへと肉にく薄はくしてくる。

「恨んでくれてもいいぜっ！」

　唐竹割りに振りぬいたロレンの大剣は、しかしながらシェーナの体を捉えるには至らなかった。

　それはロレンの攻撃を察知したシェーナが、祭壇の上から飛び降りつつラピス目掛けて〈呪炎カースフレイム〉の力を放ったせいであり、ロレンの一撃はわずかにシェーナが身につけているワンピースの裾を切り裂き、勢い余ってその下にあった祭壇を破は壊かいしてしまう。

「ラピス！」

　続けざまに下から掬い上げるような一撃で追撃するロレンだったが、こちらもシェーナにひらりと回避される。

　だが、一度接近したところから離はなされてなるものかとばかりにロレンはすぐさま刃やいばを切り返してシェーナへと斬きりかかったところで、ラピスの全身が白い炎に包まれるのを見て、思わず声を上げた。

「大だい丈じよう夫ぶです！　一撃もらったくらいでどうこうなる私ではありません」

　白い炎が消え、姿を現したラピスは多少息を荒あらくはしていたものの、アンデッド化することなくロレンへ言葉を返した。

　ワイトが一撃でゾンビに成り下がったような一撃であるというのに、それを耐え切るというのはアンデッドよりしぶといのでは、という考えが一瞬頭をよぎったロレンであるが、そんな思考とは別に体は間合いを離されないよう、大剣による連続攻撃をシェーナへ仕掛け続けている。

「ロレンさん、気をつけてください！　〈死の王ノーライフキング〉が使ってるのは魔術ではありませんから、呪文の詠唱もなく唐とう突とつに来ます！」

「そりゃ気をつけられねぇんじゃねぇかな」

　今の所シェーナは攻撃する前に、掌てのひらを向けるという動作を行ってはいるのだが、それとてラピスの言い方からすれば本来は必要の無い動作のようであり、そこを省かれでもすればロレンにはシェーナの攻撃を察知する方法がなかった。

　それよりも、とロレンは苦々しく考える。

　シェーナ自身に戦せん闘とう経験があったとは考えにくかったのだが、ロレンが次々と繰り出す斬撃の悉ことごとくが回避されているという現実にロレンは舌を巻く。

〈死の王ノーライフキング〉というくらいなのだから、その身体的能力の方も相当なものだろうとは思っていたロレンなのだが、ふわふわと浮いているような状態で全ての攻撃を見切られでもしているかのように回避されてしまう様子は、まるで煙けむりか陽炎を相手にしているような気持ちになり、押さえつけてはいるもののロレンは焦りの感情が湧き上がってくるのを感じている。

「ロレンさん！　ここを狙ねらってください！」

　そんなロレンの耳にラピスの声が届く。

　攻撃の手を休めることなくロレンがラピスの方を見れば、ラピスは人差し指で自分の胸の辺りを指し示していた。
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「光ってる部分です！　普通の〈死の王ノーライフキング〉にはそんな部分ないんです！　結果どうなるか分かりませんが、狙う価値はあると思います！」

　シェーナがあの御方とやらに渡された〈克死の宝珠〉があったらしい場所。

　今でも弱くはあるが、光り続けているその場所を狙えというラピスの言葉に従ったものかどうか迷うロレンだったが、次の瞬しゆん間かんにそのラピスの指示を聞いた〈死の王ノーライフキング〉が思わずといった感じで胸元を手で庇うのを見て考えを決める。

「普通の〈死の王ノーライフキング〉って見たことあんのかよ……まぁ、その様子だとラピスが言うように狙う価値はあるみてぇだな？」

　当たり前ではあったが〈死の王ノーライフキング〉からの返事はない。

　代わりに〈死の王ノーライフキング〉は腕うででその光る部分を庇いつつ、虚ろな視線をロレンへと向けると耳をつんざく悲鳴のような声を上げた。

　その音量に耳を塞ぎたくなるロレンであったが、そんなことをすれば攻撃の手を休める結果となり、〈死の王ノーライフキング〉に一息つかせる余よ裕ゆうを与えてしまうことになる。

　だからこそここは耐えて攻こう撃げきを続けるべきだと考えたロレンだったのだが、ふと〈死のノーライフ王キング〉を追いかける足や、大剣を振るう腕に鈍にぶく重い疲ひ労ろうのような感覚を覚えた。

「ロレンさん！　〈死の王ノーライフキング〉が常時発動させているエナジードレインを強化し始めました！　急がないと魔除けの効果を突とつ破ぱされてしまいます！」

「時間がねぇってことだな……」

　これまでまともに一撃も当てていない相手に、時間制限付きでしかも胸元の一点を狙うとなればロレンとしてもなりふりを構っている余裕は無い。

　当てた後で倒たおれたとしても、構うものかと覚かく悟ごを決めたロレンは頭の片かた隅すみで何かの部品が嵌るような、カチリという音を聞いたような気がしていた。




　弾かれたように飛び出したロレンの速度はそれまでの比ではない。

　詠唱もなく〈死の王ノーライフキング〉の手から撃ち出された火の弾はロレンの体を掠めることもなく、誰だれもいない空間を空しく焼きながら飛び去っていく。

　その間に、懐ふところへと潜り込んだロレンが横よこ薙なぎの一撃を放てば、〈死の王ノーライフキング〉が体にまとっている物理防御の力場がその一撃を受け止めようとして、あえなく砕くだけた。

　声を上げることもなく、表情を変えるようなこともない〈死の王ノーライフキング〉であったが、わずかに狼狽するような気配を漂ただよわせながら、その場から後退することでロレンの一撃を回避した〈死の王ノーライフキング〉は、改めてロレンへ何らかの力を行使しようとして、その姿を見失う。

「こっちだよ」

　背後からするロレンの声に、振り向いた〈死の王ノーライフキング〉の胸元へ突き出される大剣の切っ先。

　砕けた力場を再構築し、突き出された切っ先を受け止めようとした〈死の王ノーライフキング〉の目の前で黒い刃の表面に何かの模様が妖しい光を放つと、再構築したばかりの力場がいとも簡単に切り裂さかれ、浅くではあるが〈死の王ノーライフキング〉の胸元を掠めた。

　即座に〈扇炎フアランクス〉を展開し、そこにいるはずのロレンを焼き尽くそうとする〈死の王ノーライフキング〉だったが、突き出された刃は捉えきれなかったことを悟るや、即座に同じ速度で引き戻され、〈死の王ノーライフキング〉の掌から炎が噴き出した時には、すでにロレンの姿はその射程の外に退避してしまっている。

　とても大剣という重量のある武器を使っているとは思えないその速度に、単発の攻撃では捉えきれないとでも考えたのか、〈死の王ノーライフキング〉は咆哮を放った。

　命ある者が聞けば、その生命力を吸い取られてしまうであろうその咆哮も、ロレンの動きを止めることはできない。

　扇形に広がった炎が収まるのも待たずに、大剣を構えた状態で前へと踏ふみ込むロレンの目の前で、その切っ先に触ふれた燃え盛る炎がまるで道を譲るかのように割れる。

　ありえない現象に〈死の王ノーライフキング〉の動きが止まった瞬間に、まるで暴風のような連撃がその体に襲い掛かり、〈死の王ノーライフキング〉はここで初めて回避と防御に専念させられることになった。

　防御用の力場と大剣の刃が打ち合わされ、耳障りな音が辺りに響き渡わたる中、〈死の王ノーライフキング〉は止まることのない連撃をさばきながら、必死に打開策を模索する。

　ここでロレンに有利に働いたのは、〈死の王ノーライフキング〉の素体となったシェーナに満足な戦闘経験がなかったことであった。

　経験したことのない事態に、効率的な打開策を思いつくことができないままに、〈死の王ノーライフキング〉はロレンの放つ連撃にさらされ、じりじりと後退を余儀なくされていく。

　半ば苦し紛れに放った幾いくつかの炎は、荒れ狂う斬撃に斬り散らされて、ロレンの産毛すら焼くことがなかった。

　それでも、疲つかれを知らない〈死の王ノーライフキング〉と違い、生身の人間でしかないロレンにはやがて連撃の終わりがやってくる。

　少しずつその速度を落とし始める攻撃に、〈死の王ノーライフキング〉はロレンが疲弊し、満足な攻撃を放つことができなくなりつつあることを知り、顔を歪ゆがめた。

　それでも必死に食い下がるロレンであったが、やがて攻撃は止まり、ロレンは大剣の刃を地面へと突き刺し、それを杖つえのようにして縋るような状態になってしまう。

「くそっ……」

　それでも一瞬の息を継ぐために、大剣の腹を〈死の王ノーライフキング〉に向け、その陰に隠れようとするロレン目掛けて、〈死の王ノーライフキング〉はその力を大きく注ぎ込んだ〈扇炎フアランクス〉を放った。

　扇状に広がる炎はたとえ大剣の刃がある程度、盾たてとして機能したとしてもその周囲を炎で包み込み、熱と酸欠で確実にロレンの動きを殺してしまうはずで、〈死の王ノーライフキング〉は己の勝利を確信する。

　だが、〈死の王ノーライフキング〉が予想するそんな未来が訪れることはなかった。

「喰らっとけっ！」

　ロレンの声がしたのは〈死の王ノーライフキング〉の頭上。

　その動作にどれほどの意味があるのかは誰も分からないが、顔ごと視線を上へと向けた〈死の王ノーライフキング〉は、勢い良く自分の胸元へ叩たたき込まれたロレンのブーツの靴底に、その小さな体を揺らされ大きく後ろへと下がってしまう。

　何が起こったのか分からないままにその両腕を振り回し、ロレンを遠ざけようとする〈死の王ノーライフキング〉であったが、素体となっているシェーナのまだ成長しきっていない腕では、いくら振り回そうともロレンとのリーチの差は歴然としており、その攻撃を防ぐにはあまりに力不足であった。

　ならばまた力場を形成して、と〈死の王ノーライフキング〉が考えるより早く、体ごと打ち込むようなロレンの右の拳が、先ほど靴の裏が捉えた〈死の王ノーライフキング〉の胸元へ鈍い音と共に打ち込まれ、それをまともに受けてしまった〈死の王ノーライフキング〉は、背中から地面へと打ち倒され、土煙を上げながらそこそこの距離を滑っていってしまう。

「無茶しますね。まさか〈死の王ノーライフキング〉相手に肉にく弾だん戦せんを挑むとか、信じられません」

　端から見ていたラピスは、その一部始終を目撃していた。

　ロレンが疲れたように見せかけたのはあくまでもフェイクであり、実際はまだ十分に余力を残したまま大たい剣けんの陰へと隠れ、勝ちを意識した〈死の王ノーライフキング〉が炎を放つ瞬間に大剣を足場にして空中へ飛び、そこから〈死の王ノーライフキング〉目掛けて飛び蹴りを放ってみせたのである。

　さらにダメ押しとばかりに胸元に叩き込まれた拳による追撃は、防御することが間に合わなかった〈死の王ノーライフキング〉へ確実なダメージを与えていた。

「まだやられちゃくれねぇだろ！」

　ロレンは一度後方にステップしながら半身に体を開きつつ、背後へ左手を伸ばすとそこに突つき立たててあった大剣の柄つかを掴み、片腕だけで地面から引ひき抜ぬく。

　それを構える暇ひますらなく、左手一本だけで振り回された大剣は遠心力をたっぷりと乗せた威い力りよくでもって立ち上がろうとしている〈死の王ノーライフキング〉の上半身を浅く薙いだ。

　二度の打撃に加えて、大剣の刃に浅く捉えられた〈死の王ノーライフキング〉の胸元に光るその部分は、ぴしりと乾いた音を立てたかと思うと、次の瞬間には粉々に砕け散って立ち上がろうとしていた〈死の王ノーライフキング〉の足下へ小さな破は片へんを飛び散らせる。

「あ……」

〈死の王ノーライフキング〉の虚ろであった瞳にわずかばかりの光が戻もどると同時に、その唇から小さな声が漏れた。

　さらなる攻撃を加えようとしていたロレンは、その声を耳にして慌てて攻撃の手を止め、その瞬間に膝ひざを地につき、大剣を地面へ突き刺して支えとすることでなんとか倒れずに済むといったほどの疲労感に襲われて動けなくなる。

「反動かよっ……けど……」

　体を動かすことはほとんどできない。

　そこはいつもと変わらない状態であったが、いつもならばここから簡単に意識を手放してしまうはずであったというのに、多少朦もう朧ろうとはしているものの、ロレンはぎりぎり自分の意識を失わない状態で、目の前にいる〈死の王ノーライフキング〉を見続けることができていた。

　それが慣れではないことは、ロレン本人が一番良く分かっている。

　もしこれが慣れるようなものであるならば、ずっと前にもう慣れていなければならないはずで、ならば現在自分が意識を保っていられるのは何故なぜなのかと考えれば、自然とロレンの視線は支えに使っている大剣に向かう。

「まさか……な」

　変わったものはといえば、それくらいなものではある。

　だがもし、その大剣に原因があるのだとすれば今ロレンが手にしているそれは、世間一いつ般ぱんでは魔ま剣けんと呼ばれる代物であり、その希少性は計り知れない。

　もちろんそんなものは店で売っているわけがないし、売っていたとしてもその値段はロレンがその大剣を買ったときに支し払はらった金額から桁が二つ三つは増えることだろう。

　そんなことを考えながら、ラピスの方を見ようとしたロレンはすぐ近くで何かが地面へと落ちる音を聞いて、思わずそちらへと目をやってしまう。

「お……にぃ……さん」

　そこに落ちていたのは、シェーナの左腕であった。

　肩かた口ぐちからもげて、落ちてしまったそれの断面はただ白い何かが詰まっているだけのものであり、生身の体のように血が通っておらず、シェーナは不思議そうに自分の左肩を見つめると、どうにか立ち上がろうとして、今度は右足が千切れてその場に座り込んでしまう。

「なんだってんだこりゃ……」

「体の崩壊が始まったんですよ。そもそもが唯ただの人間を〈死の王ノーライフキング〉なんかにする無茶な術式なんです。たぶんそれをまとめていたのが克死の宝珠とかいう魔術道具だったのでしょうが、それが壊れたので体を維持できなくなったんです」

　近づいて来たラピスが、シェーナの状じよう況きようをつぶさに観察しながら推測を述べる。

　地面へ落ちたシェーナの左腕は、しばらく形を保ってはいたもののやがてそれ自体が灰で出来ていたかのようにさらさらと崩れ去り、白い粉の塊となって風に吹かれて散っていく。

「なんとかならねぇのか？」

「〈死者転生ビカムアンデツド〉という外法の魔術だと思うんですけど……元々自分にかける魔術を他人に使えるようにした上に、〈死の王ノーライフキング〉みたいな高位アンデッドにするように改造された術式です。あちこちに無理がありすぎるんですよ。そのツケが全部、被害者に回るようになってるんです。これはもう……どうすることも」

　そうラピスが告げる間にも、シェーナの体は崩壊を続けている。

　地面へとさらさらと落ちていく白い粉は留まることを知らず、表情の抜け落ちた顔でそれをじっと見つめていたシェーナは、動けないままに自分を見つめているロレンへ視線を合わせると、掠れた声で尋たずねた。

「おにぃ……さん。わたし……しんでしまうんです、か？」

「あぁ、どうもそうらしいぜ」

　誤魔化す気にも、言葉を濁す気にもなれず、ロレンは率直に事実だけを伝えた。

「そうですか……でも、だれかのめいわくに……ならずにすむなら……よかった」

　宝珠の力によって〈死の王ノーライフキング〉として縛られてはいても、シェーナ自身の意識が全くなくなっていたわけではなかったらしい。

　そのまま事態が進めば、自分がどのような被害を振りまくことになるのか、ということをシェーナはきちんと把握していた。

　だからこそ、この場において他人に被害を出すことなく倒されるということを、よかったとシェーナは口にしてみせたのである。

「おにぃさんの……おかげですね」

「礼とか言うの、やめろよ。俺おれは何もしてねぇ。ただお前を斬っただけだ」

　それがシェーナにとっての救いとなるかどうかは別として、必要であるからこそロレンはシェーナを斬った。

　だがそれは本来の目的から考えれば失敗を意味するものであり、そんな事態になったというのにシェーナから礼など言われてたまるかとばかりにロレンが先を制すれば、それでもシェーナは口を開く。

「ありがとうございました」

「……くそっ」

　かなり無理をしてその言葉を絞り出したのか、崩れる速度が上がったシェーナへ、ロレンは動こうとしない自分の足を叱咤しつつ、にじり寄るようにしてシェーナの方へと距離を詰める。

　せめて最期を迎むかえるその時に、手くらい握ってやることはできるだろうと考えてのその行動に、シェーナも崩れ続けている右の腕をゆっくりとロレンの方へと差し伸べた。

「あ？　あ、ちょっと!?」

　ラピスが何かを言いかけたが、ロレンは動きを止めることなく、シェーナが差し出した手を握ってやろうと這い進み、やがてロレンの手は崩壊の始まったシェーナの手を握ることに成功する。

　だがそれも一瞬のことで、確かに握ったはずのシェーナの手はもろくロレンの手の中で崩れて白い粉へと変わっていった。

「おにぃさん、いいひとですね……」

　何かをしてやることもできず、ただ手の中の白い粉を握り締しめたロレンへ、シェーナは崩壊の始まった顔で、なんとか笑え顔がおを作りながら、最後にぼそりと一言付け加えた。

「でも、ちょっと無用心だと思うのですよ」

　急に鮮明になったシェーナの声。

　その理由に思い当たることはなく、驚おどろくロレンは自分の意識が急速に遠のいていくのを感じていた。

　何があったのかと、ラピスに問いかけることすらできずにロレンは自分の体を起こしておくことができず、ゆっくりとその場に倒れていき、その体が地面に横たわるとほぼ同時にシェーナの全身が崩壊を起こし、倒れたロレンに覆いかぶさるようにして一山の白い粉へと変じてしまう。

「ロレンさん？　ちょっとロレンさん!?」

　理由は分からないまでも、今度こそ指一本たりとも動かせないような状況に陥りながら、ロレンはラピスが自分を呼ぶ声を聞きながら、完全にその意識を失ったのであった。
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「それで、結局はこうなるわけですか」

　少しばかり不ふ機き嫌げんそうなラピスの声を聞きながら、ロレンは病室のベッドの上に寝ねかされた状態でなるべく機嫌の悪いラピスの方を見ないようにしながら、じっと天てん井じようを仰ぎ見ていた。

　場所はカッファの街。

　その中にいくつか存在している病院の一室に、ロレンは寝かされている。

「あの後、私がどれだけ苦労したかお分かりですか？　ただでさえ私の細腕にロレンさんの体は重すぎるんです。しかも身長差だって結構あるんですよ？　背中に担かついでも足を引きずってしまうんですから」

「あぁ、ブーツが傷だらけんなってたな。ありゃ買かい替かえねぇと駄だ目めかもしれねぇ」

　出費が嵩かさむ、とはいってもブーツ一足くらいであれば、それほど大した金額ではない。

　諦あきらめに近い感情を抱だきつつも、頭の中だけでブーツの値段と、どこか安く売っている店をそういうことに詳しそうなチャックにでも聞こうかと考えている中、ラピスの叱責は続いている。

「ロレンさんだけでも重いのに、私その大剣まで引きずって歩いたんですからね？　これはもう何か埋め合わせしてもらっても罰は当たらない奉仕だと思うんですけども、その辺りどうお考えです？」

　ロレンの使っている大剣は、普ふ通つうの戦士では両手で保持するのも困難なくらいの重量を誇る代しろ物ものであり、それをきちんと引きずって持ってきたというのであるから、ラピスの腕わん力りよくがどれほどのものなのかということがなんとなく推し量れる。

「その辺りの話はおいおいするとしてだ。なぁラピス」

「はい、なんでしょうか？」

　それまでぶちぶちと文句を言い続けていたラピスだったのだが、ロレンが少しばかり疲れた声で話しかけると、あっさりと文句を言うのをやめて返事をしてきた。

　ただ文句が言いたいだけで、それほど怒っていないのか。

　それとも切り替えが早くてはっきりしているだけなのかはロレンにも分からなかったが、とにかくロレンはラピスへと今、確かく認にんしておかなければならないことを尋ねる。

「あの後、どうなったんだ？」

〈死の王ノーライフキング〉にされてしまったシェーナ。

　その胸むな元もとに光る克死の宝珠らしきものを破壊して、ロレンは〈死の王ノーライフキング〉を倒した。

　普通の〈死の王ノーライフキング〉とやらにはそのような弱点が存在していないらしいので、同じ手で他の〈死の王ノーライフキング〉を倒せるとは毛先ほども思っていないロレンであるが、とにかくそうやって倒した〈死の王ノーライフキング〉は体を崩壊させ、消え去る間際にシェーナの意識が戻る。

　そのシェーナを看取るために手を差し伸べて、崩れていくシェーナの手を握にぎってやったところまではロレンも覚えていた。

　その時にシェーナから二言三言、何かしら囁かれたような気がするのだが、その後即座にロレン自身が意識を飛ばしてしまっていたので、いまひとつはっきりとは思い出せず、ロレンはその後のことをラピスに確認せねばと考えたのだ。

「それが良く分からないんですよね」

　ラピスはロレンが横たわっているベッドの横へ、病室に備え付けてあった椅い子すを引き寄せて座りながら首を傾かしげる。

「体の崩壊が始まった辺りでロレンさん、慌てて近寄っていったわけですが、あれって無用心すぎますよ？　〈死の王ノーライフキング〉って体が崩壊したからといって滅びるわけじゃないんですから」

「そりゃ、どういうことだ？」

「全ての存在にはマテリアルとアストラルという二つの体があるってご存じです？」

　問われてロレンは即座に首を横に振る。

「マテリアルというのが物体。アストラルというのは精神体とでもいいますか。この二つが重なって存在しているのが生き物なんです。ここからはちょっと面めん倒どうな話なんですが、マテリアル側が破損したからといってアストラル側まで破損するとは限らないわけですよ」

　分かりますかとばかりにラピスはロレンの顔を覗きこむ。

　おそらくラピスはロレンにも分かるように、掻い摘つまんで説明をしているようで話の内容はなんとかロレンにも理解できるようなものであり、ロレンは頷うなずきながら先を促うながす。

「この二つをきちんと認識している生き物というのはほとんどいません。高位の法術なんかで体の欠損部分が治ったりする理り屈くつがこのあたりにあるんですが、割愛します。で、この二つの体なのですが、両方が滅びないことには本当の死というものは訪れないんです」

　二つの体というものをきちんと認識していない存在は、大体がマテリアル側の死をもって存在の死と定義するのだとラピスは言う。

　その際、アストラル側はまだ死を迎えていないために、法術の最高位に存在している〈蘇生リザレクシヨン〉という法術が成立するのだ。

　もっともこのアストラル側の体は、マテリアル側の体が生きていないと、徐々に衰退し、やがてそのまま死を迎えるので蘇生させるには時間的制限が存在するのである。

「ゴーストとかと何が違ちがうってんだ？」

「ゴーストは何らかの理由で存在が固定されたアストラルの成れの果てです。成れの果てですので、ゴーストからの蘇生は無理です。その辺の話はいまだ、死霊術師の間でも研究中みたいですけどね」

「話は分かったがよ。そのマテリアルとかってのが死ねば、アストラルとやらも死ぬんだろ？」

「それが、二つをきちんと認識している存在の場合、マテリアル側が破壊されてもしばらくアストラルのみで生きていけたりするんですよね。〈死の王ノーライフキング〉というのはその数少ない存在のうちの一つなんです」

　つまり、ラピスが言いたいのはシェーナは克死の宝珠の反動を受けて、その体を崩壊させてしまったのだが、それはマテリアル側のみの話であってあの時点においてはアストラル側まで崩壊に巻き込まれているのかどうか、分からなかったということであった。

　もしもアストラル側が健在であったのならば、〈死の王ノーライフキング〉は死んだとは到とう底てい言えず、そんな状態の〈死の王ノーライフキング〉へ近づいていったロレンは迂闊すぎるのだとラピスは怒る。

「そんな知識、傭よう兵へいにゃ必要ねぇからなぁ。まぁ無用心だったのは認めるけどよ」

「全くです。とはいえ、あの後〈死の王ノーライフキング〉の体はそのまま崩壊しましたし、ロレンさんについても意識を失っただけですので、どうもあの反動、アストラル側の体まで崩壊に巻き込むほどに強烈なものだったようですが」

　ラピスの声に少しだけ安堵の感情が混じる。

　それはロレンの行動を怒りはしていたものの、同時にその身を案じていたということであり、少しばかり気き恥はずかしさを覚えてロレンは咳せき払ばらいしてしまう。

　だが、とロレンは自分の視界の端はしを見る。

　天井しか映っていないロレンの視界であるのだが、その端の方に小さく羽の生えたワンピース姿の少女が羽を羽ばたかせるようなこともなく、ぷかぷかと浮ういているのが見えるのだ。

　意識を取り戻してからずっと、視界の中をうろうろとしているその少女は、どことなくあのシェーナに似ている気がする上に、どうやらその場に居合わせているラピスには見えていないようなのである。

「俺は……本当に倒れただけか？」

　実は頭のどこかを強打でもして、少しばかり精神に異常をきたしたのではないかと心配になるロレンは、神官でもあり医師の心得もあるらしいラピスに尋ねてみる。

　もちろん、視界の端に少女が見えるなどとはおくびにも出さない。

　それを言ってしまえば、頭のおかしい奴やつだと思われても仕方の無いような話であるからだ。

「いちおう色々と診しん察さつはしてみましたが、至って健康です。ただ、ちょっと今回は前回に比べて衰弱が激しかったですね。具体的に言いますと、死亡一歩手前くらいです」

　ロレンをハンザの街の医院まで運んだラピスはそんなロレンの状態に泡を食い、そこの防衛のために疲れ切った状態のクラースに無理をさせて、馬車に医院で眠ねむっていた四人と、新たに加わったロレンを放り込むと、またクラースを馬に括りつけて、ハンザの街からカッファの街までの行程を無理やり走りきったのだ。

　このおかげで、ブロス達たちは一命を取りとめたらしいのだが、〈増力〉の発生源として酷使されたクラースは街に着くなり意識を完全に失い、現在は回復したアンジェ達に看病されつつ絶対安静状態で入院している。

　多少素す直なおになれば、それほど悪い人物ではなく、トラウマとして今回の件を抱かかえるようなことにならなければいいがとロレンは思っているのだが、どうなるかは分かるわけもない。

　無論、そうしなければロレンも死んでしまっていたかもしれない状態であったようなので、感謝もしている。

　回復したら、お見舞いにくらいは行ってやるべきだろうかと考えたロレンは、ラピスが診立てたその時の自分の状態を考えて、ぼそっと呟つぶやいた。

「また治ち療りよう費ひが、相当かかったんだろ」

「ロレンさん、入院して七日目になります。入院費用だけなら銀貨十七枚くらいなのですが……ちょっと今回はそれとは別に費用がかかるお話が」

「何があったってんだ？」

「先ほども言いましたが、ロレンさん死にかけてました。これはもう一刻を争う状態な上に、普通の治療では到底間に合わないくらいに死にかけだったんです」

　傷もないのに衰弱死手前までいくなんて不思議ですよねと腕を組みつつ告げるラピスに、ロレンはなんとなくその後に続く話に思い当たって溜ため息いきを吐き出した。

　つまりはほとんど死んでおり、通常の治療ではとても手に負えない状態の自分をなんとかするために、普通ではない方法を取ったということなのだろう。

　普通ではない方法であるがために費用がかかった、という流れが言われなくとも見えてくるロレンは、完全に諦めた口調でラピスに尋ねた。

「いくらかかったんだ？」

「それが〈霊薬エリクサー〉を使用しましたので、一本で金貨一枚。それを五本ほど消費しました」

「いっそ、死なせてくれてた方がよかったんじゃねぇかそれ？」

　金貨五枚は大金である。

　だがそれも治療薬としては最高品質である〈霊薬エリクサー〉を使ったとなれば納なつ得とくの値段であった。

　ただ、意識を取り戻した後に聞かされれば、再び死にたくなるような金額であり、ロレンは今回の話から生せい還かんできたことを喜ぶべきなのか、大人しく死んでおけばよかったと悲しむべきなのか、考え込んでしまう。

〈お兄さん。私がいうのも妙みようですけど、生きていればきっとイイコトありますよ〉

　耳に響いたシェーナの声に、ロレンは驚いてラピスの方を見るが、その声はラピスには聞こえていなかったらしく、視線を合わせたラピスはきょとんとした顔でロレンの顔を見返している。

〈すみませんお兄さん。悪いとは思ったんですけれど、あの時、おにぃさんの手に触れて、まだ死にたくないなって思ったらこんなことになってしまいました〉

「なんだそりゃ……」

　思わず声に出してしまったロレンの言葉に、意味が分からずきょとんとしたままのラピス。

　視界の端でぱたぱたと動いている少女が、慌あわてて手を振ふり出す。

〈おにぃさん。声に出さなくとも私との会話は可能ですよ。だって私、おにぃさんのマテリアルに間借りしているアストラル状態ですから〉

（俺のプライベートとかどうなんだよ、そりゃ）

　頭の中で不機嫌そうな思念を返してやると、申し訳無さそうに視界の中の少女がしゅんとした表情で項うな垂だれる。

〈可能な限り、深層部分には踏み込みません。ですが……やはりご迷めい惑わくなのであれば、すぐにお暇いとましますから〉

（そうなったら、どうなるんだ？）

〈マテリアルのない私は、それを再構築することができませんので、緩やかに消滅します〉

（出て行けって言えねぇだろそれは……）

　死ぬと分かっているものを、出て行けと言える程に冷酷な態度を取れる気はしないロレンである。

　頭の中に一人の少女を飼っているような状態なのかと考えると気が重くなってしまうが、その辺りはおいおい話を突き詰つめていけばいいだけであって、性急に事を運ぶ必要はないのだからとロレンは自分を強引に納得させた。

「あの……ロレンさん？　何か問題が？　もしかして体調が優すぐれませんか？」

　黙だまりこんでしまったロレンに、何か違う原因でも想像したのか、控えめに声をかけてくるラピスへなんでもないと答えてから、ロレンは諦観の境地にあるような声で言う。

「治療費はラピスが立て替えてくれたってことだな」

「あ、はい。えぇっとその……借金の方に付け足しておきますね。今回は入院費と薬代に雑費が交じって金貨六枚と銀貨二十枚ってとこです」

「総額でキリよく金貨三十枚ってか……借金が嵩む一方だな」

「依い頼らいの方は失敗扱あつかいになったんですが、危険手当がいくらか出るみたいです。〈死の王ノーライフキング〉が出たという話は信じてもらえませんでしたが、ゾンビとレブナントの討伐報ほう酬しゆうは出るそうです」

「大おお騒さわぎになるだろ。都市国家とはいえ、一国滅ほろんだんだからよ」

　明確にそのような言及があったわけではなかったが、ラピスの推測やシュテールの反応からして都市国家ハンザは滅んだと考えるべきであり、その事実が周囲にもたらす騒動がどれほどのものになるかと考えれば、ロレンでなくとも頭が痛くなるような事態である。
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　だが、それを口にしたロレンに対するラピスの反応は酷ひどく微び妙みようなものであった。

「どうした？」

「それがですね……どうもハンザ周辺に出没していたアンデッドの群れが、軒のき並なみきれいにいなくなってしまったらしいんです」

　何故か視界の端で、胸を張って威張る羽の生えた少女。

　今でこそ妖精のような格好をしているシェーナであるが、実際は〈死の王ノーライフキング〉と呼ばれる最上位のアンデッドのアストラル体である。

　もしかすると帰りの道中で、ハンザ国内に発生した大量のアンデッドを何らかの方法で処理してくれたりしたのかもしれないとロレンが考えれば、その通りだとばかりにシェーナはうんうんと頷いてみせた。

「まぁなんにせよ、脅威が無くなったんなら良かったんじゃねぇか」

「そのせいで、ボーンドラゴンとかが出たこと、信じてもらえないんですけど」

「そりゃ仕方ねぇよ。俺の借金返済が遠のくだけの話だろ」

「そっちは私としてはどうでもいいんですけどね」

　どうでもいいのかよと思いながら、実際自分自身もどうでもいいかと思い始めていることにロレンは気がつくと、視界の隅すみで何故か平へい伏ふくし始めたシェーナの姿を見ながら、もう少し休んでおこうかと目を閉じるのであった。







幕間　とある神官の手記より







　私はラピス、何の変へん哲てつもない魔族です。

　魔族という自己紹介と何の変哲もないという言葉の間に矛む盾じゆんがある、とおそらく今の一言を聞いた人ならばそう言うと思うのですが、私達の側からしてみれば私などは本当にその辺にいる普通の魔族という認識で何ら間違いがないはずなのですが。

　それはともかくとして、私が何故このような独り言めいた記述をしているのかと言えば、普通の魔族として健すこやかに育てられた私が、ある朝にちょっと世間を見てきなさいと両親から家を追い出されたことに始まっています。




　さて、前回の仕事で私は晴れてロレンさんという凄すご腕うで傭よう兵へいながら、冒ぼう険けん者しやとしては駆け出し初心者という、なんともちぐはぐな経歴の持ち主と行動を共にするという約束を取り付けることに成功しました。

　これで一々どこかのパーティにお願いをしてもぐりこむような真似をしなくてもよくなったのだと考えれば、いかに私にとってロレンさんというこの剣士さんが、重要な存在であるのかということはご理解いただけるかと思います。

　もっともその約束を取り付けるに当たって、借金のカタにというような方法を取ってしまったことは痛恨の極みと言えなくもないのですが、この辺りは時間と経験がいずれ解決してくれるものと思っています。




　ところで、経験の浅い冒険者にそこそこ経験を積んだ冒険者の先せん達だつが絡んでくるという出来事は、よくあることなのでしょうか？

　色々と情報収集をしていますと、冒険者ギルドに登録したばかりの冒険者が先輩冒険者に絡まれてお金を巻き上げられたり、あるいは相棒として行動を共にしていた女性冒険者を連れ去られたりするというような出来事は結構あちこちで発生しているらしいということが分かるのですが、これだけ頻度が高く起こる出来事であるならば、冒険者ギルド側でなんらかの対策が取られてもいいような気がするのです。

　しかし、全くもってそういった対策が取られる気配が感じられない以上は、もしかすると冒険者ギルド公認の出来事なのかもしれません。

　かく言うロレンさんにも、この出来事が襲い掛かってくるという一幕があったのですが、どう考えてもロレンさんは外見からして腕利きの剣士にしか見えません。

　知識に関しては駆け出しの冒険者という評価が妥当なのですが、少なくとも戦いにおける技量と知識はベテランの域に達していると見るべきでしょう。

　しかもあの私の腰よりも太い大たい剣けんを振り回していた腕です。

　ぱっと見ただけでとんでもない腕力を秘めているということは、大概の知的生命体であるならば即座に理解することだと思うのですが……そうもいかない人種というのが、確実に世界には存在しているようで、理解に苦しみます。

　ただ一つだけ。

　冒険者ギルドでロレンさんに絡んできた先輩冒険者の方々はロレンさんのことをヒモであると形容していたのですが、これに関しては反論のしようがない正論である、と認めざるを得ません。

　もっとも、そのような状況を作り出したのはこの私ですので、ロレンさんを養うこと自体は全く異論など持ち合わせていないのですが。

　しかし人というものは根も葉もない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようをされたときよりも、えてして図星を指されたときの方が、より強く怒るものです。

　その証拠にロレンさんに絡んできた冒険者さん達に、ヒモにしてくれる女性もいない人達と言った途端に、彼らは烈火の如ごとく怒り出しました。

　真実というものは残酷なものである、ということがよく分かる事例だと思います。

　ただ怒りというものはある程度、人の能力を底上げしてくれたりするものなのですが、この場合に限っては相手が悪すぎます。

　彼らも病院のベッドの上で、次に似たようなことをする場合は相手をよく見てから慎重に行わなければならないということを痛感したことでしょう。

　私からしてみれば、ロレンさんの借金が少し増えるという結果をもたらしてくれましたので、彼らに多少の感謝くらいは捧げてもいいかな、と思っているのですが。




　借金を返済するために行動しようと考える姿勢というものは褒め称えるべきだと思います。

　完済されてしまえば、ロレンさんの行動を縛るものがなくなってしまうという問題はありますが、だからといって催促されないことをいいことに、遊び惚ほうけているようでは行動を共にする相手としては不適格だと思います。

　ですのでロレンさんが薬草採取の依頼を受けたことは、私にとっては好ましい出来事でした。

　もっとも、あまり危険な魔物がいないからといって、素手で薬草採取に赴く冒険者というものを私はここで初めて見ることになったのですが。

　ついでに薬草採取という依頼で借金を完済しようと考えていたのであれば、ロレンさんの見積もりは甘過ぎると言わざるを得ません。

　森中の薬草を採り尽くしたとしても、おそらく届きそうにない額ではあるのですが、直近の糊口をしのぐ方策としては、悪くはないでしょう。

　ついでに私も薬草採取をお手伝いし、ちょっとばかりお小遣いをなどと考えていたのですが、まさか帰り道にフォレストウルフと遭遇するとは思っていませんでした。

　さらにそれをロレンさんが素手で撃退するに至っては、いくらなんでも想像の外の出来事です。

　ついでにそのフォレストウルフ達が森の中で倒れていた少女に襲い掛かろうとしていたとくれば、ロレンさんの間の良さというか間の悪さというか、とにかく巡りあわせの妙については驚かされるばかりです。

　ちなみにここで妙ないたずらなどせず、きちんと街まで発見した少女を連れて行ってあげるところがロレンさんの優しいところですね。

　これが性質の悪い冒険者であれば、ちょっと昼間から書き記すには躊躇ためらわれるような不ふ埒らちな悪行に手を染めかねない場面ですし。

　そういった意味でも、この少女は運が良かったのではないかと思います。

　ところでこの少女なのですが、発見当初から何か妙な雰囲気があったということを付け加えて書いておきたいと思います。

　何せ、森の中に倒れていたというのに服装に乱れや汚れがなく、裸足の状態で発見されたというのに足やその裏に傷もないという、まるで今唐突にその場所に、どこからともなく現れたような、そんな感じだったのです。

　なにやらキナ臭い感じがして嫌なものですが、冒険者という立場からしてみれば、儲け話のきっかけともなり得る話ですので、一概に嫌うのもどうかと思います。




　さて救出された少女を連れて街まで戻ってきた私達なのですが、自分で言うのもなんですが、はっきり言って人ひと攫さらいと間違えられても文句が言えない光景だったと思います。

　何せロレンさんは元々凄腕の傭兵で、見た目からしてちょっと怖い系統の人です。

　そんなロレンさんが意識のない、しかもワンピースしか着ていない裸足の少女を背負ってやってくれば、まず考え付くのは誘拐です。

　ちょっと強面こわもての人が武器をちらつかせたり、薬品で意識を失わせた年端の行かぬ少女を誘拐するという行為は、人族の界かい隈わいではそんなに珍しくない事件だと聞きました。

　これが魔族領だと、そんな不埒なことをきちんとした理由もなく実行に移す輩やからは確実かつ速やかに、あの世という隔離した世界に送られることになるのですが、人族の領域においては、結構な確率で逃げ切られてしまうらしいです。

　ちなみにちゃんとした理由がある場合は、相手が他種族ならば魔族の法に照らし合わせると、見逃してもらえる可能性がちょっとだけあります。

　魔族の少女を誘拐した場合は、情状酌量の余地もないんですけれども。

　話が逸それましたが、この場合では見知らぬ少女を誘拐した挙句に、街の入り口から堂々と入ってくるという愚か者もいないとは思うのですが、それよりも私の神官としての地位が物を言い、カッファの街で騒ぎになることはありませんでした。

　ロレンさんはたまに忘れてしまわれるのですが、神に仕える神官の世間での信用度というものは非常に高いものなのですから、ちょっとくらいは私に感謝してくれてもいいと思うのですが、どうでしょう。

　それは置いておくとしまして、今回のような身元不明の遭難者を助けてしまった場合は速やかに官憲か冒険者ギルドに引き渡す、というのが常道です。

　面倒事は速やかに、然るべき手に丸投げ……ではなく、あまり一個人が身元不明な人を連れまわすと色々と問題が起きる可能性が高いからというのがその理由です。

　たまにですが、官憲自体が腐っている可能性もありますので、冒険者登録を済ませているのであれば、引き渡す先は冒険者ギルドしかないでしょう。

　冒険者ギルドが腐っていた場合はどうするのか、と思う方がいるかもしれませんが、冒険者ギルド自体は色々と、腐敗や虚偽に関する対抗策を持っていまして、正直に申し上げると冒険者ギルドが腐っている場合は、世界全てが腐っていると言っても過言ではない、というくらいに不正が蔓延はびこりにくい組織なのです。

　ちなみに魔族は除きます。

　なにせ性根の腐った魔族というものは、そう長生きできません。

　淘とう汰たされ、気がついた時にはいなくなっていますので、不正や腐敗が蔓延らないのです。

　閑話休題。

　ともかく助けた少女は冒険者ギルドに預けることになったのですが、ここで冒険者ギルド側から私達の行動を制限させて欲しいという申し出がありました。

　それはどこの誰とも知れぬ冒険者が、同じくどこの誰とも知れぬ少女を持ち込んだことに事件性や犯罪性がないものかどうか、冒険者ギルドが調査を行わなければならないからなのですが、後ろめたいことが何もないのであれば、この申し出は非常に楽しいお話です。

　何故ならば、冒険者ギルドの調査結果が出るまでは、宿代も食事代もタダで用意してもらえるからです。

　あまりおおっぴらに言う気はありませんが、タダより素敵な物はなかなかないのではないか、と思う次第です。

　たまにタダより高いモノはないと仰おつしやる方もいますが、しっかりとした見極めと断り方さえできるならば、そんなことは決してありません。

　もっとも、その通りになることも多いですので注意が必要ではありますが。

　そんな感じでちょっと楽しめるかと期待していたのですが、流石さすがに冒険者ギルドは情報が早く、あまり遊べなかったのは残念でした。

　それにしても冒険者ギルドがこの件に関する情報を、当事者とも言える私達に教えてくれなかったというのはちょっと業腹ものです。

　ちょっとばかり強行してもよかったのですが、ここはロレンさんが機転を利かせてくれましたので、よしとしなければなりません。

　ついでにこの件に関われるように取り計らってくれたチャックさんにも、感謝しなければいけないですね。

　いずれ何らかの形でお礼するべきでしょう。

　ここでロレンさんが散財を決めてくれたのには助かりました。

　労せずして借金の額が増えるというのもあるのですが、前回の依頼で壊されたりしてしまったロレンさんの装備を一新する口実ができた、というのが最も大きいです。

　防具についてはそれなりのものがいくらでも、私が拠点としている場所にありますので、適当なものを見繕えばよかったのですが、武器に関してはやはり使い慣れた物に近い物でなくてはロレンさんの真価が発揮できません。

　しかし、あんな巨大な剣が都合よく転がっているわけが、とまで考えた私の脳裏にふと実家の倉庫から無断で失敬してきた一振りの大剣の存在が思い起こされました。

　大きさも性能も、あれならばロレンさんに使ってもらうに充分事足りると考えられましたので、大急ぎで拠点まで引き返してから必要な物を手に入れますとカッファの街へととんぼ返りしてみたのですが。

　ここでふと、どうやってロレンさんにこれを買わせようかという問題があることに気がつきました。

　適当に店に売り払い、あとで買い戻すという方法もないわけではないのですが、これでは確実性にかけます。

　どうしたものかと考えて、ここは正直にちょっとワケありで私が出で所どころであるということを知られないように仲間に装備を買わせたいのだ、ということを説明し、とある武器屋のお爺さんに協力を依頼することにしました。

　人間、正直が一番です。

　下手に小細工して、ロレンさんの手に渡らなかったりしたら目も当てられません。

　そんな感じでロレンさんに装備を渡す算段をつけたのですが、この店でロレンさんはどうにもいけすかない男性と出会ってしまいます。

　私の見立てでは口先だけのはりぼて男ではないようなのですが、それにしても態度が悪すぎます。

　ちょっと教育が必要でしょうかと思ったのですが、ロレンさんがなんでもないと言いましたので、ここはロレンさんの顔を立てるべきと手を引くことにしました。

　そんなトラブルがあったりしたものの、首尾よく装備をロレンさんに手渡すことができた私は、私達が助けたシェーナ＝ロンバルティアという少女が、その国くに許もとに帰る手助けをするという依頼に潜りこむことになったのです。

　まぁここでも先日出会った態度の悪い男性と再会することになるのですが、これは些さ事じとして無視しても大丈夫でしょう。

　何故か、妙に長い付き合いになる気がして仕方ないのですが。




　シェーナさんを送り届ける道中は、順調とは言い難いものでした。

　馬車を三台も仕立てて、随分とお金をかけた道中だったのですが、いきなりシェーナさんを乗せた馬車の御者さんと、同乗していた女性冒険者さん達が体調不良というか、二人が原因不明のまま死亡。

　その不気味な死に方に、シェーナさんが気味悪がられて孤立するという事態に。

　ただ彼女を国許まで運ぶだけならば、気味悪がられていようが孤立していようが、依頼自体には関係がなかったのですが、ここでロレンさんが孤立するシェーナさんを自分達の傍に置いておこうと提案してきました。

　何気に優しいんですよねロレンさん。

　この場合は女の子に優しいという点で、少しばかり思うところがないわけでもないのですが、それを口にするよりはすんなりとロレンさんの望みをかなえてあげる方が、点数が稼げ……いえ、なんでもありません。

　基本的には私も神職にある身ですので、幼い少女には優しく接してあげるべきだと思うわけです。

　こういう善意を曲解し、ごますりだとか言う輩は物理的に矯正するべきだと思うのですが、幼い子の目の前で惨劇を繰り広げるわけにもいきませんので、ここは我慢のしどころではないかと思いました。

　私とて、我慢することくらいは知っているのです。

　さらに次の日、女性冒険者達がシェーナさんと馬車に同乗することを拒否するような事態が起きれば、流れからして私達が同乗するしかありません。

　実のところ、この時点でなんとなく何が起きているのかについては察しがついていたりするのですが、確証もない状態でそれを口にするのは憚はばかられました。

　別段、黙っていた方が面白そうだと思ったわけではありませんから、そこのところはお間違えなく。

　ここでロレンさんを斬きり風かぜさんと呼んでみたりしたのですが、本人から違うと否定されてしまいました。

　もしかして本当に別人なのだろうかと思わないでもないのですが、ロレンさんの他に該当する人がもう一人いるとはとても考えにくい話です。

　たぶん、ロレンさんは色々なことに鈍いのだと思います。

　ちょっと、それは問題かもしれません。

　それはさておき、これで面倒なことは解決しただろうかと思ったのですが、そういうことは続けざまに起きるようで、すぐにアンデッドの襲撃を受けました。

　真っ昼間からアンデッドの襲撃というのも珍しい話ですが、それよりもあのいけすかない男性。

　クラースという名前の黒鉄級冒険者なのですが、口先だけの人間ではないということをこのアンデッドの襲撃で証明してみせてくれました。

　性格は悪くとも、実力の方はかなりなもののようです。

　しかも中々に希少な恩恵持ちとくれば、国が放ってはおかない人材でしょう。

　騎士っぽい女性が傍らにいましたから、既に国のお手つきなのかもしれませんね。

　ちょっと注意しましょう。

　性格も悪いですし。

　そんなことを考えていたらアンデッドの襲撃が連続してくる、だけではなく最後には極め付きにボーンドラゴンまで出てくるとなれば、何かおかしいというのは誰にでも分かりそうなものです。

　もっとも何かおかしいのが分かったからといって原因が見えてくるわけでもないのですが、このボーンドラゴンにクラースさんの仲間である魔術師の少女が捕まるという事態に陥りました。

　見捨てるというのが最も簡単な解決方法だったのですが、ここでロレンさんがとんでもない威力の攻撃を見せて、体勢を崩したボーンドラゴンから魔術師の少女を奪回。

　いやはやとんでもない技量の持ち主だと再確認させられました。

　そんなロレンさんのがんばりを無駄にしないためにも、クラースさんにはその希少な恩恵の力を沢山使ってもらうことになりましたが、結果的に全員無事にシェーナさんの住んでいたハンザの街まで到着することができました。

　まぁ、私達とクラースさんのパーティと、知り合いになった黒鉄級冒険者のブロスさん以外は全滅してしまっていたのですが。

　それで入ってみたハンザの街ですが、造りはかなり立派なものです。

　ただそこに住人の姿は全くありませんでした。

　異常事態ではあるのですが、そんなこともたまにはあるでしょう。

　ロレンさんがシェーナさんと軽く散策してきた途中でシュテールさんなる街の生存者を一人発見してつれてきたのですが、怪しさしかありません。

　誰もいない街で、偶然一人だけ生存者が見つかるなんていう話があるでしょうか。

　ないとは言いませんが、あまりにもできすぎた偶然と言わざるを得ません。




　傭兵団にいて、戦うことばかりしてきたというロレンさんですが、中々その言葉を鵜う呑のみにできないくらいには多才なようです。

　アンデッドの襲撃に備えて鍛冶の真似事ができるというのは驚きだったのですが、考えてみますと自分の武具の手入れをするのに、いつも鍛冶職人の手を使えるとは限らないわけですから、少しくらいは自分でもできていた方が便利なのかもしれません。そんな技術まで習得させていたロレンさんが所属していたという傭兵団にはちょっと興味が湧きました。

　いずれどこかで、出会うことがあるのでしょうか。

　というかそろそろ答え合わせの時間かなと考えていましたら、ちょうどアンデッドの襲撃です。

　いい加減見飽きた感じが強いアンデッド達ですが、ここで発見された事実は〈増力ブースト〉の恩恵の影響下にあるクラースさんはアンデッドに対する囮おとりとしては非常に優秀であるということです。

　びっくりするくらいよく集まります。

　クラースさんを囮にしてアンデッドを狩り続けていれば、意外と楽に撃退できるのではないか、と思っていたあたりで予想していたことが起きました。

　シュテールさんがシェーナさんを誘拐したのです。

　そこで急きゆう遽きよ私とロレンさんはシュテールさんを追いかけるためにその場をクラースさんに任せて、一路街をひた走ることになりました。

　いかに弱いアンデッドとはいえ、あれだけの数を相手にするようなことになれば、到底太刀打ちすることができずにアンデッドの仲間入りをしそうなものなのですが、クラースさんはきっちりとその状況を生き残ったわけですから、やはり天才とでもいうべき才能があるんだと思います。

　才能って、性格とかは考慮されないんですね。

　クラースさんの場合はロレンさんがボーンドラゴンから魔術師の少女であるアンジェさんを救出して以来、かなり態度がしおらしくはなったのですが。

　シュテールさんについては、特筆することもありませんでした。

　あの御方という言葉にちょっとだけ引っかかりを覚えなくもないのですが、どこのどなたのことなのやら、情報が少なすぎて分かりません。

　縁があるならそのうち出会ったりするのでしょうから、そのとき考えれば充分でしょうし、縁がないなら出会わない相手ですので考えるだけ無駄でしょう。

　それよりもシェーナさんのことです。

　あろうことかシェーナさんは、何らかの魔術道具の効果によりアンデッド最上位として出会えば死ぬしかないと称される〈死の王ノーライフキング〉へと変化させられてしまったのです。

　それを可能にした技術には驚かされたのですが、使い手があまりにも残念すぎました。

　制御不能な存在を出現させ、わざわざ殺されに行くという行為は私には理解しかねます。

　その理解しかねる行為のせいで、私達がその〈死の王ノーライフキング〉と戦う羽目になったというのは、迷惑にも程があると思うんです。

　ところで戦闘の最中、〈死の王ノーライフキング〉の攻撃を受けた私を見たロレンさんの目がなにやら非常に失礼なことを考えていたように思うのですが、あれは私の気のせいでしょうか。

　ちょっと問いただしてみたい気もするのですが、答えが怖くて聞けない部分でもありますから、そっとしておいた方がいいかもしれません。

　それにしてもロレンさんは、すごい剣士です。

　シェーナさんを〈死の王ノーライフキング〉にした魔術道具はやや不安定で完璧なものだとは言えず、シェーナさんも完全な〈死の王ノーライフキング〉とは言いがたいのですが、それでも恐るべき存在であることは間違いありません。

　そんなシェーナさんに真っ向から戦いを挑み、シェーナさんの戦闘経験が乏しいことを見切って体術でシェーナさんを〈死の王ノーライフキング〉にしていた克死の宝珠を砕いたのですから、とんでもない剣士です。

　そんなロレンさんのおかげで〈死の王ノーライフキング〉はその場にて倒されることになったのですが、優しすぎるというのも考えものでロレンさんは崩壊する〈死の王ノーライフキング〉、ではなくシェーナさんに手を差し伸べてしまったわけです。

　無用心というよりは一方的に〈死の王ノーライフキング〉にされて、消えていくシェーナさんに哀れみを覚えたからこその行動だったとは思うのですが、やはり少し気をつけて欲しいところですね。

　もっとも、そんな行為もロレンさんのいいところではあると思うのですが。

　とりあえず私が診察した限りではロレンさんの体に異常は見つかりませんので一安心といったところでしょうか。

　今回もまた入院する羽目になったのはご愛嬌ということで。

　順調に借金額が増えていきますね、いいことです。




　さて今回の手記はこのくらいにしておこうかと思います。

　里帰りしたときに母様に話ができることが増えるというのはいいことですね。

　父様に見せたら、何かとんでもないことになりそうな気もしますが、きっとロレンさんならば大丈夫でしょう。

　何かものすごく迷惑をかけてしまいそうですが。

　それでは次の冒険譚まで、筆を休めることにしましょうか。







あとがき







　皆様、初めましての方は初めまして。

　そうでない方もこちらのタイトルでは初めまして。

　前回会ったよという方は、前回以来お久しぶりでございます。

　本書の著者でございます。まいんと申します。以後お見知りおきを。

　私は「小説家になろう」という小説投稿サイトにて、日々小説の投稿をしております書き手の端くれでございます。

　是非ともこの機会に、書き手の名前だけでも覚えて頂ければ幸いであります。

　実は既にホビージャパン様より「二度目の人生を異世界で」というシリーズを出版させて頂いている身ですので、ご存知の方がいればいいなぁと。

　ご存じでない方は、これを機会に合わせてそちらのシリーズも手に取って頂ければ、これに勝る幸いはないものと思っております。




　さて、食い詰め傭兵の幻想奇譚ですが、皆様にご愛顧頂いたおかげで、こうして二巻をお届けすることができる運びとなりました。

　この本を手に取り、ここに目を通された方でまだ書店のレジを通っていない方がおられましたら、是非この本を手にしたままレジを通られることをお願いしたいものです。

　傭兵としては腕が立つものの、冒険者としては知識の浅い主人公と、それと行動を共にする知識の神の神官さんのお話が、皆様のお暇を少しでも潰すことができたのであれば、これに勝る喜びはないものと思っております。

　前回の一巻発売時は、同じ作者が書いている「二度目の人生を異世界で」と同日発売という運びになっていたのですが、今回もまた大きな変更がなければ、二度目の人生を異世界で十六巻と発売日が同じになっているはずです。

　合わせて読んで頂ければ幸いなのですが、どうしてまた重なってしまったのでしょう。

　大判二冊同時に加えて「二度目の人生を異世界で」の方はコミック版まで同じくらいの日付で発売されるはずなので、そんなに集中させなくても、と思ってしまうのは私くらいなのでしょうか？

　たぶん、次の巻くらいからはそれぞれがずれていくはずですので、ここまで集中して発売されるのは今回までとなるはずです。

　もちろん、次の巻でお会いすることができればという前提条件が付いて回るのは、物書きの宿命みたいなものなのですが。

　お会いしたいなぁ……




　末尾になりますが。

　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナー様。

　今回もまた素敵な挿絵を描いて頂いたperoshi様に、毎度電話口にてお話に付き合って頂いている担当Ｋ様、本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様に深く感謝を。

　今後も変わらずご愛顧頂けます様お願いし、次巻でまたお会いできることをお祈りしつつ、結びとしたいと思います。
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